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特　集 地域の担い手を育む

11

レギュラーリポート

 ��  地域創生時代におけるもう一つの働き方改革 杉岡秀紀（福知山公立大学地域
経営学部准教授 ）

 �� 北海道石狩市 地域の担い手確保に向けた新たな挑戦 河田寛史

 �� 埼玉県草加市 「福祉ＳＯＳゲーム」で地域福祉の担い手育成 神尾　平

 �0� 福井県鯖江市 新しい価値や未来を担うＩＴ人材を創出 中村正一

 ��  地域づくり活動を自らの手で企画し、実践できる人財の育成 三宅啓之（総務省地域自立応援課人材力活性化・
連携交流室　地域支援専門官 ）

基調論文

副基調論文

移住・定住・交流推進支援事業　群馬県下仁田町
女性が輝けるライフスタイルの提案
 松本秀信

地方創生実践塾　埼玉県秩父市
秩父に学ぶ「地域ブランド」の作り方
 井上正幸

地方創生実践塾　群馬県富岡市
まちづくりメディアラボ
 谷中修吾

平成30年度土日集中セミナー
地域とつくる「教育の仕組みづくり」
地方創生へ―ウッドスタート宣言　山口県長門市
公民連携による木育推進の取り組み
 永尾和彦

  グラビア

��� 都道府県漫遊 【千葉県】
ද3 手前みそですが… 【群馬県上野村】
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��
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広報室だより
全国地域リーダー養成塾　塾生募集中！
ट長のࢥい
ICT 環境など地域特性で未来を拓く岩見沢

松野　哲（北海道岩見沢市長）

まちづくりコラボ　株式会社 JTB + ディップ株式会社
民間同士の協創による「移住定住」を促進
 深井純司

��

��

��

��

�3

●北海道更別村 学びたい大人の社会塾「熱中小学校」 亀井秀樹
●宮城県石巻市 水産業の未来の担い手を育成 島本幸奈
●山形県遊佐町 選挙で選ばれた少年町長・少年議員で少年議会を開催 佐藤大智
●三重県 産学官連携による「農業ビジネス人材」の育成 野末　光
●滋賀県草津市 外国人を「機能別消防団員」に任命 小林　魁
●京都府京都市 伝統産業を未来へとつなぐ担い手支援 大江將仁
●島根県松江市 市民大学の学びを通した地域の担い手の育成 和田森洋一
●高知県四万十町 複合経営で中山間地域の農業後継者を育成 畦地履正
●鹿児島県 焼酎の語り部になって鹿児島の魅力を発信  髙峯和則

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

表
紙

神
秘
の
湖
沼
「
五
色
沼
」

（
福
島
県
北
塩
原
村
）

２
０
１
６
年
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
一

つ
星
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
正
確
に
は
「
五
色
沼
湖
沼

群
」
と
言
い
、
毘
沙
門
沼
、
赤
沼
、
み
ど
ろ
沼
、
竜
沼
、

弁
天
沼
、
る
り
沼
、
青
沼
、
柳
沼
な
ど
の
数
多
く
の
湖

沼
の
総
称
で
す
。
沼
に
よ
っ
て
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
、
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
、
エ
メ

ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
、
パ
ス
テ
ル
ブ
ル
ー
と
色
が
違
う
不
思

議
な
場
所
で
「
神
秘
の
湖
沼
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
青
沼
は
自
然
が
作
り
出
し
た
も
の
と
は
思
え
な
い

綺
麗
な
色
で
、
見
る
人
を
感
動
さ
せ
ま
す
。

５
つ
の
沼
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
色
彩
を

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
五
色
沼
」
と
い
う
名
前
が
つ
き

ま
し
た
。
色
が
異
な
る
要
因
は
、
天
候
や
季
節
、
見
る

角
度
、
水
中
に
含
ま
れ
る
火
山
性
物
質
な
ど
に
よ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

湖
沼
の
周
辺
で
は
、雪
解
け
後
の
芽
吹
き
前
の
森
や
、

落
葉
後
の
森
の
中
で
、
小
鳥
た
ち
を
見
つ
け
や
す
く
な

る
た
め
、
野
鳥
観
察
が
楽
し
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
裏
磐
梯
観
光
協
会

 

（
０
２
４
１
‐
３
２
‐
２
３
４
９
）

 

（
写
真
提
供
＝
裏
磐
梯
観
光
協
会
）

（
福
島
県
北
塩
原
村
）

平
成
30
年
７
月
、
長
さ
13
・
６
㍍
、
重
さ
５
・
２
㌧
の

大
し
め
縄
を
制
作
、
出
雲
大
社
神
楽
殿
へ
の
取
り
付
け

を
行
い
ま
し
た
。
出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大
し
め
縄
は
日

本
最
大
級
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
し
め
縄
は

古
く
か
ら
、
出
雲
大
社
と
ゆ
か
り
の
深
い
島
根
県
飯
南

町
で
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
無
月
、
全
国
の
神
々
は

出
雲
大
社
へ
集
合
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
神
々
は
ま

ず
、
飯
南
町
に
あ
る
琴
引
山
へ
降
臨
し
た
後
、
出
雲
大

社
へ
お
入
り
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
制
作

さ
れ
た
大
し
め
縄
は
、
は
で
干
し
米
の
ワ
ラ
、
ま
た
、

し
め
縄
づ
く
り
専
用
に
育
て
ら
れ
た
赤
穂
も
ち
と
い
う

青
刈
り
ワ
ラ
を
、
お
よ
そ
１
・
５
㌶
分
使
用
し
、
１
年

の
歳
月
と
、
延
べ
８
０
０
人
の
町
民
に
よ
り
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

飯
南
町
は
、
こ
う
し
た
大
し
め
縄
の
制
作
技
術
の
伝

承
と
「
日
本
一
大
し
め
縄
の
里
飯
南
町
」
を
掲
げ
た
観

光
誘
客
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
に
「
飯
南
町
大
し

め
な
わ
創
作
館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。
大
し
め
な
わ
創

作
館
で
は
、
全
国
か
ら
依
頼
の
あ
る
神
社
等
の
大
し
め

縄
の
制
作
風
景
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
職
人
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
手
づ
く
り
し
め
縄
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課

（
０
８
５
４
‐
７
６
‐
２
２
１
４
）

（
写
真
提
供
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課
）

੨প

上野村は、群馬県の南西端に位置し、
西は長野県佐久地方と、南は埼玉県

秩父地方と接している、神流川の源流に
あたる地域です。人口約1200人と群馬県
で最も人口の少ない自治体ですが、「小さ
くても輝く村」をキーワードに、これま
で物産・観光資源の開発を通じて経済産
業の振興を図ってきました。
当村は面積の約95％が森林であることから、近年は木質バイオマス利用に着目し、ペレット工場、バイオマス発電施設等

を導入・運用しています。関連産業の雇用を生みつつ、持続可能な経済・エネルギー循環を作ることで、安心して暮らせる自
立した山村の構築に向けた取り組みを進めています。
また、村を取り囲む急峻な山々は自然度が高く、ヤシオツツジ、ヒカゲツツジ、サラサドウダンなどのツツジ類、アヅマシ

ャクナゲ、シオジ原生林、ブナ林や野生の福寿草など、見どころに溢れています。森林セラピーやウォーキングなど、自然体
験イベントも開催しており、訪れる方々の目と心を癒してくれます。

█空から見た上野スカイブリッジと紅葉
写真左上に神流川と勝山集落、中央周辺が、上野村スカイブリッジ、まほーばの森、不
二洞などを含む「天空回廊エリア」です

自
然
と
生
き
る

　上
野
村

█特産品を使ったお菓子
上野村産十石みそやプラム、
イチゴ等を使った菓子も作っ
ています。写真の他に道の駅
で販売中のみそソフトクリー
ムもあり、臭みがなく、味噌
の塩味と餡やクリームの甘み
が絶妙なバランスでおすすめ
です

█上野村自慢の特産品
左上から時計回りに、「十石み
そ」（麦味噌）、「十石しいたけ」

（完全無農薬）、様々な木工作家
達による木工品、「いのぶた肉」

（猪と豚の掛合せ）。いずれも上
野村の歴史や風土を活かした自
然にも体にも優しい品々です

█十石ペレット
村内のペレットボイラー、ペレッ
トストーブ、バイオマス発電施設
に供給している木質ペレットです。
村内のエネルギー循環を支えるだ
けでなく、一般向けにも販売して
います

上野村

群
馬
県

237

█
不
二
洞

全
長
約
２
．２
km
で
、
群
馬
県
天
然
記
念
物
に
も

指
定
さ
れ
た
、
関
東
最
大
級
の
鍾
乳
洞
で
す
。
上

野
村
で
は
、
石
灰
岩
・
チ
ャ
ー
ト
か
ら
な
る
洞
窟

や
岩
峰
が
広
が
り
、
特
有
の
深
く
険
し
い
景
観
を

形
作
っ
て
い
ま
す

█ノルディックウォーク in 上野村
桜の時期にノルディックウォーク、7 月にはサマーフェスティ
バル、10 月にはふるさと祭りなど、四季折々の自然と調和
した行事を開催しています

█まほーばの森／フォレストアドベンチャー
コテージやキャンプ場、フォレストアドベン
チャーが楽しめるアウトドアスポット。森を生
かしながら活用している、環境に配慮した安ら
ぎ空間です

地域づくり 11月号
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今
年
、
兵
庫
県
は
県
政
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
８
６
８
年
７
月
12
日
（
慶
応
４
年
５
月
23
日
）、
開
港
場
で

あ
っ
た
神
戸
港
周
辺
と
内
陸
部
に
点
在
す
る
旧
幕
府
領
を
管
轄
す

る
機
関
と
し
て
、
兵
庫
県
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
４

年
の
廃
藩
置
県
と
、
９
年
の
飾
磨
県
の
全
域
、
豊
岡
県
と
名
東
県

の
一
部
の
統
合
に
よ
り
、
北
は
日
本
海
、
南
は
瀬
戸
内
海
・
太
平

洋
を
望
む
、
摂
津
、
播
磨
、
但
馬
、
丹
波
、
淡
路
の
五
国
か
ら
成

る
広
大
で
多
様
な
県
土
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

兵
庫
の
１
５
０
年
を
振
り
返
れ
ば
、
世
界
に
開
か
れ
た
神
戸
港

に
進
取
の
気
質
を
持
つ
人
々
が
集
い
、
い
ち
早
く
西
洋
文
明
を
導

入
し
、わ
が
国
の
近
代
化
を
先
導
し
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
後
は
、

鉄
鋼
、
化
学
、
造
船
、
機
械
な
ど
の
も
の
づ
く
り
産
業
が
阪
神
・

播
磨
臨
海
部
に
広
が
り
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
を
牽
引
し
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
公
害
問
題
、
過
疎
・
過
密
、
個
性
の
少
な

い
ま
ち
な
み
な
ど
、
経
済
的
な
豊
か
さ
に
見
合
っ
た
生
活
の
豊
か

さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
も
顕
在
化
し
ま
す
。
時
代
が
成

長
か
ら
成
熟
へ
移
り
ゆ
く
な
か
、
地
域
が
個
性
を
発
揮
し
、
地
域

に
応
じ
た
社
会
を
自
ら
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
、
平
成
７
年
１
月
17
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
に
よ
り
、
自
然
の
強
大

な
力
を
痛
感
し
た
私
た
ち
は
、
単
な
る
震
災
復
旧
で
は
な
く
、
近

代
都
市
文
明
の
脆
弱
性
を
克
服
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新

た
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
創
造
的
復
興
に
取
り
組
み
、
そ
の
成

果
と
し
て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
見
守
り
や
住
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
成
熟
社
会
を
先
導
す
る
事
業
も
数
多

く
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
を
契
機
と
し
て
兵
庫
か
ら
大
き
く
広
が
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
う
ね
り
は
、
人
々
の
地
域
へ
の
関
心
を
呼
び
起

こ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
課

題
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
み
ん
な
で
協
力
・
協
調
し
て
取
り
組
む

「
参
画
と
協
働
」
の
理
念
へ
と
結
実
し
、
成
熟
社
会
を
迎
え
た
兵

庫
県
政
の
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
、
１
５
０
年
前
と
同
じ
く
時
代
潮
流
の
大
き
な

節
目
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
が
国
は
本
格

的
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し
、
一
方
で
、
人
工
知

能
な
ど
の
革
新
技
術
の
進
歩
が
産
業
や
暮
ら
し
を
変
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
通
信
技
術
の
発
達
は
、人
・

物
・
情
報
の
交
流
を
飛
躍
的
に
広
げ
、
ま
た
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
が
暮
ら
し
の
安
全
安
心
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

先
行
き
の
不
透
明
感
が
広
が
る
中
、
兵
庫
の
未
来
を
確
か
な
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
進
む
べ
き
道
を
広
く
県
民
と
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
２
０
３
０
年
頃
の
社
会
を
見

通
し
、
兵
庫
の
め
ざ
す
姿
や
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
な
ど
を

ま
と
め
た
「
兵
庫
２
０
３
０
年
の
展
望
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

め
ざ
す
は
「
す
こ
や
か
兵
庫
」。
そ
の
実
現
の
た
め
、
３
つ
の

基
本
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

第
１
は
、「
未
来
の
活
力
の
創
出
」。
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
、
働
き
方
の
多
様
化
を
通
じ
た
全
員
活
躍
の
推
進
、
地
域

と
世
界
で
活
躍
す
る
人
づ
く
り
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡

大
、
農
水
産
業
の
基
幹
産
業
化
な
ど
に
よ
り
、
人
口
が
減
っ
て
も

活
力
が
持
続
す
る
兵
庫
を
つ
く
り
ま
す
。

第
２
は
、「
暮
ら
し
の
質
の
追
求
」。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
等
を
通
じ
た
「
自
分
時
間
」
の
拡
大
、
子
育
て
環
境

や
医
療
・
介
護
体
制
の
充
実
、
防
災
・
減
災
体
制
の
強
化
な
ど
に

よ
り
、
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
兵
庫
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
３
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交
流
・
環
流
の
拡
大
」。
五
国
の

強
み
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
二
地
域
居
住
の
拡
大
、
世
界
と

の
経
済
・
人
材
交
流
の
拡
大
、
陸
海
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

な
ど
に
よ
り
、
活
躍
の
舞
台
が
広
が
る
兵
庫
を
つ
く
り
ま
す
。

物
だ
け
で
な
く
心
も
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
。
農
林
水
産
業

か
ら
先
端
産
業
ま
で
多
彩
な
産
業
が
生
活
の
質
を
高
め
る
役
割
を

果
た
し
、
健
全
に
発
展
す
る
。
地
域
の
個
性
を
活
か
し
合
い
、
と

も
に
栄
え
る
五
国
を
つ
く
る
。
そ
ん
な
、
生
活
、
人
、
産
業
、
地

域
、
す
べ
て
が
バ
ラ
ン
ス
し
た
「
す
こ
や
か
兵
庫
」
の
実
現
に
向

け
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

井戸　敏三兵庫県知事

兵庫県政 150 年の歩みと
2030 年の展望
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特�集
は
じ
め
に

先
の
第
１
９
６
回
通
常
国
会
で
最
も
注
目
さ
れ
た
法
案

は
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
で
あ
っ
た
。
本
法
案
の
ポ

イ
ン
ト
は
残
業
時
間
の
上
限
規
制
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
導
入
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
創
設
の
３

点
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
重
要
な
論
点
で

あ
る
。
た
だ
し
、
本
法
案
を
巡
っ
て
「
こ
れ
は
働
か
せ
方

改
革
で
は
？
」
と
の
揶
揄
が
あ
っ
た
よ
う
に
、今
回
の
「
働

き
方
改
革
」
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
経
営
（
使
用
）
者
側

か
ら
の
視
点
が
や
や
色
濃
く
出
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。

す
な
わ
ち
、「
現
場
（
草
の
根
）」
か
ら
の
視
点
が
や
や
足

り
な
い
印
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
指
摘
は
本
法
案
に

限
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
昨
今
の
「
地
方
創
生
」
に
も
当
て

は
ま
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
昨
今
の
「
地
方
創
生
」
に
つ

い
て
の
問
題
提
起
を
行
う
。
次
に
現
行
の「
働
き
方
改
革
」

の
議
論
で
世
間
が
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
い
論
点
、
す
な

わ
ち
「
地
域
創
生
時
代
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
働
き
方
改

革
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
最
後
に
積
み
残
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
「
地
方
創
生
」

日
本
創
成
会
議
（
座
長:

増
田
寛
也
氏
）
が
２
０
１
４

年
に
い
わ
ゆ
る
増
田
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
、
４
年
の
歳
月

が
流
れ
た
。
こ
の
一
連
の
増
田
レ
ポ
ー
ト
は
２
０
４
０
年

に
現
在
の
自
治
体
の
約
半
数
に
当
た
る
８
９
６
の
自
治
体

が
消
滅
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
内
容
で
、
全
国
の
自
治
体

を
震
撼
さ
せ
た
。
政
府
は
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た

の
ち
、
矢
継
ぎ
早
に
地
方
創
生
関
連
法
を
成
立
さ
せ
、
そ

の
後
２
０
１
４
年
末
に
は
国
と
し
て
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
及
び
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発

表
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
政
府
の
大
号
令
の
も
と
、

全
国
の
ほ
ぼ
全
て
の
自
治
体
が
国
の
枠
組
み
に
則
っ
た
地

方
版
「
総
合
戦
略
」
と
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る

に
至
っ
た
。

確
か
に
人
口
減
少
問
題
は
一
つ
の
自
治
体
だ
け
で
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
側
面
が
強
く
、
国
レ
ベ
ル
で
の
大

局
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
日
本
全

体
の
総
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
ど
こ
か
の
自
治
体
の
人

口
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
ど
こ
か
の

自
治
体
の
人
口
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
治
体
レ
ベ
ル
だ
け
の
取
り
組
み
と

す
れ
ば
、
確
か
に
自
治
体
間
競
争
を
煽
る
結
果
に
な
る
だ

け
の
恐
れ
が
あ
る
。ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
巡
っ
て
、

近
年
「
都
市

−

地
方
間
」
ま
た
「
地
方

−

地
方
間
」
で
過

当
競
争
を
産
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
そ
の
最
た
る
証
左
で
あ

ろ
う
。

「
地
方
創
生
」
か
ら
「
地
域
創
生
」
へ

た
だ
し
、
こ
の
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
は
各
方
面
か

஍
Ҭ
の
୲
͍
ख
Λ
ҭ
Ή

地
域
創
生
時
代
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
働
き
方
改
革

―
自
治
体
職
員
が
地
域
の
担
い
手
と
な
る�

、
プ
ロ
ボ
ノ
・
副
業
と
い
う
選
択
肢
―

杉
岡
　
秀
紀

福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営
学
部　

准
教
授
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ら
様
々
な
批
判
が
相
次
い
だ
。
例
え
ば
、
明
治
大
学
の
小

田
切
徳
美
教
授
は
全
国
で
進
み
つ
つ
あ
る
田
園
回
帰
の
動

き
を
踏
ま
え
、「
農
山
村
は
消
滅
し
な
い
」
と
い
う
反
論

を
展
開
し
た
。
首
都
大
学
東
京
の
山
下
祐
介
准
教
授
（
当

時
）
ら
は
、
増
田
レ
ポ
ー
ト
の
発
表
さ
れ
た
時
期
と
政
府

の
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
呼
応
の
早
さ

か
ら
、
レ
ポ
ー
ト
を
と
り
ま
と
め
た
日
本
創
成
会
議
と
政

府
と
の
関
係
を
疑
う
見
方
を
示
し
た
。そ
れ
で
は
こ
の「
地

方
創
生
」の
ど
こ
に
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

最
も
見
逃
せ
な
い
点
は
そ
の
枠
組
み
に
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
今
回
の
「
地
方
創
生
」
は
各
自
治
体
が
策
定
し
た
政

策
の
よ
し
あ
し
の
判
断
や
交
付
金
額
の
決
定
、
そ
の
評
価

に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
完
全
に
政
府
が
主
導
す
る
枠

組
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
進
め
方
は

ま
さ
に
中
央
集
権
へ
の
先
祖
返
り
で
あ
り
、
２
０
０
０
年

の
地
方
分
権
一
括
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
疑
問
符
を
つ

け
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
こ
と
は
「
地
域
活

性
化
」「
地
域
再
生
」「
地
域
づ
く
り
」
な
ど
「
地
域
」
を

冠
す
る
言
葉
が
す
で
に
登
場
し
て
い
る
時
代
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
地
方
」
と
い
う
上
位
下
達
を
意
味
す
る
法
律
用

語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
と
こ
ろ
に
も
政
府
の
本
音
が
図

ら
ず
も
出
て
し
ま
っ
て
い
る
。
近
年
「
地
方
公
務
員
」
に

対
し
て「
地
域
公
務
員
」と
い
う
概
念
が
出
て
き
た
り
、「
地

域
に
飛
び
出
す
公
務
員
」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い

う
肩
書
き
を
持
つ
人
材
が
増
え
て
き
て
い
る
の
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。「
方
」
と
「
域
」。
た
か
が
一
字
だ
が
、

さ
れ
ど
一
字
で
あ
る
。「
地
方
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
か
、

「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
か
に
よ
り
、国
と
地
方
（
地

域
）
の
関
係
性
を
上
下
関
係
で
見
る
か
、
対
等
関
係
で
見

る
か
、
そ
の
考
え
方
や
立
ち
位
置
、
本
気
度
が
自
ず
と
判

断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
総
合
戦
略
及
び

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
補
助
金
（
交
付
金
）
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
財
政
が
厳
し
い
自
治
体
か

ら
す
れ
ば
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず

申
請
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
現
場

の
自
治
体
の
本
音
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
今
回
の
「
地
方
創

生
」
は
「
地
方
」
の
創
生
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
地
域
」
起
点
の
「
創
生
」
に
は
な
っ
て
い

な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
自
治
財
政
権
が
委

譲
さ
れ
て
い
な
い
地
方
分
権
が
い
か
に
不
完

全
な
も
の
な
の
か
を
「
地
方
創
生
」
が
証
明

し
て
し
ま
っ
た
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
重
要
な
の
は
、
あ
く
ま
で
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
創
る
」と
い
う
自
助
・

共
助
に
基
づ
く
住
民
自
治
で
あ
り
、
そ
れ
を
住
民
福
祉
の

増
進
の
観
点
か
ら
そ
れ
を
支
え
る
地
域
起
点
の
団
体
自
治

で
あ
る
。
こ
の
両
輪
が
揃
っ
て
初
め
て
「
地
域
創
生
」
が

起
動
す
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
現
場
（
草
の
根
）
か
ら
地
域
創

生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
一
例
と
し
て
自
治
体
職
員
の

も
う
一
つ
の
働
き
方
改
革
に
着
目
し
た
い
。

プ
ロ
ボ
ノ
と
自
治
体

自
治
体
に
と
っ
て
地
域
創
生
時
代
に
お
け
る
も
う
一
つ

の
働
き
方
改
革
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
プ
ロ
ボ
ノ
と
副
業
と
い
う
２
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ま
ず
は
プ
ロ
ボ
ノ
か
ら
概
観
し

て
み
る
。

プ
ロ
ボ
ノ
と
は
「
公
共
善
の
た
め
に
（pro�bono�

publico

）」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。
英
語
に

直
せ
ば
、for�good�public

と
な
り
、「
良
い
社
会（
公
共
）

づ
く
り
の
た
め
に
、
自
ら
の
職
業
を
通
じ
て
培
っ
た
ス
キ

ル
や
知
識
を
提
供
す
る
活
動
」
と
定
義
さ
れ
る
。
２
０
０

４
年
に
日
本
総
合
研
究
所
の
研
究
員
（
当
時
）
で
あ
っ
た

චऀϓϩϑΟʔϧ

ਿԬ�लࢯل
ʢ͓͔͗͢ɾͻͰͷΓʣ
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嵯
峨
生
馬
氏
が
米
国
の
プ
ロ
ボ
ノ
と
い
う
概
念
を
わ
が
国

に
紹
介
し
、
プ
ロ
ボ
ノ
の
専
門
（
仲
介
）
団
体
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
サ
ー
ビ
ス
グ
ラ
ン
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
２
０
１
０
年
前
後
か
ら
急
速
に
広
ま
っ

た
。
た
だ
し
、
元
々
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
の
方
々
が
年

に
数
十
時
間
、
無
償
で
相
談
に
の
る
活
動
が
プ
ロ
ボ
ノ
の

嚆
矢
で
あ
り
、
実
は
わ
が
国
で
も
四
半
世
紀
以
上
の
蓄
積

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
曹
界
に
限
ら
れ
た
狭
義
の
プ

ロ
ボ
ノ
が
他
分
野
に
も
水
平
展
開
（
応
用
）
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
地
域
活
動
団
体
へ
の
支
援
を
中
心
と
す
る
社
会
貢
献

型
の
プ
ロ
ボ
ノ
へ
と
広
義
化
（
昇
華
）
し
た
と
見
る
方
が

正
確
な
理
解
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
プ
ロ
ボ
ノ
の

普
及
に
よ
り
、
従
来
の
お
金
だ
け
の
寄
付
や
、
専
門
性
の

弱
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
区
別
さ
れ
た
高
付
加
価
値

の
社
会
貢
献
活
動
が
注
目
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
活
動
団

体
で
乏
し
い
人
的
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
克
服
で
き
る
一
つ

の
手
段
が
確
保
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昨
今
、
自
治
体
に
お
い
て
も
プ
ロ
ボ
ノ
を

取
り
入
れ
る
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
。都
道
府
県
で
言
え
ば
、

神
奈
川
県
や
京
都
府
、
広
島
県
、
鳥
取
県
、
佐
賀
県
な
ど
、

市
町
村
で
い
え
ば
、
大
阪
府
大
阪
市
、
奈
良
県
生
駒
市
、

兵
庫
県
豊
岡
市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、
北
海
道
下
川
町
と
い

っ
た
自
治
体
が
導
入
し
始
め
、
プ
ロ
ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
が
増

加
し
て
い
る
。そ
の
ね
ら
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
団
体
支
援
、

地
域
交
流
、
人
材
育
成
な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
以
降
は
、
一
自
治
体
に
留
ま
ら
ず
、
図
書
館
司

書
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
な
ど
専
門
的
知
見
を
活
か
し
た
プ
ロ

ボ
ノ
ワ
ー
カ
ー
も
登
場
し
て
い
る
。

自
治
体
に
よ
る
副
業
活
用
事
例

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ボ
ノ
は
自
治
体
職
員
に
新
し
い
社

会
貢
献
、新
し
い
働
き
方
の
可
能
性
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

た
だ
し
、
プ
ロ
ボ
ノ
は
基
本
的
に
職
員
の
自
由
意
志
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ

や
土
日
に
個
人
的
に
実
践
し
て
い
る
限
り
、
職
場
に
報
告

義
務
も
な
く
、
職
場
と
し
て
も
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ボ
ノ
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
新

し
い
社
会
貢
献
、
新
し
い
働
き
方
を
さ
ら
に
促

進
す
る
た
め
方
策
と
し
て
、
も
う
一
つ
注
目
す

べ
き
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
れ
が
自
治
体
に
お

け
る
副
業
の
解
禁
あ
る
い
は
推
進
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
で
は
営
利

目
的
の
副
業
や
兼
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務

員
法
第
35
条
が
定
め
る
「
職
務
専
念
義
務
」
に

違
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
原
則
禁
止
と

す
る
か
、
少
な
く
と
も
基
準
や
解
釈
を
曖
昧
に

し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不

足
、
加
え
て
、
先
述
の
地
域
に
飛
び
出
す
公
務

員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ま
た
地
域
担
当
職

員
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
の
増
加
、
何
よ
り
、
昨
今
の
働

き
方
改
革
の
議
論
を
受
け
、
こ
こ
数
年
で
風
向
き
が
急
に

変
わ
っ
て
き
た
。

例
え
ば
兵
庫
県
神
戸
市
で
は
、
２
０
１
７
年
４
月
よ
り

職
員
の
副
業
推
進
の
た
め
の
独
自
許
可
基
準
を
定
め
た

「
地
域
貢
献
応
援
制
度
」
を
導
入
し
、
職
員
が
一
定
の
報

酬
を
得
な
が
ら
地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
活
動
し
や
す

く
し
た
。
市
（
組
織
制
度
課
）
に
よ
れ
ば
「
職
員
の
働
き

方
を
多
様
化
さ
せ
る
こ
と
で
公
務
に
生
か
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
の
が
ね
ら
い
」だ
と
い
う
。
ま
た
、

同
様
の
動
き
は
奈
良
県
生
駒
市
や
三
重
県
名
張
市
、
京
都

府
福
知
山
市
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
職
員
が
文
化
財
保
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
活
動
す
る
（
神
戸
市
）、
職
員
が
休
日
に
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
を
務
め
、
月
４
〜
５
回
程
度
の
指
導

で
１
万
円
程
度
の
報
酬
を
も
ら
う
（
生
駒
市
）、
職
員
が

休
日
を
利
用
し
、
ギ
タ
ー
職
人
と
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
は

く（
名
張
市
）、な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
京
都
府
福
知
山
市
に
お
い
て
は
、
自
治
基
本
条
例

の
施
行
を
受
け
、
２
０
１
８
年
５
月
か
ら
、
地
域
に
出
か

け
、
市
民
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
職
員
の
姿
を

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
す
べ
く
、
本
業
（
公
務
）
を
持
ち
な
が

ら
、
第
２
の
活
動
を
行
う
新
し
い
働
き
方
を
推
進
す
る
制

度
を
構
築
し
た
。
具
体
的
に
は
、
報
酬
を
得
る
活
動
を
含

め
て
積
極
的
に
地
域
活
動
を
奨
励
す
る
制
度
の
導
入
で
あ

る
（
図
１
）。
ま
だ
制
度
化
か
ら
数
カ
月
し
か
経
っ
て
い

な
い
が
、
市
（
職
員
課
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
８
年
９
月

末
時
点
で
、
写
真
の
撮
影
技
術
を
持
つ
職
員
が
地
元
の
神

社
で
フ
ォ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
撮
影
補
助
を
す
る
、
専
門

的
知
見
を
持
つ
職
員
が
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
受
け
持
つ

日本NPO学会で企画したプロボノセッション（2016）

プロボノに関する勉強会の様子（2017）
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な
ど
、
す
で
に
４
件
の
申
請
が
あ
っ
た
と
い
う
（
う
ち
２

件
は
検
討
中
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
事
例
は
自
身
の
専
門
性
を
活

か
す
と
い
う
意
味
で
は
プ
ロ
ボ
ノ
活
動
で
あ
り
、
報
償
を

得
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
副
業
を
活
用
し
た
自
治
体
職

員
に
よ
る
も
う
一
つ
の
働
き
方
改
革
と
言
え
よ
う
。
何
よ

り
重
要
な
の
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
知
識
や
能
力

を
一
組
織
だ
け
で
独
占
し
な
い
と
い
う
考
え
を
実
践
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
域
の
様
々
な
動
き
を

受
け
、
政
府
も
今
年
１
月
に
な
っ
て
副
業
や
兼
業
を
原
則

と
し
て
認
め
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
分
権
時
代
に

相
応
し
い
「
地
域
創
生
」
的
な
政
策
展
開
と
言
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
来
て
急
に
国
、
地
方
（
地
域
）
問
わ

ず
、
公
務
員
全
体
に
も
う
一
つ
の
働
き
方
改
革
が
広
が
る

蓋
然
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。

積
み
残
さ
れ
た
課
題

こ
こ
ま
で
地
域
創
生
時
代
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
も

う
一
つ
の
働
き
方
改
革
の
事
例
と
し
て
、
プ
ロ
ボ
ノ
と
副

業
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
積
み
残
さ

れ
た
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

１
つ
は
「
制
度
の
自
治
体
間
格
差
の
是
正
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
現
在
は
ま
だ
一
部
の
自
治

体
に
よ
る
制
度
化
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
い
ざ

職
員
が
参
加
し
た
い
と
手
を
挙
げ
た
と
し
て
も
、
自
身
の

職
場
で
ル
ー
ル
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
が
想
定
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
制
度
が
あ
る
の
と

な
い
の
と
で
は
、
職
員
に
と
っ
て
安
心
感
が
全
く
違
っ
て

く
る
。
今
後
こ
の
も
う
一
つ
の
働
き
方
改
革
を
広
げ
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
自
治
体
で
も
プ
ロ
ボ
ノ
や
副
業
を

し
や
す
い
条
件
整
備
（
制
度
の
確
立
）
を
行
う
こ
と
が
ま

ず
必
須
で
あ
る
。

２
つ
は
「
時
間
の
確
保
」
で
あ
る
。
い
く
ら
制
度
が
整

っ
た
と
し
て
も
本
業
が
多
忙
を
極
め
れ
ば
、
い
く
ら
関
心

や
意
欲
が
あ
っ
た
と
し
て
も
プ
ロ
ボ
ノ
や
副
業
は
お
ろ
か

自
己
啓
発
や
研
修
に
す
ら
物
理
的
に
参
加
で
き
な
く
な

る
。
特
に
、
こ
こ
十
数
年
の
行
革
に
よ
る
職
員
削
減
で
一

人
当
た
り
の
職
員
の
業
務
量
は
増
え
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
、
例
え
ば
「
地
域
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
」
や
「
お
試
し
プ

ロ
ボ
ノ
」「
副
業
休
暇
」、あ
る
い
は
「
週
４
日
勤
務
制
度
」

の
導
入
な
ど
、
思
い
切
っ
て
職
員
の
時
間
を
確
保
す
る
仕

組
み
と
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
労

働
生
産
性
の
向
上
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
は
、
昨
今
の
Ａ

Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（R

obotic�Process�A
utom

ation

）
の

導
入
と
セ
ッ
ト
で
議
論
す
る
の
も
一
案
で
あ
る
。

３
つ
は
「
対
象
と
な
る
公
務
員
の
線
引
き
」
で
あ
る
。

研
修
も
含
め
現
行
の
多
く
の
制
度
は
い
わ
ゆ
る
正
規
（
常

勤
）職
員
だ
け
を
主
た
る
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
現
行
の
臨
時
職
員
や
非
常
勤
職
員
等
の
雇
用
条

件
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
２
０
年
に
は
こ
れ

ら
職
員
は
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
ど
こ
ま
で
の
職
員

を
プ
ロ
ボ
ノ
や
副
業
の
対
象
と
す
る
の
か
、
そ
の
線
引
き

を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
も
多
い
が
、

い
つ
の
時
代
も
地
域
を
支
え
、創
る
の
は
や
は
り
人
（
材
）

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
本
稿
で
は
改
め
て
一
人
ひ
と
り

が
持
つ
知
識
や
能
力
を
一
組
織
だ
け
で
独
占
し
な
い
こ
と

の
意
義
を
強
調
し
た
い
。
何
よ
り「
公
務
員
が
変
わ
れ
ば
、

地
域
が
変
わ
る
」
と
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
地
域
で
は

ま
ず
自
治
の
第
一
線
に
い
る
全
国
２
７
４
万
人
の
自
治
体

職
員
に
よ
る
「
隗
よ
り
始
め
よ
」
が
重
要
で
あ
る
。
自
主

的
か
つ
主
体
的
に
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
地
域
の
た
め

に
活
躍
す
る
こ
と
は
個
人
の
働
き
方
の
問
題
に
留
ま
ら

ず
、「
地
域
創
生
」の
実
現
に
直
結
す
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
プ
ロ
ボ
ノ
や
副
業
を
通
し

て
、「
も
う
一
つ
の
働
き
方
改
革
」
を
実
践
さ
れ
る
こ
と

に
勝
手
な
期
待
を
申
し
上
げ
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

図１　福知山市におけるパラレルキャリアのイメージ

（出所）福知山市（2018）

特�集
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特�集
は
じ
め
に

北
海
道
石
狩
市
は
札
幌
市
の
北
側
に
隣
接
し
、
日
本
海

に
面
し
た
人
口
約
５
万
８
４
０
０
人
の
町
で
、
平
成
17
年

10
月
に
旧
厚
田
村
、
旧
浜
益
村
と
合
併
し
ま
し
た
。
札
幌

市
か
ら
至
近
で
あ
り
、か
つ
石
狩
湾
新
港
を
有
し
て
お
り
、

新
港
周
辺
地
区
に
は
６
０
０
を
超
え
る
企
業
が
操
業
す
る

な
ど
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
、
全
国
の
他
地
域
と
同
様
、
高
齢
化
な
ど
を
背

景
に
労
働
力
や
後
継
者
と
い
っ
た
地
域
の
担
い
手
確
保
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

潜
在
的
な
地
域
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し

全
国
的
に
も
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
例
え
ば

育
児
や
介
護
な
ど
を
理
由
に
、
働
く
意
欲
が
あ
っ
て
も
実

際
に
就
労
し
て
い
な
い
方
々
が
働
け
る
環
境
整
備
に
取
り

◆◆◆◆◆◆

組
も
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
仕
事
の
受
発
注
が
可

能
な
サ
ー
ビ
ス「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ（
以
下「
Ｃ
Ｓ
」）」

に
着
目
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
時
間
や

場
所
な
ど
の
制
約
を
受
け
な
い
Ｃ
Ｓ
の
特
性
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
平
成
29
年
７
月
14
日
に
市
内
で
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｃ
Ｓ
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
16

人
が
集
ま
り
、
平
成
29
年
８
月
に
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
石
狩
チ
ー
ム
（
以
下
「
チ
ー
ム
」）」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
実
際
に
Ｃ
Ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
の
ほ
と
ん
ど
が

個
人
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
い
き
な
り
１
人
で
Ｃ
Ｓ
に

取
り
組
む
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
、
そ
う
い
っ
た

方
々
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
Ｃ
Ｓ
を
行
う
上
で
必
要
と
考
え

ら
れ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
）
や
、

Ｃ
Ｓ
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を
相
談
し
合
え
る
仲
間
づ
く
り

が
最
適
と
の
思
い
か
ら
チ
ー
ム
結
成
に
至
り
ま
し
た
。
研

修
講
師
を
務
め
、
か
つ
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
チ

ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
に
、
市
内
で
Ｉ

Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
を
手
掛
け

る
関
聖
二
氏
を
迎

え
、
月
に
１
回
程

度
の
頻
度
で
研
修

や
チ
ー
ム
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
重
ね
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
現
在
も
個
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
、
無
理

な
く
Ｃ
Ｓ
に
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
30
年
７
月
18
日
に
市
内
で

実
施
し
た
「
起
業
は
じ
め
て
サ
ポ
ー
ト
講
座
」
の
後
半
で

は
活
動
報
告
を
行
い
、
聴
講
し
た
方
の
数
人
が
チ
ー
ム
へ

新
た
に
加
入
し
ま
し
た
。

そ
の
「
起
業
は
じ
め
て
サ
ポ
ー
ト
講
座
」
で
講
演
し
た
、

静
岡
県
三
島
市
に
あ
る
株
式
会
社
ビ
ズ
ホ
ー
プ
の
寺
田
望

代
表
取
締
役
は
、
三
島
市
内
に
子
連
れ
で
利
用
で
き
る
シ

ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
「
コ
ト
リ
ス
ラ
ボ
」
を
開
設
し
、
企
業
な

ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
に
合
わ
せ
、
コ
ト
リ
ス
ラ
ボ
に

登
録
し
て
い
る
人
材
の
中
か
ら
最
適
な
メ
ン
バ
ー
を
選
抜

し
て
担
当
す
る
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
寺
田
氏
と

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
で
講
座
終
了
後
に
行
っ
た
ラ
ン
チ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
寺
田
氏
か
ら
コ
ト
リ
ス
ラ
ボ
と
チ

ー
ム
と
の
連
携
に
関
す
る
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム

で
は
、
Ｃ
Ｓ
の
み
な
ら
ず
、
コ
ト
リ
ス
ラ
ボ
の
よ
う
に
地

域
の
企
業
な
ど
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
と
い
っ
た
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

北
海
道
石
狩
市

―
ネ
ッ
ト
活
用
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
や

�

短
期
業
務
組
み
合
わ
せ
の
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
―

河
田
　
寛
史

石
狩
市
商
工
労
働
観
光
課　

主
任

地
域
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦

起業はじめてサポート講座後のランチミーティング参加者

஍
Ҭ
の
୲
͍
ख
Λ
ҭ
Ή
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ま
す
。リ

ア
ル
な
現
場
に
お
け
る

担
い
手
の
掘
り
起
こ
し

一
方
、
地
域
の
現
場
か
ら
は
、
人
手
不
足
の
深
刻
さ
を

訴
え
る
声
が
あ
が
っ
て
お
り�

、
慢
性
的
に
労
働
力
が
不
足

し
て
い
る
事
業
者
も
い
れ
ば
、
繁
忙
期
の
２
週
間
程
度
人

手
が
欲
し
い
と
い
う
事
業
者
も
お
り
、
特
に
郡
部
に
い
く

ほ
ど
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
郡
部
で
人

手
を
確
保
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
な
中
、
さ
ら
に
短
期
だ

と
よ
り
人
手
確
保
が
困
難
と
な
り
ま
す
が
、
逆
に
そ
う
い

っ
た
条
件
不
利
地
域
で
通
用
す
る
仕
組
み
が
構
築
で
き
れ

ば
、
そ
れ
を
他
地
域
に
も
波
及
さ
せ
て
い
け
る
の
で
は
と

考
え
、
市
内
で
最
北
に
位
置
す
る
浜
益
区
を
モ
デ
ル
地
域

に
、
短
期
的
な
業
務
を
複
数
組
み
合
わ
せ
て
一
定
程
度
の

業
務
期
間
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
手
確
保
に
つ
な

げ
る
「
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
実
証
実
験
」
に
、
平
成
29
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
浜
益
区
内
で
以
前
よ
り
人
手
不
足
の
関
係
で

◆◆◆

相
談
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
住
み
込
み
に
て
受
け
入
れ
可

能
な
「
き
む
ら
果
樹
園
（
木
村
賢
志
園
主
）」
と
「
民
宿

日
本
海
（
坂
口
智
則
代
表
取
締
役
）」
で
マ
ル
チ
ワ
ー
ク

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
特
に
人
手
が
必
要
と
な

る
夏
場
、
平
成
29
年
度
は
７
月
の
１
カ
月
間
で
受
け
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
候
補
と
し
て
は
、
長
期

休
暇
の
あ
る
大
学
生
を
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
ち
ょ

う
ど
７
月
が
休
暇
中
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
の
招
聘

を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
を
拠
点
に
、
日

本
の
地
域
と
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な

ど
を
手
掛
け
て
い
る
Ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ｏ�

Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｔ

ｉｏ
ｎ
（
髙
橋
由
紀
子
代
表
）
の
協
力
を
得
て
、
ア
メ
リ

カ
人
大
学
生
２
人
を
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
受
け
入
れ
ま

し
た
。

果
樹
園
で
は
収
穫
作
業
や
加
工
補
助
な
ど
を
、
民
宿
日

本
海
で
は
接
客
や
調
理
補
助
な
ど
を
担
い
、
ま
た
休
日
に

地
域
の
お
祭
り
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
浜
益
区
内
に
お
け

る
ロ
ー
カ
ル
ワ
ー
ク
、
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ
フ
を
満
喫
す
る
と

と
も
に
、
日
々
の
活
動
を
「
シ
オ
ン
＆
ブ
リ
タ
ニ
ー
の
浜

益
区
内
30
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
国
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ン
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
は
、
受
け
入

れ
事
業
者
か
ら
高
評
価
が
得
ら
れ
、
平
成
30

年
度
も
８
月
か
ら
９
月
ま
で
の
約
２
カ
月

間
、
首
都
圏
の
大
正
大
学
及
び
立
教
大
学
の

学
生
５
人
が
参
加
し
、
引
き
続
き
マ
ル
チ
ワ

ー
ク
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
を
切
り
口
に
、
ロ
ー
カ
ル

ワ
ー
ク
や
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ
フ
を
気
軽
に
体
験

で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
か
ら
地
域
へ
の
関

係
人
口
を
創
出
し
、
そ
の
上
で
本
格
的
に
地

域
に
入
り
た
い
と
考
え
る
新
た
な
担
い
手
を
発
掘
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※��

「
シ
オ
ン
＆
ブ
リ
タ
ニ
ー
の�

浜
益
区
内
30
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」�

http://w
w
w
.city.ishikari.hokkaido.jp/

soshiki/syoukour/33425.htm
l

今
後
の
人
材
誘
致
の
展
望

こ
の
ほ
か
の
外
部
人
材
地
域
招
聘
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
昨
今
の
副
業
解
禁
の
流
れ
を
受
け
、
都
市
部
の
大
企

業
な
ど
に
勤
め
る
高
ス
キ
ル
か
つ
副
業
を
志
す
人
材
と
、

そ
う
い
っ
た
人
材
の
力
を
借
り
た
い
地
域
の
事
業
者
等
と

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
ス
キ
ル
シ
フ
ト
実
証
実
験
」
を
、

株
式
会
社
Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
（
東
京
都
港
区
、
池
見
幸
浩

代
表
取
締
役
）と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
経
験
者
が
社
会
人
に
な
っ
た
後
も
、「
副

業
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
地
域
に
関
わ
り
続
け
る
仕
組
み

に
昇
華
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
狩
市
内
で
創
業
を
果
た
し
た
若
手
人
材
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
「
石
狩
シ
ェ
ア
ハ
ピ
シ
テ
ィ
計
画
」
を
平
成

30
年
５
月
に
結
成
し
、
地
域
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
労
働
力
や
後
継
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
、
起
業
家
誘
致
な
ど
地
域
担
い
手

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
民
間
ベ
ー
ス
で
担
っ
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
石
狩
市
で
は
特
に
若
年
層
の
地
域
担
い

手
確
保
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
、
昨
年
度
か
ら
展
開
し

て
い
ま
す
。
地
域
内
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
、
そ
し
て
海
外

か
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
で
地
域
の
将
来
を
支
え
る
新
た

な
担
い
手
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

「石狩シェアハピシティ計画」のメンバー

マルチワーク
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草
加
市
の
地
域
福
祉

草
加
市
は
埼
玉
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
人
口
は
約
24

万
８
０
０
０
人
。
東
京
都
に
隣
接
し
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て

き
た
ま
ち
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
日
光
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
、
特
産
品
の
「
草
加
せ
ん
べ
い
」
は
全
国
的
に

高
い
知
名
度
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
綾
瀬
川
沿
い
の
草
加
松

原
は
、
日
光
街
道
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、「
お
く
の
ほ

そ
道
の
風
景
地　

草
加
松
原
」
と
し
て
平
成
26
年
に
国
指

定
名
勝
と
な
り
ま
し
た
。

草
加
市
で
は
、
平
成
16
年
度
に
「
自
立
・
共
存
と
支
え

あ
い
の
ま
ち
草
加
」
を
基
本
理
念
と
す
る
地
域
福
祉
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
主
に
市
民
を
対
象
と
し
た

「
地
域
福
祉
講
座
」
を
開
催
し
て
、
地
域
福
祉
へ
の
理
解

◆◆◆

を
深
め
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
国
で
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
の

閣
議
決
定
を
経
て
、平
成
28
年
に
は
厚
生
労
働
省
内
に「
我

が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
実
現
本
部
が
設
置
さ
れ
、

地
域
福
祉
の
推
進
が
一
層
加
速
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
が
地
域
福
祉
の
推
進
に
「
我
が
事
」
と
し
て

参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
本
市
と
し
て
も
「
地
域

課
題
の
解
決
力
の
強
化
」
に
向
け
「
地
域
の
担
い
手
づ
く

り
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ま
で

「
地
域
福
祉
講
座
」
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
隣
の
越
谷

市
に
あ
る
文
教
大
学
人
間
科
学
部
の
森
恭
子
准
教
授
に
協

力
を
仰
ぎ
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
座
学
で

◆◆◆

受
講
者
が
能
動
的

に
学
べ
て
い
な

い
」「
担
い
手
育

成
に
つ
な
が
ら
な

い
」
な
ど
の
課
題

が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
能
動
的
な
参

加
型
の
、
か
つ
楽

し
く
学
べ
る
講
座

に
で
き
な
い
か

と
、
平
成
27
年
か

ら
市
の
職
員
と
森

ゼ
ミ
の
学
生
と
で

検
討
し
て
き
ま
し

た
。静

岡
県
で
開
発
さ
れ
た
災
害
時
の
避
難
所
運
営
を
ゲ
ー

ム
形
式
で
学
べ
る
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」

を
参
考
に
、
住
民
が
困
っ
た
時
の
相
談
先
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
教
材
を
作
り
、
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
形
式
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
様
々
な
福
祉
的
な
課
題
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
人
を
、
そ
の
人
に
相
応
し
い
社
会
資
源
に
つ

な
げ
る
模
擬
体
験
・
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
と
し
て
、「
福
祉

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
」（
Ｓ
：
社
会
資
源
、
Ｏ
：
お
悩
み
、
Ｓ
：

相
談
）
の
製
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

製
作
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
福
祉
課
題

が
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ゼ
ミ
生
と
市
の
職
員

で
市
役
所
内
の
福
祉
関
係
所
管
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

訪
問
し
、
実
際
に
あ
っ
た
様
々
な
相
談
事
例
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
そ
れ
を
基
に
し
て
ケ
ー
ス
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
の
社
会
資
源
を
調
べ
て
、
地
図
上
に
落

埼
玉
県
草
加
市

―
住
民
が
地
域
の
問
題
を
知
り
、

�
地
域
の
社
会
資
源
に
つ
な
げ
る
模
擬
体
験
―

神
尾
　
平

草
加
市
福
祉
政
策
課　

主
事

「
福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
」
で

�

地
域
福
祉
の
担
い
手
育
成

森ゼミに参加し、学生と市職員でケースカード、マップを製作

஍
Ҭ
の
୲
͍
ख
Λ
ҭ
Ή
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と
し
込
ん
だ
社

会
資
源
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
改
良
を

１
年
半
繰
り
返

し
、
平
成
28
年

11
月
に
完
成
。

ケ
ー
ス
カ
ー
ド

の
相
談
内
容
を

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
マ
ッ
プ
上
の
相
応
し
い
社
会
資

源
を
探
し
て
、
そ
の
上
に
カ
ー
ド
を
置
く
と
い
う
「
住
民

が
地
域
の
問
題
を
知
り
、地
域
の
社
会
資
源
に
つ
な
げ
る
」

ゲ
ー
ム
と
し
て
、
そ
の
年
の
地
域
福
祉
講
座
で
初
お
披
露

目
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て

○
実
施
方
法

（
１
）
５
人
か
ら
８
人
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま
す
。

（
２
）
テ
ー
ブ
ル
上
に
社
会
資
源
マ
ッ
プ
を
広
げ
、
周
り

に
座
っ
た
参
加
者
の
う
ち
、
リ
ー
ダ
ー
が
ケ
ー
ス
カ

ー
ド
を
読
み
上
げ
ま
す
。
ケ
ー
ス
カ
ー
ド
に
は
、
相

談
者
の
名
前
、
家
族
構
成
、
相
談
事
例
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

（
３
）
ケ
ー
ス
カ
ー
ド
の
内
容
を
全
員
で
確
認
し
、

話
し
合
い
な
が
ら
、
相
談
先
と
し
て
適
切
と
判
断
さ

れ
た
社
会
資
源
の
上
に
カ
ー
ド
を
置
き
ま
す
。

（
４
）
次
の
ケ
ー
ス
カ
ー
ド
を
読
み
上
げ
、
同
じ
よ

う
に
マ
ッ
プ
上
に
カ
ー
ド
を
置
い
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
カ
ー
ド
は
60
種
類
あ
る
の
で
、
時
間
内
で
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。

○
特
徴

・
多
種
多
様
な
事
例
の
疑
似
体
験
が
で
き
る
。

・「
自
ら
」
参
加
す
る
と
い
う
意
識
に
な
り
、
学
び

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
学
び
合
い
と
知
識
の
共

有
に
よ
る
交
流
促
進
に
つ
な
が
る
。

・
時
間
設
定
や
人
数
設
定
、
マ
ッ
プ
上
の
表
記
が
自

由
で
あ
り
、
柔
軟
な
活
用
が
で
き
る
。

◆◆◆

○
こ
れ
ま
で
の
実
績

地
域
福
祉
講
座
で
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
役
所
出

前
講
座
、
団
体
等
へ
の
貸
し
出
し
、
出
張
講
座
と
い
っ
た

形
式
で
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
延
べ
約
７
７
０
人
の

方
が
福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
体
験
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
多
職
種
の
人
の
意
見
が
聞
け
て
よ

か
っ
た
」「
社
会
資
源
を
深
く
勉
強
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
」「
様
々
な
事
例
に
触
れ
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
、
参

加
者
の
能
動
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成
の
一
助
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、
相
談
対
応

力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

▽
主
な
実
施
団
体
、
貸
出
先
＝
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
会
・
自
治
会
、
市
民

活
動
グ
ル
ー
プ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
協
同

組
合
、
他
市
福
祉
関
係
課

今
後
に
向
け
て

ゲ
ー
ム
を
よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
今
後

は
「
担
い
手
育
成
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ゲ
ー
ム
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
住
民
の
育
成
や
、
住
民
自
ら
が

自
分
の
地
区
の
社
会
資
源
マ
ッ
プ
を
作
製
す
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
展
開
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
は
、
大
学
の
高
い
専
門
性

と
市
の
実
際
の
現
場
の
事
例
の
蓄
積
を
元
と
し
た
現
場
性

を
活
か
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
教
材
で
あ
り
、
行
政

と
大
学
の
協
働
に
よ
り
成
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
大
学
と
自
治
体
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

平成 28年度に一度完成した福祉SOSゲームを草加市版に改良（平成 29年度）

平成28年度地域福祉講座で福祉SOSゲームを初お披露目
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特�集
伝
統
と
革
新
の
ま
ち

松
阜
神
社
の
参
道
沿
い
に
建
つ
、
築
80
年
の
旧
鯖
江
地

方
織
物
検
査
所
。
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
の
建
物
の
２
階
に
Ｉ
Ｔ
×
も
の
づ
く
り
拠
点
「
Ｈ
ａ

ｎ
ａ
道
場
」
は
あ
り
ま
す
。

福
井
県
鯖
江
市
は
眼
鏡
・
漆
器
・
繊
維
の
３
つ
の
地
場

産
業
が
あ
り
、
中
で
も
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
は
国
内
シ
ェ
ア

９
割
を
超
え
る
ほ
ど
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
街
で
す
。
第

４
の
産
業
と
し
て
Ｉ
Ｔ
に
着
目
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
Ｉ

Ｔ
を
取
り
入
れ
始
め
た
の
は
２
０
１
０
年
。
今
で
は
、
国

や
Ｉ
Ｔ
企
業
（
後
に
登
場
す
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
な
ど
）
か
ら
「
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
モ
デ
ル
」
と
し
て
鯖
江
は
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
は
鯖
江
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
、
こ
ど
も
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
「
Ｉ
ｃ
ｈ
ｉｇ
ｏ
Ｊ
ａ
ｍ
（
イ
チ

ゴ
ジ
ャ
ム
）」
を
開
発
し
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
に
も
力
を

い
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
の
た

め
の
民
間
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場

◆◆◆

で
す
（
支
援
：
Ｓ
Ａ
Ｐ
、
運
営
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
２
０
１
５
年
11
月
設
立
）。

Ｉ
Ｔ
×
も
の
づ
く
り
拠
点

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｉ
Ｔ
×
も
の
づ
く

り
拠
点
」。
鯖
江
に
あ
る
も
の
づ
く
り
技
術
と
Ｉ
Ｔ
を
掛

け
合
わ
せ
て
、
新
た
な
価
値
や
未
来
を
担
う
人
材
を
創
出

す
る
場
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
現
在
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
（
身
に
つ
け
る
Ｐ
Ｃ
）
な
ど

の
、「
モ
ノ
と
Ｉ
Ｔ
を
掛
け
合
わ
せ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
Ａ

Ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー
や
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
な
ど
）」
が
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
両
方

に
強
い
人
材
を
育
て
る
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
の
取
り
組
み
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
２
０
１
５
年
〜
現
在
）

Ｉ
ｃ
ｈ
ｉｇ
ｏ
Ｊ
ａ
ｍ
を
使
っ
た
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
言
語
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
で
す
。
ゲ
ー
ム
づ
く
り
を
通

◆◆◆

し
て
楽
し
み
な
が
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
強
い
人
材
を
育
て

て
い
ま
す
。

○
こ
ど
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
ハ
ッ
カ
ソ
ン
（
２
０
１
７
年
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
ゲ
ー
ム
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
身

近
な
課
題
解
決
の
道
具
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
鯖
江
で
行
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
ハ
ッ
カ

ソ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
お
母
さ
ん
の
悩
み
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
で
解
決
し
よ
う
」。
ま
ず
お
母
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
、
普
段
何
に
困
っ
て
い
る
か
を
聞
き
出
し
ま
す
。

次
に
そ
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
試
作

し
、
最
後
に
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
た
Ｉ
ｃ
ｈ
ｉｇ
ｏ
Ｊ
ａ
ｍ

で
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
し
ま
す
。

○
ジ
ャ
ン
ク
Ｒ
Ｅ
メ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
０
１
８
年
）

ハ
ー
ド
オ
フ
と
共
同
開
催
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
電

化
製
品
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ク
品
（
不
良
品
）
を
①
分
解
②
再

構
築
③
名
前
と
値
段
設
定
④
販
売
、
ま
で
を
行
い
ま
す
。

①
と
②
で
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
仕
組
み
を
学
び
、
③
と
④
で

商
売
を
学
び
ま
す
。
地
域
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
実
際

に
販
売
し
、
自
分
が
つ
く
っ
た
も
の
を
売
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
喜
び
を
通
し
て
、
創
作
意
欲
を
高
め
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

○
シ
ニ
ア
講
師
育
成
講
座
（
２
０
１
７
年
８
月
〜
現
在
）

２
０
２
０
年
に
全
国
の
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
先
駆
け
て
鯖
江
市
で
は
２
０
１
７

年
度
よ
り
、
鯖
江
市
内
の
小
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
市
の
事
業
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
で
は
日
中
動
け
る
人
材
と
し
て
シ
ニ
ア
世

代
に
注
目
し
、
講
師
希
望
者
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
を

福
井
県
鯖
江
市

―
こ
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
が
集
う
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く
り
拠
点
―

中
村
　
正
一

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
師
範

新
し
い
価
値
や
未
来
を
担
う
Ｉ
Ｔ
人
材
を
創
出

஍
Ҭ
の
୲
͍
ख
Λ
ҭ
Ή
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開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
よ
り
、
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道

場
の
シ
ニ
ア
講
師
を
市
内
の
小
学
校
に
派
遣
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
必
修
化
で
、
全
国
で

起
こ
り
う
る
「
指
導
人
材
の
不
足
」
と
い
う
課
題
に
２
０

１
７
年
か
ら
取
り
組
み
、
Ｉ
Ｔ
教
育
の
持
続
可
能
性
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

中
高
生
が
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
の
方
針
と
し
て
「
自
主
性
」
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
（
道
場
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
「
自
主
的
に

修
行
す
る
場
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
）。
失
敗
を
恐

れ
ず
に
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

と
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
は
未
成
年
使
用
料
を
無
料
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
場
」
を
用
意
し
て
い
る
と
、
Ｈ

ａ
ｎ
ａ
道
場
に
通
う
当
時
中
学
２
年
生
と
高
校
２
年
生
の

２
人
組
が
越
前
が
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
同
開
発
を
始
め
ま
し

た
（
２
０
１
７
年
３
月
〜
９
月
）。

◆◆◆

開
発
期
間
は
約
半
年
。
中
学
生
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
パ
ー
ツ

を
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
設
計
し
、
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
の
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ

タ
ー
で
ア
ク
リ
ル
板
を
カ
ッ
ト
し
て
作
成
し
ま
す
。
高
校

生
が
Ｉ
ｃ
ｈ
ｉｇ
ｏ
Ｊ
ａ
ｍ
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
制
御
す

る
た
め
の
基
板
設
計
を
担
当
し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
自

重
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
き
は
、
パ
ー
ツ
を
設
計
し
な
お
し

て
ロ
ボ
ッ
ト
の
軽
量
化
・
最
適
化
の
た
め
に
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
休
日
に
自
主
的
に
Ｈ
ａ
ｎ
ａ

道
場
に
や
っ
て
き
て
は
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
を
フ
ル
稼

働
さ
せ
、
基
板
の
ハ
ン
ダ
付
け
や
足
り
な
い
部
品
の
発
注

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
苦
悩
の
末
生
ま
れ
た
の
が
「
さ
ば
え
カ
ニ
ロ
ボ

ッ
ト
」
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
保
存
し
た
Ｉ
ｃ
ｈ
ｉｇ
ｏ
Ｊ
ａ
ｍ
を
搭

載
し
て
動
か
し
、
地
面
の
明
る
さ
に
よ
っ
て
進
路
を
変
え

る
自
動
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
。
さ
ば
え
カ
ニ
ロ
ボ
ッ
ト
は
Ｈ
ａ

ｎ
ａ
道
場
の
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
も

し
て
お
り
、
売
上
げ
の
一
部
は
彼
ら
の
元
へ
入
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
購
入
し
た
小
学
生
た
ち
が
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
と
い
う
教
育
サ
イ
ク
ル
が

大
人
な
し
で
回
っ
て
い
ま
す
。

民
間
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
て

課
題
は
収
益
化
で
す
。
総
務
省
の
示
す
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ク
ラ
ブ
」
が
、
学
校
以
外
の
Ｉ
Ｔ
教
育
の
受
け
皿
を
民
間

に
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
税
金
に
頼
ら
ず
、
民
間
だ
け
で

運
営
で
き
る
モ
デ
ル
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
全
国
に
は
拡
が

り
ま
せ
ん
。
塾
と
し
て
の
受
講
料
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

企
業
と
手
を
組
ん
で
、
時
に
は
自
社
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
つ
く

り
、
そ
れ
ら
を
発
信
し
な
が
ら
収
益
化
し
な
け
れ
ば
、
Ｉ

Ｔ
拠
点
は
持
続
不
可
能
で
し
ょ
う
。

「
習
う
よ
り
創
れ
」

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
の
教
育
ス
タ
イ
ル
は
「
習
う
（
受
動
）

よ
り
創
れ
（
主
動
）」。
も
の
づ
く
り
や
Ｉ
Ｔ
を
通
し
て
、

創
る
「
機
会
」
を
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
道
場
で
は
提
供
し
て
い
ま
す
。

都
会
と
地
方
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
教
育
な
ど
の
「
機

会
格
差
」
を
な
く
し
、
地
方
で
も
好
き
な
こ
と
が

み
つ
か
る
＆
で
き
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
満
ち
た
場

所
（
鯖
江
）
を
目
指�

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
所
に
す
る
こ
と
で
、
都
会
へ
の
人
材
流
出
を
防

ぎ
、
地
域
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
も
、
も
の
づ
く
り
の
よ
う
に
「
自

分
が
つ
く
っ
て
い
る
」
と
い
う
主
体
性
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
を
育
て
る
こ
と
が
教
育
の

役
目
で
あ
る
と
、
小
学
生
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立

て
て
い
る
隣
で
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
私
は

そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆さばえカニロボットを共同開発する中高生（夏休み）

IchigoJamでプログラミングを学ぶこどもたち

松阜神社の参道沿いに立つHana 道場のある建物
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特�集

人
材
力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
、
さ
れ
て
い
る
。

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て
「
究
極
的
に
は
人

材
力
の
要
素
が
大
き
い
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

の
施
策
の
展
開
と
し
て
、「
人
材
力
の
強
化
」
に
向
け
た

次
の
３
つ
の
柱
を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
１
の
柱
「
個
々
の
人
材
力
の
育
成
強
化
」
と
し
て
、

様
々
な
場
に
お
い
て
世
代
や
分
野
を
越
え
た
多
様
な
個
人

が
人
材
力
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

第
２
の
柱
「
人
材
力
の
相
互
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
」
と
し
て
、
公
務
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
様
々
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
様
々
な
形
で
相
互
に
交
流

す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

第
３
の
柱
「
人
材
力
を
補
完
す
る
た
め
の
外
部
人
材
活

用
に
対
す
る
支
援
」
と
し
て
、
地
域
の
人
材
力
を
補
完
す

る
た
め
、
外
部
の
人
材
を
派
遣
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
。

ま
た
、「
地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域
力
の
高

め
方
」
と
し
て
、
次
の
３
つ
の
視
点
を
掲
げ
て
い
る
。

第
１
の
視
点
「
地
域
資
源
の
発
掘
、
再
生
、
保
全
、
充

実
」
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
地
域
資

源
が
あ
る
か
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
、
客
観
的
に
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

第
２
の
視
点
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
と
人
材
力

と
の
結
合
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
と
し
て
、
地
域
資
源
に

適
合
し
た
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
地

域
に
お
け
る
大
学
と
積
極
的
に
連
携
・
協
働
を
す
べ
き
こ

と
。第

３
の
視
点
「
地
域
づ
く
り
の
評
価
視
点
」
と
し
て
、

地
域
力
を
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、人
口
、経
済
・

三
宅
　
啓
之

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
人
材
力
活
性
化
・�

連
携
交
流
室　

地
域
支
援
専
門
官

は
じ
め
に

地
域
活
性
化
に
お
い
て
は
、
様
々
な
知
識
・
経
験
を

持
っ
た
人
が
、そ
の
能
力
と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
生
み
出
す
た
め
に
必

要
と
な
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
自
ら
の
手
で
企
画
し
、
実

践
で
き
る
人
材
（
人
財
）、
す
な
わ
ち
「
地
域
づ
く
り
人
」

の
育
成
を
図
る
た
め
、「
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
」
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
や
「
地

域
お
こ
し
企
業
人
」「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
等
、

外
部
人
材
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
主
に
、「
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
」
に
関

わ
る
こ
と
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
私
見
で
あ
る
。

地
域
力
と
は

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
の
発
足
後
ま
も
な
く
の

平
成
20
年
11
月
、「
地
域
力
創
造
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

が
設
置
さ
れ
、
平
成
22
年
６
月
ま
で
、
さ
ら
に
地
域
力
を

高
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

よ
い
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
の
「
最
終
取
り
ま
と
め
」
の
中
で
、「
地
域

力
と
は
」、

・
地
域
力
に
は
地
域
資
源
や
人
的
要
素
、
社
会
的
要
素
、

経
済
的
要
素
な
ど
多
様
な
要
素･

内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て
は
、
究
極
的

に
は
人
材
力
の
要
素
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

・
自
ら
の
地
域
の
魅
力
、
資
源
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
磨
い

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
資
源
の
発
掘
、
再
生
、
想
像
に

―
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

�

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
―

地
域
づ
く
り
活
動
を
自
ら
の
手
で
企
画
し
、

�

実
践
で
き
る
人
財
の
育
成

஍
Ҭ
の
୲
͍
ख
Λ
ҭ
Ή

13 2018・11月号 地域づくり 本編 2018・11月号地域づくり 本編 12



産
業
に
関
す
る
指
標
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一

人
ひ
と
り
が
元
気
に
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と

も
地
域
の
力
と
な
り
う
る
。
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

地
域
づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

人
材
力
活
性
化
研
究
会

「
地
域
力
と
は
」
で
述
べ
た
「
最
終
取
り
ま
と
め
」
を

受
け
、
地
域
活
性
化
の
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
人
材
力
の

強
化
を
図
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
を
実
践･

研
究
さ
れ
て

い
る
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学

部
の
飯
盛
准
教
授
（
当
時
。
現
教
授
（
学
部
長
補
佐
））

を
座
長
と
す
る
「
人
材
力
活
性
化
研
究
会
」（
以
下
、
研

究
会
）
を
平
成
22
年
６
月
に
発
足
さ
せ
た
。

研
究
会
で
は
、
自
治
会
・
町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域

活
性
化
に
係
る
団
体
や
自
治
体
関
係
者
の
方
々
に
と
っ
て

地
域
や
人
材
力
の
活
性
化
に
取
り
組
む
際
の
参
考
と
な
る

先
進
的
な
事
例
を
収
集
し
、
特
に
様
々
な
活
動
を
通
じ
て

人
材
力
活
性
化
に
取
り
組
む
方
々
の
活
動
内
容
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
か
ら
生
ま
れ
た
発
言
等
を
整
理
分
析
し
た

「
人
材
力
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
活
動
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
自
身
で
考
え
た
地

域
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い
く
力
を
も
っ
た
人
材
を

「
リ
ー
ダ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
づ

く
り
活
動
を
自
ら
が
考
え
、
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
基
本
的
な
知
識
・

技
術
と
、
そ
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
整
理
し
た
、「
地
域

づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
も
作
成
し
た
。

さ
ら
に
、「
地
域
づ
く
り
人
の
育
成
に
関
す
る
手
引
き
」

を
作
成
し
、
平
成
24
年
度
に
は
、「
地
域
づ
く
り
人
育
成

の
考
え
方
」「
地
域
づ
く
り
人
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
」「
地
域

づ
く
り
人
を
育
て
る
研
修
」
の
３
章
か
ら
な
る
「
地
域
づ

く
り
人
育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
平
成
23
年
度
に
研
修
事
業
と
し
て
、
研
究

会
構
成
員
自
ら
が
主
な
講
師
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
全
国

地
域
づ
く
り
人
財
塾
」（
平
成
23
、
24
年
度
は
、
地
域
づ

く
り
人
育
成
講
座
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾

地
域
活
性
化
に
お
い
て
は
、
様
々
な
知
識･
経
験
を

持
っ
た
人
が
、
そ
の
能
力
と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
な
が
ら

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動
を
生
み
出
す
た
め

に
必
要
と
な
る
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
自
ら
の
手
で
企
画

し
、
実
践
で
き
る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
を
図
る
た
め
、

総
務
省
で
は
、「
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
」（
以
下
、
人

財
塾
）
を
開
催
し
て
い
る
。

現
在
、
初
級
編
と
し
て
、
座
学
を
中
心
と
す
る
人
財
塾

に
つ
い
て
、
地
方
開
催
を
含
め
、
年
に
４
回
開
催
す
る
と

と
も
に
、
中
級
編
に
位
置
づ
け
る
課
題
解
決
編
（
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
型
）
を
開
催
し
て
い
る
。

人
財
塾
で
は
、
地
方
公
共
団
体
職
員
や
地
域
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
を
対
象
と
し
、
講
師

と
し
て
、
研
究
会
構
成
員
の
ほ
か
、
全
国
各
地
で
地
域
づ

く
り
活
動
を
実
践
し
実
績
の
あ
る
方
に
講
義
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

座
学
で
の
講
義
に
加
え
て
、
少
人
数
の
受
講
者
と
講
師

と
の
双
方
向
の
対
話
の
時
間
を
「
直
接
対
話
」
と
し
て
設

け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、地
域
づ
く
り
活
動
等
に
つ
い
て
、

受
講
者
自
ら
が
希
望
し
た
講
師
に
、
直
接
、
話
を
聞
け
る

機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
他
の
受
講
者
の
地
域
づ
く
り

に
お
け
る
悩
み
や
経
験
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
講
者
同
士
が
、
と
も
に
学
び
合
う
こ
と
を
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
。

現
在
、
人
財
塾
で
は
、
１
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
た
講
演

会
的
な
構
成
と
し
て
い
な
い
。
多
様
な
地
域
づ
く
り
を
実

践
し
て
こ
ら
れ
た
講
師
陣
の
様
々
な
切
り
口
に
よ
る
講
義

を
受
け
て
、
様
々
な
地
域
か
ら
集
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
課

題
を
持
っ
た
受
講
生
自
ら
が
、
課
題
解
決
の
糸
口
に
つ
い

て
、
気
づ
き･

発
見
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

こ
れ
が
、
第
１
の
柱
「
個
々
の
人
材
力
の
育
成
強
化
」

と
し
て
、
様
々
な
場
に
お
い
て
世
代
や
分
野
を
越
え
た
多

特�集
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様
な
個
人
が
人
材
力
を
身
に
つ
け
る
機
会
の
提
供
で
あ
る
。

ま
た
、
人
財
塾
に
は
、
市
町
村
職
員
の
方
を
中
心
と
し

て
、様
々
な
立
場
の
受
講
者
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
重
要
な
場
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。人
財
塾
を
き
っ
か
け
と
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
多
様
な
人
材
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
悩
み
や
、
手
法
な
ど
に

つ
い
て
、
相
談
、
情
報
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、都
内
の
修
了
生
の
発
案
に
よ
り
発
足
し
た「
人

財
塾
・
東
日
本
支
部
」
で
は
、
参
加
す
る
者
が
相
互
に
学

び
合
い
教
え
合
う
「
互
学
互
習
」
を
掲
げ
、
修
了
生
を
中

心
と
し
た
自
主
的
な
勉
強
会
と
し
て
、平
成
25
年
度
か
ら
、

３
カ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

を
実
施
し
て
い
る
。
毎
回
、
開
催
地
に
お
け
る
課
題
解
決

や
、
旬
な
話
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
な
が
ら
、
既
に

22
回
を
数
え
て
お
り
、
仙
台
市
、
福
岡
市
、
札
幌
市
で
の

人
財
塾
地
方
開
催
を
機
に
発
足
し
た
、
各
地
域
の
修
了
生

の
自
主
勉
強
会
等
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
第
２
の
柱
「
人
材
力
の
相
互
交
流
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
」
と
し
て
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
人
々
が
様
々
な
形
で
相
互
に
交
流
す
る
機
会
の
設

定
で
あ
る
。

人
財
塾
の
修
了
生
と
そ
の
活
動

人
財
塾
は
、
平
成
23
年
度
以
来
、
２
１
２
６
人
（
平
成

30
年
９
月
21
日
現
在
）
の
修
了
生
を
数
え
て
お
り
、
受
講

後
、
業
務
に
そ
の
経
験
を
活
か
し
た
り
、
そ
こ
で
拡
げ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
始
め

た
り
し
て
い
る
方
が
数
多
く
い
る
。

少
々
古
い
デ
ー
タ
で
恐
縮
だ
が
、
平
成
27
年
度
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
修
了
生
の
51
・
２
％
が
業
務
内
で
移
住
促

進
や
地
域
経
営
な
ど
、
48
・
８
％
が
業
務
外
で
社
会
教
育

や
地
域
再
生
な
ど
の
地
域
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

修
了
生
の
活
動
事
例
を
２
つ
ほ
ど
あ
げ
て
お
く
。

Ｓ
市
の
図
書
館
職
員
の
Ｓ
さ
ん
は
、
人
財
塾
受
講
後
、

「
夜
の
図
書
館
た
ん
け
ん
」
や
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
展
」
な
ど
を
企
画
し
、
図
書
館
と
図
書
館
職
員
が
、
市

民
を
つ
な
ぐ
媒
体
に
な
る
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。Ｓ

村
の
職
員
で
あ
る
Ｙ
さ
ん
は
、「
若
者
定
住
促
進
」

と
の
職
務
命
令
を
受
け
て
、
人
財
塾
を
受
講
し
た
後
、
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
支
援
を
行
い
、
村
の
人
口
の
７
年

ぶ
り
の
社
会
増
に
貢
献
し
て
い
る
。

外
部
人
材
の
活
用

「
最
終
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
地
域
内
に
お
い
て

人
材
力
が
必
ず
し
も
十
分
に
確
保
、
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
部
の
人
材
力
が
こ
れ
を
補
完
し
、

地
元
住
民
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
地
域
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
当
該
地
域
の
潜

在
的
な
人
材
力
が
真
価
を
発
揮
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

外
部
人
材
を
活
用
し
た
総
務
省
の
施
策
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

（
１
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊

都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
な
ど
の
条
件
不
利
地
域
に
移

住
し
た
者
を
地
方
公
共
団
体
が
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
と
し
て
委
嘱
し
、概
ね
１
年
以
上
３
年
以
下
の
期
間
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
委
託
・
Ｐ
Ｒ

な
ど
の
地
域
お
こ
し
へ
の
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従

事
等
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
に
定
住
・

定
着
を
図
る
取
り
組
み
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
10
年
目
を
迎

え
た
。

平
成
29
年
度
の
隊
員
数
は
、
約
５
０
０
０
人
の
規
模
と

な
り
、任
期
終
了
後
の
定
住
率
も
約
６
割
を
超
え
て
い
る
。

全国地域づくり人財塾（直接対話）

全国地域づくり人財塾（全体講義）

15 2018・11月号 地域づくり 本編 2018・11月号地域づくり 本編 14



プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
（
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

総
務
省
で
は
、
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
民
間
専
門
家
や
先
進
市
町
村
で
活
躍

し
て
い
る
職
員
な
ど
を
外
部
専
門
家
（
地
域
力
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
登
録
し
、
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
と
し
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
、
一
定
期
間
、
登
録
さ

れ
た
専
門
家
を
招
へ
い
し
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
助
言
を

得
た
場
合
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
の
対

象
と
な
る
、
外
部
専
門
家
制
度
を
設
け
、
地
域
に
お
け
る

外
部
人
材
の
活
用
を
支
援
し
て
い
る
。

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
登
録
を
開
始

し
、
平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
で
計
３
７
０
人
・
組
織
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
３
８
４
団
体
に
お

い
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

▽
市
直
営
の
ワ
イ
ン
製
造
施
設
運
営
に
関
し
、
製
造
す
る

ワ
イ
ン
の
品
質
向
上
及
び
販
売
増
進
を
図
る
た
め
に
、
醸

造
技
術
や
商
品
開
発
指
導
に
活
用
し
た
事
例
▽
地
元
高
等

学
校
の
魅
力
向
上
に
お
い
て
、
実
績
の
あ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
た
事
例
▽
地
域
運
営
組
織
が
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

し
、
営
業
の
専
門
知
識
や
人
脈
と
経
験
を
い
か
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
大
都
市
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、
販
路
を
拡
大
し
た
事

例
、
な
ど
が
あ
る
。

課
題

か
つ
て
、
人
財
塾
修
了
生
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
・

問
題
点
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
多
く
寄

（
２
）
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

条
件
不
利
地
域
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
三

大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業
等
の
社
員
を
一
定
期
間

受
け
入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
、
地
域
独

自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
し

て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
平
成
29
年
度
に
は
、
50
市
町

村
に
お
い
て
57
人
の
地
域
お
こ
し
企
業
人
が
、従
事
し
た
。

観
光
分
野
の
専
門
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
観
光
連
携

組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光
協
会
等
）
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
、
閑
散
期
の

誘
客
対
策
な
ど
、
観
光
分
野
で
の
活
動
事
例
や
、
営
業
の

専
門
知
識
や
人
脈
と
経
験
を
い
か
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
大
都
市
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、販
路
を
拡
大
す
る
な
ど
シ
テ
ィ
ー

せ
ら
れ
た
。

「
地
域
づ
く
り
活
動
に
割
く
時
間
が
な
い
」「
業
務
以
外

で
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
余
裕
が
な
い
」「
活

動
に
か
け
る
資
金
が
な
い
」「
一
緒
に
活
動
す
る
人
が
年
々

減
少
し
て
い
る
」「
後
継
者
が
い
な
い
・
若
手
の
人
材
不

足
」「
専
門
的
知
識
の
不
足
」「
地
域
づ
く
り
活
動
の
手
法

が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
関
わ
る
方
々

の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
、
地
域
の
担
い
手
を
育

成
す
る
上
で
、
対
策
を
考
え
て
お
く
必
要
の
あ
る
課
題
で

も
あ
る
。

お
わ
り
に

「
地
域
力
創
造
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
よ
る
「
最

終
取
り
ま
と
め
」
が
出
さ
れ
て
８
年
、「
全
国
地
域
づ
く

り
人
財
塾
」
が
始
ま
っ
て
７
年
が
経
過
し
た
。
一
定
数
の

地
域
づ
く
り
に
志
を
持
つ
人
財
を
育
成
し
、
地
域
の
担
い

手
と
な
る
「
地
域
づ
く
り
人
」
が
、
全
国
各
地
域
に
根
付

い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

飯
盛
教
授
の
言
葉
を
お
借
り
す
る
と
、「
地
域
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
最
終
取
り
ま
と
め
」

に
お
い
て
も
、「
地
域
の
活
性
化
に
は
、
人
材
力
の
強
化
」

と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、「
人
財
塾
」
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
担
い

手
育
成
、
人
材
力
の
強
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
各
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
か
れ
て
も
、
地
域
住
民

の
方
々
は
も
と
よ
り
、
人
財
塾
修
了
生
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
方
な
ど
と
の
協
力
の
も
と

に
、
次
の
地
域
の
担
い
手
、「
地
域
づ
く
り
人
」
を
育
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

特�集

15 2018・11月号 地域づくり 本編 2018・11月号地域づくり 本編 14



観
光
協
会
が
取
り
組
む�

移
住
・
定
住
策

下
仁
田
町
観
光
協
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
観
光
振
興
を
軸
と
し
て
町
を
活
性
化

す
る
こ
と
で
す
。
平
成
29
年
11
月
に
は
観

光
庁
よ
り
「
日
本
版
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
に
登

録
さ
れ
、
観
光
街
づ
く
り
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
観
光
協
会
の
主
な
業
務
は
、

町
の
玄
関
口
、「
道
の
駅
し
も
に
た
」
で

の
観
光
案
内
、
県
内
外
や
海
外
か
ら
訪
れ

る
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
移
住
・

定
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
平
成
28
年
に

開
設
し
た
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
と
し

て
移
住
定
住
の
相
談
、
空
き
家
な
ど
の
案

内
を
開
始
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
ほ
ぼ
年
中
無
休
で
あ
る
観
光
案
内
所

の
機
能
を
活
か
し
、
交
流
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
窓
口
の
一
元
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

下
仁
田
町
は
群
馬
県
の
南
西
部
に
位
置

し
ま
す
。
荒
船
風
穴
（
世
界
遺
産
）
を
擁

し
、
隣
接
す
る
軽
井
沢
町
ま
で
車
で
約
40

分
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
上
信
越

自
動
車
道
を
利
用
、
練
馬
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
90

分
と
、
日
帰
り
圏
内
で
す
。
本
町
の
２
大

ブ
ラ
ン
ド
、
下
仁
田
ね
ぎ
や
こ
ん
に
ゃ
く

は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
人

口
は
、
７
４
５
５
人
（
平
成
30
年
８
月
現

在
）。
し
か
し
、
本
町
の
人
口
減
少
は
著

し
く
、平
成
27
年「
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
よ
る
と
２
０
４
０
年
に
は

３
８
４
７
人
ま
で
減
少
、
年
齢
別
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
る
20
〜
39
歳
の
女
性
の
人

口
比
率
は
、
現
在
の
６
％
か
ら
２
０
４
０

年
に
は
４
・
２
％
ま
で
減
少
す
る
見
込
み

で
す
。そ
の
予
測
と
社
会
環
境
を
踏
ま
え
、

新
た
な
移
住
定
住
促
進
策
と
し
て
女
性
に

支
持
し
て
も
ら
え
る
企
画
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
ま
し
た
。

企
画
の
進
行
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限

り
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
起
用
し
、
女
性
の
観

点
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
に

観
光
協
会
が
持
つ
デ
ー
タ
分
析
や
集
客
ノ

ウ
ハ
ウ
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
客
観
的
か

つ
感
性
を
大
切
に
し
た
企
画
を
目
指
し
ま

し
た
。
企
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
本
町
に
移

住
・
定
住
を
考
え
る
際
、「
何
が
き
っ
か

け
で
、
何
が
足
り
な
い
の
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
会
議
を
重
ね
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
私
達
が
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
何
か
を
考
え
「
女
性
に
支
持
さ
れ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
す
る
、
と
い
う

結
論
に
至
り
ま
し
た
。そ
し
て
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
「
首
都
圏
で
働
く
女
性
」
で
す
。
そ

の
理
由
は
、
行
動
力
の
あ
る
女
性
に
下
仁

田
町
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
地
域
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
新
た

な
価
値
観
と
し
て
街
の
魅
力
を
引
き
だ
す

原
動
力
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

女
性
を
テ
ー
マ
に
し
た�

ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
て

企
画
会
議
で
は
「
首
都
圏
で
働
く
女
性

層
は
、
地
域
に
な
に
を
求
め
る
の
か
？
」

を
模
索
し
つ
つ
、３
つ
の
イ
メ
ー
ジ
、テ
ー

マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

１
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
」。
本
町
の
自
然
や
ス
ポ
ー
ツ
、
農
業

な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
都
会
で
は
体
感
で

き
な
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
テ
ー
マ
に
し
ま
し

女
性
が
輝
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

―
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
向
け
て
―

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的ŋ

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
ùĀ
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
群
馬
県
下
仁
田
町
で
の
取
り
組
み
を
一

般
社
団
法
人
下
仁
田
町
観
光
協
会
事
務
局
長
の
松
本
秀
信
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

�
（
企
画
課
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
群
馬
県
下
仁
田
町
）

松
本
　
秀
信

一
般
社
団
法
人
下
仁
田
町
観
光
協
会　

事
務
局
長
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た
。２

つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
健
康
」
で
す
。

地
域
の
農
産
物
の
効
能
を
学
び
、
心
身
と

も
に
健
康
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
地
域
の
食
材

を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
具
現
化
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
し
た
。

３
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
貢
献
」
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
へ
の
新

た
な
価
値
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
暮
ら
し
の
中
で
の
充
実
感
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
３
つ
の
テ
ー
マ
を
柱
に
「
女
性

が
輝
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
」
を

目
指
す
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

企
画
テ
ー
マ
は�

「
社
会
貢
献
」
と
「
健
康
」

今
回
の
事
業
の
3
つ
の
テ
ー
マ
か
ら

「
健
康
」
と
「
社
会
貢
献
」
の
2
つ
の
テ
ー

マ
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
「
健
康
」
で
は
「
し
も
に
た
の

食
材
で
心
身
と
も
に
美
し
く
」
と
題
し
、

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
漢
方
料
理
教
室
を

開
催
。
地
域
の
素
材
を
健
康
的
な
料
理
に

ア
レ
ン
ジ
し
、
地
域
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
女
性
薬
膳
料
理
研
究
家
を

招
き
、
地
元
産
の
し
い
た
け
や
こ
ん
に
ゃ

く
、
有
機
の
桑
の
葉
を
使
っ
た
料
理
を
参

加
者
と
と
も
に
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

食
材
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
、
採
れ

た
て
が
食
べ
ら
れ
る
地
元
の
食
材
の
利
点

や
効
能
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
地
元
か
ら

参
加
の
女
性
も
地
域
の
食
材
の
変
化
や
効

能
に
驚
き
、
食
を
通
じ
た
域
内
外
の
女
性

同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。も

う
一
つ
の
企
画
テ
ー
マ「
社
会
貢
献
」

で
は
、
町
内
の
空
き
家
を
利
用
し
た
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
写
真
の
展

示
を
メ
ー
ン
に
イ
ン
テ
リ
ア
も
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。
地
域
内
で
女
性
が
交
流
や
活

躍
で
き
る
場
の
提
供
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
地
域
活
性
化
を
目
的
と

す
る
商
業
祭
「
い
っ
て
ん
ベ
ー
祭
」
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
こ
れ
ま
で
町
内
の
店
舗
や

イ
ベ
ン
ト
で
扱
っ
て
い
な
い
女
性
向
け
コ

ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
町
外
か
ら
参
加
の
あ
っ
た
女
性
に

よ
る
健
康
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
ツ
ボ
を
刺
激

す
る
装
飾
品
な
ど
）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
新
た
な
集
客
を
図
り
ま
し

た
。今

後
の
方
向
性
と
展
望

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
通
じ
、
女
性
に

支
持
さ
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
へ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
交
流
や
体
験
を
通
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
に
地
域
の
人
が
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
域
外
か
ら
の
参
加

者
が
地
域
の
人
と
同
じ
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
で
地
域
へ
の
親
近
感
が
生
ま
れ
た
よ

う
で
す
。
次
第
に
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く

様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
事
業
に
手

応
え
を
感
じ
つ
つ
、
や
が
て
移
住
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

本
町
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
中
山
間
地

域
の
生
産
人
口
の
流
出
は
課
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
移
住
定
住
の
促

進
は
、
限
ら
れ
た
地
域
資
源
を
利
活
用
し

移
住
定
住
者
の
視
点
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

作
り
あ
げ
る
こ
と
、
地
域
住
民
と
の
交
流

か
ら
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。「
こ
こ
な
ら
訪
れ
た
い
」

「
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
不
可
欠

で
す
。

地
域
に
根
づ
く
住
民
が
、地
域
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
新
た
な

視
点
か
ら
発
掘
し
、
地
域
の
良
さ
を
都
市

部
の
人
々
に
伝
え
て
回
帰
を
促
す
ほ
か
、

女
性
や
若
年
層
を
惹
き
つ
け
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
作
り
あ
げ
る
根
気
も
必
要
で
す
。

今
後
益
々
、
中
山
間
地
域
の
厳
し
い
状

況
が
予
測
さ
れ
る
中
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂

行
し
、
一
体
と
な
っ
て
交
流
文
化
を
築
き

あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

漢方料理教室の様子

地域食材についての講演

サテライトスペースのショップ
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は
じ
め
に

「
一
般
社
団
法
人
秩
父
地
域
お
も
て
な

し
観
光
公
社
」（
以
下
「
公
社
」）
は
、
秩

父
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
新
た
な
観
光

連
携
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
の
事

業
を
展
開
し
て
い
た
。
平
成
28
年
に
公
社

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、観
光
庁
の「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
候
補
地
に
な
り
、
平
成

29
年
に
は
第
一
弾
と
し
て
本
登
録
さ
れ

た
。そ
の
後
も
地
域
間
連
携
は
も
と
よ
り
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
行
政
と
民
間
を
繋
ぎ
、
稼

げ
る
地
域
を
目
指
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
実
践
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
実
践
塾
の
テ
ー
マ
で
あ
る
地
域

ブ
ラ
ン
ド
は
、「
稼
げ
る
地
域
」
や
「
地

域
経
営
」
を
目
指
す
地
域
で
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
今
回
用
意
し
た

座
学
や
現
地
視
察
は
、
様
々
な
視
点
か
ら

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
創
出
す
る
「
民
」
の
視
点
と
、「
民
」

と
の
連
携
や
支
援
を
通
じ
て
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
「
官
」
の

視
点
か
ら
、
秩
父
版
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
作

り
方
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

１
日
目
：
講
義

﹁
官
民
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
作
り
方
﹂

１
日
目
は
、
行
政
側
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
方
法
と
仕
組
み
づ
く
り
、
民
間
側

の
特
産
品
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
新
た

な
特
産
品
の
構
築
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
に
つ
い
て
、
３
つ
の
講
義
が
行
わ

れ
た
。

ま
ず
、
公
社
事
務
局
長
の
井
上
正
幸
が

公
社
立
上
げ
の
背
景
と
組
織
運
営
、
観
光

か
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
事
業
拡
大
方
針

と
現
状
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。
公

社
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
で
、
特
産
品
業
者
や
鉄
道
会

社
な
ど
民
間
企
業
の
協
力
を
仰
ぎ
、
他
地

域
で
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
地
域
連
携
型

の
新
規
事
業
を
開
発
し
て
き
た
。
参
加
者

に
は
、
地
域
内
の
官
民
を
ま
と
め
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
実
施
し
て
い
る
公
社
の

取
り
組
み
を
具
体
的
に
学
ん
で
い
た
だ

き
、
横
串
連
携
の
重
要
さ
を
理
解
し
て
も

ら
っ
た
。

続
い
て
、
普
段
は
バ
ー�

の
マ
ス
タ
ー
で

ウ
イ
ス
キ
ー
愛
好
家
で
あ
る
横
田
武
志
氏

に
「
秩
父
ウ
イ
ス
キ
ー
祭
」
を
始
め
た
契

機
や
開
催
す
る
う
え
で
工
夫
し
て
い
る

点
、
開
催
に
至
る
ま
で
の
苦
労
な
ど
を
お

話
し
し
て
も
ら
っ
た
。「
秩
父
ウ
イ
ス
キ
ー

祭
」
は
今
や
会
場
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど

の
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
実

行
委
員
長
で
あ
る
横
田
氏
を
は
じ
め
、
事

務
局
員
も
埼
玉
県
内
外
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を

愛
す
る
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
有
志
た
ち
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し

て
い
る
。
こ
れ
は
民
間
主
導
型
の
イ
ベ
ン

ト
づ
く
り
の
好
事
例
で
あ
り
、
秩
父
の
地

域
住
民
の
自
主
性
の
高
さ
が
よ
く
わ
か

る
。最

後
に
、
小
さ
な
老
舗
菓
子
店
の
社
長

で
あ
る
中
村
雅
夫
氏
に
講
義
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
秩
父
の
お
菓
子
屋
を
集
め
た
団

体
「
お
菓
子
な
郷
（
く
に
）
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
近
年
新
た
な
秩
父
の
特
産
品

素
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
「
太
白

い
も
」
に
着
目
し
た
経
緯
や
行
政
と
の
関

わ
り
方
、
さ
ら
に
は
海
外
販
路
拡
大
の
現

状
に
つ
い
て
お
話
し
て
も
ら
っ
た
。

な
お
、
１
日
目
の
最
後
に
は
ガ
イ
ド
に

よ
る
「
秩
父
街
中
散
策
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
た
。
今
宮
神
社
や
慈
眼
寺
、
少
林
寺
な

ど
秩
父
の
人
気
名
所
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
散
策
し
、
参
加
者
に
は
秩
父
の
歴
史

や
風
土
を
体
感
し
て
も
ら
っ
た
。

２
日
目
：
視
察

﹁
秩
父
蒸
溜
所
～
兎
田
ワ
イ
ナ
リ
ー

～
メ
ー
プ
ル
ベ
ー
ス
﹂

２
日
目
は
、
実
際
に
地
域
素
材
を
活
用

し
取
り
組
ん
で
い
る
現
場
を
３
カ
所
視
察

し
、
総
ま
と
め
と
し
て
少
人
数
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

平
成
30
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

埼
玉
県
秩
父
市

講義の様子

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
ú÷
年
８

月
ùü
日
（
土
）
〜
ùý
日
（
日
）
に
埼
玉
県
秩
父
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、（
一
社
）
秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社
事
務
局
長
の
井
上
正
幸
氏
に
ご

報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
地
域
創
生
総
務
課
）

ட
෕
に
学
Ϳ「
஍
Ҭ
ブ
ラ
ン
ド
」の
作
り
ํ

Ổ
஍
Ҭ
の
Ϟ
ϊ
・
ώ
ト
・
コ
ト
を
׆
か
し
た

 

「
Ք
͙
ྗ
」
の
引
き
出
し
ํ
Ổ

井
上
　
正
幸

●●

一
般
社
団
法
人
秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社　

事
務
局
長
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ま
ず
、
㈱
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
の

工
場
（
普
段
は
一
般
公
開
不
可
）
を
視
察

し
た
。
こ
こ
は
「
秩
父
ウ
イ
ス
キ
ー
祭
」

を
始
め
る
契
機
で
あ
り
、
今
や
世
界
中
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
ス
キ
ー
「
イ
チ

ロ
ー
ズ
モ
ル
ト
」
の
製
造
工
場
で
あ
る
。

参
加
者
に
は
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

工
場
の
内
部
を
じ
っ
く
り
見
て
い
た
だ

き
、
世
界
最
高
賞
を
受
賞
し
た
ウ
イ
ス

キ
ー
が
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
た
か
な
ど
、

イ
チ
ロ
ー
ズ
モ
ル
ト
が
世
界
に
認
め
ら
れ

る
ま
で
の
道
の
り
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。

次
に
ブ
ド
ウ
作
り
か
ら
ワ
イ
ン
製
造
ま

で
を
自
前
で
行
う
と
と
も
に
、
地
産
地
消

に
こ
だ
わ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
経
営
す
る

兎
田
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学
し
た
。そ
の
後
、

参
加
者
に
は
昼
食
を
通
し
て
秩
父
の
恵
み

を
実
際
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
製
造
・

販
売
す
る
国
内
初
の
シ
ュ
ガ
ー
ハ
ウ
ス

「
メ
ー
プ
ル
ベ
ー
ス
」
を
見
学
し
た
。
秩

父
の
気
候
を
活
か
し
、
森
林
を
育
み
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
メ
ー
プ
ル
採
取

の
ス
ト
ー
リ
ー
に
共
感
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
起
業
し
た
井
原
愛
子
氏
の
話
を
聞
き
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発
に
よ
る

秩
父
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
き
た
井
原
氏

の
思
い
や
考
え
方
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ

い
た
。

そ
の
後
、
２
日
間
学
ん
だ
こ
と
を
振
り

返
り
な
が
ら
自
身
の
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
創

出
と
確
立
に
つ
い
て
各
々
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

お
わ
り
に

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
、
切
り
口
の

異
な
る
数
多
く
の
人
々
が
関
わ
る
た
め
、

調
整
が
難
し
い
。
し
か
し
、
秩
父
の
取
り

組
み
に
も
あ
る
よ
う
に
、
官
民
の
連
携
な

し
で
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は
な
し
得

な
い
。

閉
講
式
で
挨
拶
さ
れ
た
一
般
財
団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
岩
崎
正
敏
常
務
理

事
の
話
の
中
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の

真
理
が
垣
間
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

「
一
口
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
言
っ
て
も
、

そ
れ
は
地
域
特
産
ブ
ラ
ン
ド
と
地
域
ブ
ラ

ン
ド
に
分
か
れ
て
い
る
。
地
域
特
産
ブ
ラ

ン
ド
と
は
民
間
業
者
が
地
域
素
材
を
活
か

し
、
個
別
の
特
産
品
を
磨
き
上
げ
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
行
政
や

公
共
団
体
な
ど
が
地
域
特
産
ブ
ラ
ン
ド
を

横
に
繋
げ
、
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て
ま
と

め
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
か

一
方
が
あ
れ
ば
い
い
訳
で
は
な
く
、
車
の

両
輪
と
な
っ
て
初
め
て

成
立
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
肝
は
官
民
連
携
に

あ
る
」。

も
ち
ろ
ん
各
地
域
に

存
在
す
る
素
材
や
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
違
う
。
し
か

し
、「
地
域
の
モ
ノ
・

ヒ
ト
・
コ
ト
」
を
活
か
す
た
め
に
は
、
官

民
連
携
が
不
可
欠
と
い
う
点
は
不
変
で
あ

る
。参

加
者
の
方
々
に
は
、
今
回
の
実
践
塾

が
自
分
の
地
域
を
顧
み
る
機
会
に
な
れ
ば

幸
い
に
思
う
。
同
時
に
秩
父
も
一
層
研
鑽

を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
研
修
の
調
整
か
ら
当
日
運

営
ま
で
、
本
当
に
熱
心
に
動
い
て
い
た
だ

い
た
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

地方創生実践塾（埼玉県秩父市）の概要
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メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

技
術
を
体
得
す
る

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を

端
的
に
表
現
す
る
と
、
①
コ
ン
テ
ン
ツ
を

「
つ
く
る
」
②
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
コ
ン
テ
ン

ツ
を
「
届
け
る
」
③
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
の

効
果
を
「
計
測
す
る
」、
と
い
う
３
つ
の

要
素
に
分
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
全
体
の
総
指
揮
を
執
る
の
が
、
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
。
今
回

の
地
方
創
生
実
践
塾
「
ま
ち
づ
く
り
メ

デ
ィ
ア
ラ
ボ
」
で
は
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
技
法
の
習
得
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
、
地
域
の
現
場
で
具
体
的
な
ワ
ー
ク

を
行
い
な
が
ら
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

し
た
。

「
た
っ
た
２
日
間
で
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
る
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
本
番
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
さ
な
が
ら
に

超
実
践
型
の
演
習
を
行
う
。
最
終
成
果
物

は
、
文
字
・
画
像
・
動
画
・
音
声
と
い
う

４
つ
の
情
報
を
統
合
的
に
表
現
す
る
「
Ｗ

Ｅ
Ｂ
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
」。
地
域

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
群
馬
県
富

岡
市
役
所
に
フ
ィ
ー
ル
ド
協
力
を
得
て
、

全
国
各
地
か
ら
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場

に
参
集
し
た
受
講
者
に
対
し
、
以
下
の
よ

う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
示
し
た
。

・
世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」
を
訪
ね
て

富
岡
市
に
次
々
と
観
光
客
が
や
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
富
岡
製
糸
場
を
見
た
ら
、

す
ぐ
に
帰
路
に
つ
い
て
し
ま
う
人
も
。�

富
岡
製
糸
場
を
見
た
後
は
、
も
っ
と
市
内

を
歩
い
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
た
だ

し
、「
あ
り
き
た
り
な
」
ま
ち
歩
き
プ
ラ

ン
を
提
案
し
て
も
、
観
光
客
に
は
響
か
な

い
。
ち
ょ
っ
と
尖
っ
た
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

な
ま
ち
歩
き
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
い
。
そ

こ
で
、
富
岡
の
歩
き
方
を
紹
介
す
る
Ｗ
Ｅ

Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
富
岡
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
を
立

ち
上
げ
る
。「
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
協
力

し
な
が
ら
、
独
自
の
富
岡
ま
ち
歩
き
プ
ラ

ン
を
考
え
、
１
枚
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー

ジ
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
ラ
フ
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ト
と
素
材
を
納
入
し
て
く
だ
さ

い
」。２

日
間
の
ワ
ー
ク
が
完
了
し
た
時
点

で
、
群
馬
県
富
岡
市
の
地
域
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
体
現
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
そ
の
ま
ま

「
納
品
」
す
る
と
い
う
、極
め
て
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

成
果
を
カ
タ
チ
に
す
る

﹁
７
つ
の
ス
テ
ッ
プ
﹂

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま
ち
づ
く
り
メ
デ
ィ

ア
ラ
ボ
」
で
は
、
７
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
設

計
し
た
。
詳
細
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
現
場
で
「
ま
ち
歩
き
」
を
行
う
②
ま
ち

歩
き
プ
ラ
ン
の
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
を
つ
く

る
（
誰
を
対
象
に
ど
ん
な
価
値
を
提
供
す

る
の
か
？
）
③
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
具

体
的
な
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
決
め
る
④
個

別
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
取
材
・
撮
影
」
を
行

う
⑤
取
材
・
撮
影
し
た
素
材
を
「
編
集
」

し
て
、
ラ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
る
⑥
編
集

し
た
ラ
フ
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、「
テ

キ
ス
ト
作
成
」
お
よ
び
「
写
真
・
動
画
の

選
定
」
を
行
う
⑦
ラ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
素
材

を
「
納
入
」
す
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
、
講

師
の
私
が
、
そ
の
場
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
制
作
し

て
し
ま
う
と
い
う
仕
様
で
あ
る
。

２
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

実
現
す
る
た
め
に
、
初
日
の
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
７
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮
し
て
解
説
し
た
。

す
べ
て
自
身
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ワ
ー
ク
と
し
て
行
っ
て
い
る
現
場
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
基
づ
い
て
体
系
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
極
め
て
実
践
的
な
内
容
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
ゲ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｓ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
堀
口
正

裕
氏
、
ブ
リ
ッ
ヂ
代
表
取
締
役
の
加
藤
健

輔
氏
を
お
招
き
し
、
堀
口
氏
か
ら
は
誌
面

編
集
の
視
点
、
加
藤
氏
か
ら
は
３
６
０
度

撮
影
の
技
術
に
つ
い
て
の
実
務
最
前
線
の

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
経
て
、
富
岡

市
役
所
の
講
話
で
参
加
者
各
自
が
市
の
現

状
理
解
を
深
め
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
そ
れ
ぞ
れ
が
富
岡
の
街
に
繰
り
出
し

た
。
地
域
の
現
場
で
の
取
材
時
間
は
、
２

日
間
ト
ー
タ
ル
で
５
時
間
程
度
だ
が
、
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
現
場
に
入
る

こ
と
で
、
確
実
に
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
っ
た
く
の
未
経
験
で
あ
っ
て
も
、

写
真
お
よ
び
動
画
の
撮
影
・
編
集
を
行
い
、

テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
ラ
フ
デ
ザ

イ
ン
に
落
と
し
込
め
る
よ
う
に
設
計
し

た
。実

際
、
突
き
抜
け
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
作

り
方
に
は
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
目
線
」
が

平
成
30
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

群
馬
県
富
岡
市

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
ú÷
年
９

月
８
日
（
土
）
〜
９
日
（
日
）
に
群
馬
県
富
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人�

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ�
代
表
理
事
の
谷
中
修
吾
氏
に
ご
報
告
い

た
だ
い
た
。�

（
広
報
室
）

ま
ち
づ
く
り
メ
σ
ỹ
Ξ
ラ
Ϙ

Ổ
̬
̚
̗
・
動
ը
・
写
真
を
ۦ
使
し
た

 

஍
Ҭ
ϓ
ϩ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
技
๏
を
学
Ϳ
Ổ

谷
中
　
修
吾

●●

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
代
表
理
事

Ｂ
Ｂ
Ｔ
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
学
科
長
・
教
授
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あ
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
素
材
を
得
る

た
め
の
撮
影
に
は「
現
場
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

が
あ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
の
落
と
し
込
み
に
は

「
組
み
合
わ
せ
の
型
」
と
い
う
べ
き
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
最
初
か
ら
理
解
し
て

い
れ
ば
、
驚
く
ほ
ど
効
率
的
に
成
果
物
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。結
果
と
し
て
、

す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
、
２
日
間
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
、
確
実
に
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
生
み
出
し
た
。

た
っ
た
２
日
間
で 

生
み
出
さ
れ
る
成
果

２
日
目
の
昼
過
ぎ
に
は
、
全
７
グ
ル
ー

プ
か
ら
私
に
ラ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
素
材
が
納

入
さ
れ
、そ
の
場
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
制
作
し
た
。

わ
ず
か
90
分
程
度
の
制
作
時
間
で
、
全
７

グ
ル
ー
プ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
美
し
く
仕
上
げ
る

こ
と
は
難
し
く
と
も
、
完
成
度
６
〜
７
割

程
度
の
粗
い
仕
上
げ
は
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
成
果
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に

実
装
し
た
と
こ
ろ
で
、
富
岡
市
長
の
榎
本

義
法
氏
に
来
場
い
た
だ
き
、
全
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
折
し
も
、
市
の
中
で
出
て
い
る
ア
イ

デ
ア
を
実
装
し
た
企
画
も
あ
る
な
ど
、
良

質
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
結
実
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
た
。

最
終
成
果
物
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
富

岡
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
は
、
ｔ
ｏ
ｍ
ｉｏ
ｋａ

−

ｗ
ａ
ｌ
ｋｅ
ｒ
．ｃ
ｏ
ｍ
で
公
開
さ
れ
て
お

り
、永
続
的
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
世
界
遺
産
に
隠
さ
れ
た
７
つ
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」
と
題
し
て
、
全
７
グ
ル
ー
プ
が

提
案
し
た
富
岡
ま
ち
歩
き
プ
ラ
ン
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ロ
ゴ
は

富
岡
市
役
所
の
河
原
望
未
氏
、
ド
ロ
ー
ン

映
像
は
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
職
員
の
桐

生
俊
史
氏
・
新
大
毅
氏
、
各
ペ
ー
ジ
の

３
６
０
度
画
像
は
ゲ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
加
藤
健
輔
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
納
入
い

た
だ
い
た
素
材
を
組
み
込
ん
だ
。つ
ま
り
、

こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
は
、
本
当
に
２
日
間
の
ワ
ー

ク
の
み
で
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
の
地
方
創
生
実
践
塾
「
ま
ち
づ
く

り
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
」
の
最
大
の
目
的
は
、

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
技
術
を
体
得

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
成
果
を
カ
タ
チ
に

す
る
「
７
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
多
く
の

場
合
、
地
方
自
治
体
か
ら
外
部
業
者
に
業

務
委
託
さ
れ
て
い

る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
狙
い
を
踏
ま
え
、
プ
ロ
セ
ス
全
体
に

お
い
て
制
作
総
指
揮
を
執
れ
る
か
否
か
で

あ
る
。
適
切
に
外
部
業
者
を
グ
リ
ッ
プ
で

き
れ
ば
良
質
な
成
果
物
が
生
ま
れ
、
丸
投

げ
に
陥
れ
ば
無
用
の
長
物
が
生
ま
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
よ
う
に
、
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
を
体
感
し
て
い
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
と
な
る
。
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
関
わ
る
自
治
体
職
員
が
習
得
す
べ
き

は
、
制
作
者
の
技
術
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ

ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
技
術
で
あ
る
。
地

方
創
生
実
践
塾
「
ま
ち
づ
く
り
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
」
は
、
そ
の
可
能
性
を
切
り
開
く
布

石
と
な
っ
た
。

地方創生実践塾（群馬県富岡市）の概要
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ʙ̬̗̚ɾಈըɾࣸਅΛͨ͠࢖ۦ஍ҬϓϩϞʔγϣϯٕ๏ΛֶͿʙ

� ओ೚ࢣߨɿҰൠࣾஂ๏ਓ̨̧̞̣̥̞̚୅දཧࣄɹ୩த�मࢯ�ޗ
ɹ̍೔໨ɹ݄̔̕೔ʢ౔ʣ
� ։࠵地ѫࡰɿ෋Ԭࢢ௕　ӿຊ ٛ๏ ࢯ
「఺とٕ๏ࢹ地域ϓϩϞーγϣンにඞཁな」　ٛߨ 
ࢯ ޗ୩中 म　ࣄɿҰൠࣾஂ๏ਓ̨̧̞̣̥̞̚୅දཧࢣߨ　 
「成とその手๏ߏ໘ࢴ఺のࢹฤ集ऀ」　ٛߨ 
 ࢯ ޗ୩中 म　ࣄɿ  Ұൠࣾஂ๏ਓ̨̧̞̣̥̞̚୅දཧࢣߨ　 　

̧̨̩̪̣ϓϩデϡーαー　ງޱ ਖ਼༟ ࢯ
 「෋Ԭࢢのݱঢ়と՝୊」とԋश՝୊આ໌
 ࢯ ޗ୩中 म　ࣄɿ  Ұൠࣾஂ๏ਓ̨̧̞̣̥̞̚୅දཧࢣߨ　 

 ࢯ ี݈ ౻ձࣾブリοξ　୅ද取క໾　Ճࣜג
෋Ԭࢢ地域づくり՝　܎௕　౻間 ࿨඙ ࢯ

 ෋Ԭ੡ࢳ৔಺見学
 άルーϓϫーΫɾフィールドϫーΫ
ɹ̎೔໨ɹ݄̕̕೔ʢ೔ʣ
 άルーϓϫーΫɾフィールドϫーΫ
 ࣮ફ塾ৼりฦりɾ෋Ԭࢢ໾ॴ見学
 ൃදɾߨධ

富岡市庁舎前でフィナーレ

Web 編集プロセスの実演

メディアプロデューサー技法の解説
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地
域
と
連
携
し
た
新
た
な
教
育
を

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
斉
藤
俊
幸�

氏
は
「
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
と
学
校
の
連

携
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
し
ま
し
た
。

多
く
の
学
校
が
存
続
危
機
を
迎
え
て
い

る
中
で
、
各
地
で
高
校
存
続
に
向
け
た
動

き
が
活
発
化
し
て
き
た
こ
と
や
、
国
際
的

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
」
の
導
入
な
ど
、
全
国
の
先
行
事

例
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
ふ
る
さ

と
意
識
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要

性
と
い
っ
た
課
題
を
認
識
し
、
学
校
だ
け

に
頼
ら
な
い
地
域
と
連
携
し
た
新
た
な
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
の
浦
崎
太

郎
教
授
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
が
今
、な
ぜ
大
切
な
の
か
」を
テ
ー

マ
に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

自
ら
問
い
を
立
て
て
探
求
す
る
力
を
持

た
せ
、
学
び
の
場
を
地
域
・
日
常
生
活
に

拡
張
で
き
れ
ば
、
実
質
的
な
学
習
時
間
を

大
幅
に
拡
充
で
き
る
と
説
明
、
子
ど
も
達

に
地
域
課
題
の
当
事
者
意
識
を
持
た
せ
る

こ
と
の
重
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る
！

北
本
市
教
育
長
の
清
水
隆
氏
は
、「
子

ど
も
大
学
で
育
む
子
ど
も
と
地
域
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
大
学
で
は
、
子
ど
も
の
学
ぶ
力

や
生
き
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
で

地
域
の
子
ど
も
を
育
て
る
仕
組
み
を
創
る

た
め
、
大
学
教
授
等
の
専
門
家
に
よ
る
知

的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
講
義
・
体
験
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
の
立

ち
上
げ
か
ら
自
立
し
た
運
営
へ
の
支
援
を

行
う
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、
職
員
の
意

識
改
革
、
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と

な
ど
、
継
続
で
き
る
自
主
自
立
の
取
り
組

み
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
と
学
校
の
み
ら
い
代

表
の
竹
原
和
泉
氏
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
で
つ
な
ぐ
東
山
田
中
学
校
区
の

仕
組
み
」を
テ
ー
マ
に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学

校
協
働
活
動
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
作
業
の
過
程
で
多
く
の
人
が

関
わ
る
よ
う
工
夫
し
、
地
域
の
活
性
化
を

実
現
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
を
確
認

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
協
働
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
の
未
来
や
さ
ら
に

は
街
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
！

益
田
市
教
育
委
員
会
ひ
と
づ
く
り
推
進

監
の
大
畑
伸
幸
氏
は
、「
益
田
市
の
地
域

と
教
育
を
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
か
、
何
を
大
切

に
し
た
い
か
を
考
え
な
が
ら
地
域
活
動
を

行
う
こ
と
や
、
地
域
の
人
の
本
音
・
生
き

様
に
触
れ
る
こ
と
で
、ど
ん
な
環
境
で
も
、

生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
は
、
持
続

可
能
な
人
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
が
地
域
の
人
と

出
会
い
、
地
域
の
人
の
想
い
に
触
れ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
を
中
心
に
世
代
が
つ
な
が

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
つ
な
が

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w
.jcrd.jp/

event/m
atchingsem

inar/2018/�
0822_1627/index.htm

l

◆
講
師

大
正
大
学
地
方
創
生
学
部
地
方
創
生
学
科

地
域
構
想
研
究
所
教
授�

浦
崎�

太
郎�

氏

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー�

斉
藤�

俊
幸�

氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
と
学
校
の
み
ら
い
代
表

�

竹
原�

和
泉�

氏

益
田
市
教
育
委
員
会
ひ
と
づ
く
り

推
進
監�

大
畑�

伸
幸�

氏

北
本
市
教
育
委
員
会
教
育
長

�

清
水　

�

隆�

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

�

●
白
石�

恭
平
（
山
口
県
か
ら
出
向
）

平
成
30
年
度

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

集合写真

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
日
で
な
け
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が

困
難
な
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日

集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
ú÷
年
度
第
４
回
は
、
７
月
ùÿ
日
（
土
）、
ùĀ
日
（
日
）
に
東
京
・
日
本
橋
の
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
豊
か
な
学
び
と
確
か
な
成
長

の
た
め
、
地
域
で
教
育
に
関
わ
っ
て
い
る
講
師
の
方
々
を
お
招
き
し
、
地
域
と
学
校
が

と
も
に
行
う
教
育
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

஍
Ҭ
と
つ
く
る「
ڭ
育
の
࢓
૊
み
づ
く
り
」
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は
じ
め
に

２
０
１
８
年
４
月
７
日
、
山
口
県
の
西

北
部
に
位
置
す
る
長
門
市
に
木
育
推
進
拠

点
施
設「
長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
土
日
に
は
入
場
制
限
を

行
う
ほ
ど
に
連
日
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑

わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
開
館
５
カ
月
間
で

利
用
者
は
既
に
２
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

長
門
市
で
は
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利

用
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、

建
設
中
の
新
庁
舎
も
木
造
を
主
体
と
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
混
構
造
と
し
て

お
り
、
木
造
庁
舎
と
し
て
は
国
内
最
大
規

模
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
森
林
に
あ
る
豊
富
な
シ

イ
の
木
を
活
用
し
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
（
株
）
シ

ン
ラ
テ
ッ
ク
な
ど
特
徴
的
な
林
業
事
業
体

も
あ
り
ま
す
。

公
民
連
携
に
よ
る

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

長
門
市
で
は
「
林
業
・
林
産
業
の
発
展
」

と
「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
木
育
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
を
決
め
、２
０
１
６
年
11
月
22
日
、

長
門
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」・
東

京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

の
３
者
で
県
内
初
の

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

参
画
し
て
い
る
こ
と

が
、
長
門
市
の
取
り

組
み
の
特
徴
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人

と
木
」
は
、
長
門
市

が
木
育
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
林
業
や
子
育
て
な
ど
様
々
な

関
係
者
に
事
業
説
明
を
行
っ
た
結
果
、
賛

同
者
を
中
心
に
立
ち
上
が
っ
た
木
育
を
推

進
す
る
組
織
で
す
。

行
政
と
民
間
が
同
じ
方
向
を
目
指
し
て

事
業
を
行
う
公
民
連
携
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
誕
生
祝
い
品
事
業
、
木
育
キ
ャ
ラ
バ

ン
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館

２
０
１
７
年
に
は
、
木
育
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、
建
設
中
だ
っ
た
道
の
駅
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
一
角
に
森
と
海
を
つ
な

ぐ
木
育
推
進
拠
点
施
設
「
長
門
お
も
ち
ゃ

美
術
館
」の
構
想
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
民
間
の
力
が
活
躍
し
ま
す
。

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
協
力
の
も
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
が
実
施
し
た
、

お
も
ち
ゃ
学
芸
員
養
成
講
座
で
は
約

１
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

育
成
に
成
功
し
ま
し
た
。

当
施
設
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
キ
ッ
ズ

ク
ル
ー
ズ
船
「
弁
天
」
に
つ
い
て
も
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
全
国
か
ら

４
０
０
万
円
以
上
の
支
援
を
集
め
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
成
功
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
は
、

約
３
０
０
０
個
の
木
の
た
ま
ご
の
中
に
子

ど
も
が
入
っ
て
遊
ぶ
人
気
遊
具
「
木
の
た

ま
ご
プ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
木

の
た
ま
ご
を
市
民
み
ん
な
で
作
ろ
う
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
と
教
育
委
員
会

と
深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
が
協
力
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
が
、
長
門
市

で
は
養
鶏
業
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、「
た

ま
ご
型
」
を
提
案
し
、
教
育
委
員
会
が
市

内
小
中
学
校
に
声
を
か
け
、
木
育
の
授
業

と
し
て
木
の
た
ま
ご
作
り
を
行
い
、
木
に

触
れ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
授

業
に
は
「
人
と
木
」
の
会
員
が
多
数
参
加

し
、
児
童
生
徒
と
触
れ
合
い
な
が
ら
木
育

を
広
め
、
地
元
企
業
の
深
川
養
鶏
農
業
協

同
組
合
の
協
賛
金
に
よ
る
支
援
を
い
た
だ

く
な
ど
、多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小
中
学
校
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
祭
り
な
ど
各
地
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
実
施
し
、
約
３
０
０
０
個
の

木
の
た
ま
ご
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
っ
た
「
木
の
た

ま
ご
」
に
は
参
加
者
の
名
前
が
刻
印
さ
れ

て
お
り
、
長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
遊
び

に
来
た
と
き
に
自
分
の
作
っ
た
「
木
の
た

ま
ご
」
を
探
す
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

運
営
に
つ
い
て
も
、
公
設
民
営
と
し
て

持
続
可
能
な
自
立
運
営
を
目
指
し
、
東
京

お
も
ち
ゃ
美
術
館
監
修
の
も
と
、
施
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
、
経
営
計
画
の
策
定
、
料
金

の
設
定
、
ス
タ
ッ
フ
雇
用
な
ど�

を
「
人
と

木
」
と
連
携
し
て
計
画
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
長
門
お
も

ち
ゃ
美
術
館
が
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の

姉
妹
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
か
ら
始
ま
っ
た

木
育
の
取
り
組
み
で
す
が
、
公
民
連
携
で

進
め
た
こ
と
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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Β
࢝
·
Δ
஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
Ổ

ެ
ຽ
࿈
ܞ
ʹ
Α
Δ
໦
ҭ
ਪ
ਐ
の
औ
Γ
૊
Έ

ɹ
஍
ํ
૑
ੜ
΁
Ổ
΢
ỽ
υ
ε
λ
ồ
τ
એ
ݴ

ࢁ
ޱ
ݝ
௕
໳
ࢢ

長
門
市
経
済
観
光
部

農
林
課
林
務
係
主
査

木のたまごプール

長門おもちゃ美術館内観
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全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
特
色

一
般
研
修
で
は
、
多
彩
な
外
部
講
師
を

招
い
た
座
学
の
ほ
か
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
研
修
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
演
習
を
大
幅
に
取
り
入
れ
、

専
門
家
、
行
政
・
民
間
の
実
践
家
な
ど
の

多
様
な
講
師
陣
が
実
践
を
重
視
し
た
研
修

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
首
都
圏

に
お
け
る
地
域
づ
く
り
団
体
等
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
（
福
祉
、
観
光
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
、
地
域
お
こ
し
等
）
に
つ
い
て
現
地

を
訪
問
し
実
践
者
か
ら
講
義
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
５
人
の
主
任
講
師
に
よ
る
少
人

数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
講
し
、
塾
生
各

自
が
地
域
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
調
査
・

研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
を

修
了
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
ご
と
に
全
国
の
先
進
地
に
赴
く

「
先
駆
的
地
域
づ
く
り
現
地
調
査
」（
年
１

回
）
も
実
施
し
て
お
り
、
き
め
細
か
い
指

導
に
よ
り
「
考
え
る
力
」
を
養
い
ま
す
。

そ
の
他
、
研
修
修
了
後
も
修
了
者
の
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
、
各
期

を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
た

め
、
毎
年
、
修
了
者
研
修
会
（
東
京
で
開

催
）
や
修
了
者
情
報
交
換
会
（
全
国
５
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催
）
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
第
31
期
塾
生
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
！

募
集
要
領

○
募
集
締
切
：
平
成
31
年
１
月
18
日
（
金
）

○
研
修
地
：
東
京
都
内
、
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
（
千
葉
県
）
等

○
研
修
内
容
：
一
般
研
修
（
全
７
回
：
５

月
上
旬
〜
翌
年
２
月
上
旬
、
う
ち
１
回

は
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
合
宿
研

修
）、
先
駆
的
地
域
づ
く
り
現
地
調
査
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
特
別
研
修

○
定
員
：
40
名

○
対
象
者
：
地
方
公
共
団
体
職
員
で
、
所

属
団
体
の
長
の
推
薦
が
あ
る
者
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る

者
や
農
協
・
商
工
会
・
第
３
セ
ク
タ
ー

等
職
員
で
、
市
区
町
村
長
の
推
薦
の
あ

る
者

○
応
募
書
類
：
①
参
加
申
込
書
②
塾
生
応

募
者
経
歴
書
③
応
募
に
向
け
て
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
④
小
論
文
（
千
字
程
度
）

　
（
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
を
参
照
）

○
受
講
費
用
：
教
材
費
や
受
講
料
は
無
料
、

研
修
地
（
現
地
調
査
先
・
先
駆
的
地
域

づ
く
り
現
地
調
査
先
を
含
む
）
ま
で
の

往
復
旅
費
・
宿
泊
費
等
は
自
己
負
担
ま

た
は
派
遣
元
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
後
援
（
予
定
）：
総
務
省　

内
閣
府

○
問
合
わ
せ
先
：
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー　

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成

課

　

電
話　

０
３

−

５
２
０
２

−

６
１
３
５

　

メ
ー
ル　

leader2@
jcrd.jp

※
詳
細
・
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w
.jcrd.jp/

講義の様子

グループワークの様子

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
斬
新
か
つ
大
胆
な
発
想
の
で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
研
修
と
し
て
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」（
塾
長
：

大
森
彌
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

広
い
視
野
と
深
い
見
識
、
卓
越
し
た
想
像
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
、
常
に
問
題
意
識

と
確
固
た
る
使
命
感
を
持
ち
、
積
極
的
・
主
体
的
に
行
動
で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
平
成
元
年
に
始
ま
り
、
来
年
度
で
úø
年
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
課

全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
　
塾
生
募
集
中
！
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岩
見
沢
市
は
、札
幌
市
や
新
千
歳
空
港
か
ら
約
40
㌔
に
位
置
し
、

北
海
道
内
を
結
ぶ
主
要
国
道
や
鉄
道
網
を
背
景
に
、
周
辺
産
炭
地

か
ら
産
出
さ
れ
る
石
炭
や
農
産
物
等
に
関
す
る
北
海
道
物
流
の
結

節
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
面
積
（
４
万
８
１
０
２
㌶
）
の
42
％
を
農
地
が
占

め
、
広
大
で
肥
沃
な
土
地
と
石
狩
川
水
系
の
豊
富
な
水
資
源
を
活

か
し
、
北
海
道
内
最
大
の
作
付
面
積
で
あ
る
水
稲
を
は
じ
め
、
小

麦
や
大
豆
、
玉
葱
な
ど
を
中
心
と
し
た
国
内
有
数
の
食
料
供
給
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
転
換
や
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
に
伴
い
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
も

急
速
に
進
ん
で
い
る
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
や
経
済
活
性
化
対
策

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
従
前
よ
り
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
る
市
民
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の

礎
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
全
国
の
基
礎
自
治
体
に
先
駆
け
て
20
年

以
上
前
に
整
備
を
行
っ
た
自
営
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
は
じ
め
、
市
内

２
カ
所
で
稼
働
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
関
連
企
業
の
創
業
や
進

出
、
地
元
就
業
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
施
設

な
ど
の
充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
で
す
。

当
市
の
特
徴
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
背
景
に
、
教

育
や
医
療
、
防
災
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す
る
様
々
な
分
野
で
の

利
活
用
を
推
進
し
て
お
り
、
小
学
生
の
登
下
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「（
Ｉ
Ｃ
タ
グ
活
用
型
）
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
本
年
５

月
現
在
で
全
児
童
の
95
・
７
％
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
市

民
に
「
安
心
感
が
高
ま
っ
た
」
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
分
野
で
の
活
用
も
精
力
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て
中
の
女
性
や
障
が
い
を

持
た
れ
て
い
る
方
で
も
容
易
に
就
業
を
可
能
と
す
る
「
在
宅
就
業

（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
研
修
」
を
実
施
し
て
お
り
、
既
に
１
０
０
人
を

超
え
る
市
民
が
個
人
事
業
主
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
農
業
」
に
お
い
て
は
、

国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
野
口
伸
教
授
と

の
協
調
の
も
と
、
生
産
性
向
上
や
農
作
物
の
高
位
平
準
化
、
匠
の

技
の
継
承
な
ど
の
具
現
化
を
目
的
に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
地
域

実
装
に
関
す
る
検
証
・
普
及
支
援
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
市
内
13
カ
所
に
設
置
し
た
気
象
観
測

装
置
で
得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
基
に
、
農
作
業
の
最
適
化
に

資
す
る
各
種
予
測
情
報
を
配
信
す
る
ほ
か
、
市
内
３
カ
所
に
設
置

し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
︲
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に
対
し
誤

差
数
セ
ン
チ
程
の
高
精
度
測
位
情
報
を
配
信
し
て
お
り
、
作
業
時

間
の
短
縮
や
農
業
資
材
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
具
体
的
成
果
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
を
加
速
す
べ
く
、
今
年
８

月
に
は
内
閣
府
の
「
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業
」
に
選
定
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
関
係
省
庁
に
ご
支
援
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入
促
進
を
は
じ
め
、
地
域
農
業

の
持
続
性
確
保
に
向
け
た
環
境
形
成
を
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
農
」
に
関
す
る
取
り
組
み
に
加
え
、
北
海
道
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ�

ｏ
ｆ�

Ｉ
ｎ�ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

「
食
と
健
康
の
達
人
」
拠
点
へ
の
参
画
の
も
と
、「
健
康
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
新
た
な
施
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
28
年
６
月
に
は
、（
特
非
）
健
康
経
営
研
究
会
よ
り
自
治

体
初
と
な
る
「
健
康
経
営
都
市
宣
言
」
の
認
定
を
受
け
、
健
康
に

関
す
る
産
業
や
雇
用
の
創
出
、
地
元
農
産
品
を
活
用
し
た
健
康
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
な
ど
、
産
学
官
民
の
協
働
を
基
に
「
農
・
食
・
健
康
」

の
連
動
、
い
わ
ゆ
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
促
進
に
関
す
る
戦
略
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

岩
見
沢
市
が
取
り
組
む
こ
の
よ
う
な
地
方
創
生
施
策
、
そ
の
全

て
の
基
点
は
「
市
民
」
で
す
。
今
後
も
、「
市
民
」
と
企
業
や
大
学
、

自
治
体
等
が
共
感
し
、
互
い
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し
な
が
ら
、
将

来
の
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る
「
人
と
緑
と
ま
ち
が
つ
な
が
り　

と

も
に
育
み
未
来
を
つ
く
る
健
康
経
営
都
市
」
の
具
現
化
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北海道岩見沢市長 松野　哲

ICT環境など地域特性で
未来を拓く岩見沢
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民間同士の協創による「移住定住」を促進
―JTB×ディップの移住定住促進プログラム―

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
聞
い
て
皆
様
は
や
は
り
、
旅

行
会
社
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
法
人
事
業
に
お
け
る
地
域

交
流
事
業
を
成
長
部
門
と
位
置
付
け
、
従

来
か
ら
進
め
て
い
る
全
国
47
都
道
府
県
の

主
要
拠
点
で
行
っ
て
い
る
47
Ｄ
Ｍ
Ｃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。お

客
様
と
共
に
歩
ん
だ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

１
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
培
っ
た
、
人
と

人
と
を
結
び
つ
け
る
力
。
こ
れ
を
全
国
の

地
方
公
共
団
体
・
観
光
関
連
事
業
者
、
企

業
な
ど
と
共
に
旅
の
チ
カ
ラ
を
活
用
し
た

地
域
資
源
の
魅
力
を
育
て
、
様
々
な
交
流

を
創
造
し
な
が
ら
、
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
創
出
し
て
い
く

中
で
、
バ
イ
ト
ル
の
Ｃ
Ｍ
で
有
名
な

デ
ィ
ッ
プ
株
式
会
社
（
以
下
、デ
ィ
ッ
プ
）

と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
協
創
で
移
住
定
住
促
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
い
た
し
ま
し
た
。こ
こ
で
、

簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

デ
ィ
ッ
プ
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
正
規

雇
用
の
職
業
紹
介
を
ド
メ
イ
ン
（
事
業
領

域
）
と
し
た
企
業
で
あ
り
、
多
く
の
非
正

規
雇
用
者
を
ユ
ー
ザ
ー
（
以
下
、
ユ
ー

ザ
ー
）
と
し
て
抱
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

東
京
一
極
集
中
の
傾
向
に
対
し
、
地
方
創

生
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
構

想
を
練
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
全
国
に
拠
点

を
構
え
て
い
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
、
地
方
創
生
の

重
要
政
策
で
あ
る
移
住
定
住
促
進
に
つ
い

て
、
共
同
で
事
業
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
地
方
公
共
団
体
の

多
く
は
、
移
住
体
験
イ
ベ
ン

ト
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
集

客
に
は
ど
の
自
治
体
も
苦
慮

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域

交
流
事
業
を
進
め
て
い
る
Ｊ

Ｔ
Ｂ
と
デ
ィ
ッ
プ
の
ユ
ー

ザ
ー
を
対
象
と
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
、
定
住
人
口
減
少

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
地
方

公
共
団
体
に
提
供
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
全
国
の

地
方
公
共
団
体
へ
の
営
業
網
、
地
域
資
源

開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
デ
ィ
ッ
プ
の
ユ
ー

ザ
ー
の
移
住
ニ
ー
ズ
、
自
治
体
の
集
客
の

悩
み
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
解
決
を
図
る

取
り
組
み
で
す
。

２
０
１
７
年
、
茨
城
県
笠
間
市
と

デ
ィ
ッ
プ
な
ど
が
進
め
る
移
住
促
進
に
係

る
共
同
研
究
に
連
携
す
る
形
で
、
以
下
の

移
住
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
１
）
日
本
一
の
栗
の
産
地
づ
く
り
に
つ

な
が
る
体
験
イ
ベ
ン
ト

（
２
）
教
育
や
医
療
、
実
際
の
生
活
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
子
育
て
世
代
向
け
の

移
住
体
験
イ
ベ
ン
ト

（
３
）
笠
間
市
の
独
身
男
性
と
東
京
圏
の

女
性
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
（
４
）
酒
蔵
見
学
・
観
光
・
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
交
流
を
楽
し
む
移
住
体
験
イ
ベ

ン
ト
、
等

い
ず
れ
も
デ
ィ
ッ
プ
の
ユ
ー
ザ
ー
に
イ

ベ
ン
ト
の
告
知
を
す
る
と
即
日
完
売
。
定

員
に
対
し
平
均
で
約
８
倍
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。本
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
性
別
や
年
齢
、
居
住
地
等
を

セ
グ
メ
ン
ト
（
区
分
）
で
き
る
こ
と
で
、

地
方
公
共
団
体
の
求
め
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
訴
求
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

株式会社 JTB移住・定住
サポート事務局　マネージャー ਂҪɹ७࢘

株式会社JTB + ディップ株式会社まちづくりコラボ

移住定住促進サポートプログラム
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こ
の
強
み
を
全
国
に
展

開
す
る
こ
と
で
、
現
在
、

政
府
が
進
め
て
い
る
地
方

創
生
の
大
き
な
政
策
で
あ

る
「
移
住
定
住
促
進
」
に

寄
与
で
き
る
と
考
え
、
関

東
近
県
の
地
方
公
共
団
体

に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、

２
０
１
７
年
度
は
茨
城

県
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、

静
岡
県
の
７
市
が
移
住
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
定

員
を
は
る
か
に
超
え
る
応

募
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た

方
々
と
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
、
現
在

も
移
住
相
談
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
続
い
て
い

る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
を
も
と
に
全
国
の
地

方
公
共
団
体
へ
本
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

介
す
る
た
め
、「
移
住
定
住
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
、
２
０
１
８
年
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
全
国
８
会
場
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
約
１
０
０
の
地
方
公
共
団
体
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
移
住
定
住
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
旅
の
チ
カ
ラ
を
通
じ
た
地
方
創
生

に
資
す
る
取
り
組
み
と
考
え
て
お
り
、
全

国
に
観
光
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う

地
域
資
源
の
開
発
を
担
当
し
て
い
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
配
置
し
47
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を

推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
地
方
公

共
団
体
や
地
域
の
方
と
一
緒
に
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
訪
問
・
移
住
の
き
っ
か
け
を

ご
提
供
し
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

本
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
、
地
方

公
共
団
体
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
を

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
で
、
地
方

創
生
の
一
翼
を
担
い
、
少
し
で
も
地
域
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
交
流
創
造
事
業
を
ド
メ

イ
ン
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
な
る
地
域
課

題
や
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
・
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

栗選果場の見学 栗拾い体験

地元農家の訪問

栗のスイーツ作り体験
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特　集 地域の担い手を育む

11

レギュラーリポート

 ��  地域創生時代におけるもう一つの働き方改革 杉岡秀紀（福知山公立大学地域
経営学部准教授 ）

 �� 北海道石狩市 地域の担い手確保に向けた新たな挑戦 河田寛史

 �� 埼玉県草加市 「福祉ＳＯＳゲーム」で地域福祉の担い手育成 神尾　平

 �0� 福井県鯖江市 新しい価値や未来を担うＩＴ人材を創出 中村正一

 ��  地域づくり活動を自らの手で企画し、実践できる人財の育成 三宅啓之（総務省地域自立応援課人材力活性化・
連携交流室　地域支援専門官 ）

基調論文

副基調論文

移住・定住・交流推進支援事業　群馬県下仁田町
女性が輝けるライフスタイルの提案
 松本秀信

地方創生実践塾　埼玉県秩父市
秩父に学ぶ「地域ブランド」の作り方
 井上正幸

地方創生実践塾　群馬県富岡市
まちづくりメディアラボ
 谷中修吾

平成30年度土日集中セミナー
地域とつくる「教育の仕組みづくり」
地方創生へ―ウッドスタート宣言　山口県長門市
公民連携による木育推進の取り組み
 永尾和彦

  グラビア

��� 都道府県漫遊 【千葉県】
ද3 手前みそですが… 【群馬県上野村】

��

��

�0

広報室だより
全国地域リーダー養成塾　塾生募集中！
ट長のࢥい
ICT 環境など地域特性で未来を拓く岩見沢

松野　哲（北海道岩見沢市長）

まちづくりコラボ　株式会社 JTB + ディップ株式会社
民間同士の協創による「移住定住」を促進
 深井純司

��

��

��

��

�3

●北海道更別村 学びたい大人の社会塾「熱中小学校」 亀井秀樹
●宮城県石巻市 水産業の未来の担い手を育成 島本幸奈
●山形県遊佐町 選挙で選ばれた少年町長・少年議員で少年議会を開催 佐藤大智
●三重県 産学官連携による「農業ビジネス人材」の育成 野末　光
●滋賀県草津市 外国人を「機能別消防団員」に任命 小林　魁
●京都府京都市 伝統産業を未来へとつなぐ担い手支援 大江將仁
●島根県松江市 市民大学の学びを通した地域の担い手の育成 和田森洋一
●高知県四万十町 複合経営で中山間地域の農業後継者を育成 畦地履正
●鹿児島県 焼酎の語り部になって鹿児島の魅力を発信  髙峯和則

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

表
紙

神
秘
の
湖
沼
「
五
色
沼
」

（
福
島
県
北
塩
原
村
）

２
０
１
６
年
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
一

つ
星
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
正
確
に
は
「
五
色
沼
湖
沼

群
」
と
言
い
、
毘
沙
門
沼
、
赤
沼
、
み
ど
ろ
沼
、
竜
沼
、

弁
天
沼
、
る
り
沼
、
青
沼
、
柳
沼
な
ど
の
数
多
く
の
湖

沼
の
総
称
で
す
。
沼
に
よ
っ
て
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
、
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
、
エ
メ

ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
、
パ
ス
テ
ル
ブ
ル
ー
と
色
が
違
う
不
思

議
な
場
所
で
「
神
秘
の
湖
沼
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
青
沼
は
自
然
が
作
り
出
し
た
も
の
と
は
思
え
な
い

綺
麗
な
色
で
、
見
る
人
を
感
動
さ
せ
ま
す
。

５
つ
の
沼
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
色
彩
を

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
五
色
沼
」
と
い
う
名
前
が
つ
き

ま
し
た
。
色
が
異
な
る
要
因
は
、
天
候
や
季
節
、
見
る

角
度
、
水
中
に
含
ま
れ
る
火
山
性
物
質
な
ど
に
よ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

湖
沼
の
周
辺
で
は
、雪
解
け
後
の
芽
吹
き
前
の
森
や
、

落
葉
後
の
森
の
中
で
、
小
鳥
た
ち
を
見
つ
け
や
す
く
な

る
た
め
、
野
鳥
観
察
が
楽
し
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
裏
磐
梯
観
光
協
会

 

（
０
２
４
１
‐
３
２
‐
２
３
４
９
）

 

（
写
真
提
供
＝
裏
磐
梯
観
光
協
会
）

（
福
島
県
北
塩
原
村
）

平
成
30
年
７
月
、
長
さ
13
・
６
㍍
、
重
さ
５
・
２
㌧
の

大
し
め
縄
を
制
作
、
出
雲
大
社
神
楽
殿
へ
の
取
り
付
け

を
行
い
ま
し
た
。
出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大
し
め
縄
は
日

本
最
大
級
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
し
め
縄
は

古
く
か
ら
、
出
雲
大
社
と
ゆ
か
り
の
深
い
島
根
県
飯
南

町
で
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
無
月
、
全
国
の
神
々
は

出
雲
大
社
へ
集
合
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
神
々
は
ま

ず
、
飯
南
町
に
あ
る
琴
引
山
へ
降
臨
し
た
後
、
出
雲
大

社
へ
お
入
り
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
制
作

さ
れ
た
大
し
め
縄
は
、
は
で
干
し
米
の
ワ
ラ
、
ま
た
、

し
め
縄
づ
く
り
専
用
に
育
て
ら
れ
た
赤
穂
も
ち
と
い
う

青
刈
り
ワ
ラ
を
、
お
よ
そ
１
・
５
㌶
分
使
用
し
、
１
年

の
歳
月
と
、
延
べ
８
０
０
人
の
町
民
に
よ
り
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

飯
南
町
は
、
こ
う
し
た
大
し
め
縄
の
制
作
技
術
の
伝

承
と
「
日
本
一
大
し
め
縄
の
里
飯
南
町
」
を
掲
げ
た
観

光
誘
客
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
に
「
飯
南
町
大
し

め
な
わ
創
作
館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。
大
し
め
な
わ
創

作
館
で
は
、
全
国
か
ら
依
頼
の
あ
る
神
社
等
の
大
し
め

縄
の
制
作
風
景
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
職
人
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
手
づ
く
り
し
め
縄
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課

（
０
８
５
４
‐
７
６
‐
２
２
１
４
）

（
写
真
提
供
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課
）

੨প

上野村は、群馬県の南西端に位置し、
西は長野県佐久地方と、南は埼玉県

秩父地方と接している、神流川の源流に
あたる地域です。人口約1200人と群馬県
で最も人口の少ない自治体ですが、「小さ
くても輝く村」をキーワードに、これま
で物産・観光資源の開発を通じて経済産
業の振興を図ってきました。
当村は面積の約95％が森林であることから、近年は木質バイオマス利用に着目し、ペレット工場、バイオマス発電施設等
を導入・運用しています。関連産業の雇用を生みつつ、持続可能な経済・エネルギー循環を作ることで、安心して暮らせる自
立した山村の構築に向けた取り組みを進めています。
また、村を取り囲む急峻な山々は自然度が高く、ヤシオツツジ、ヒカゲツツジ、サラサドウダンなどのツツジ類、アヅマシ
ャクナゲ、シオジ原生林、ブナ林や野生の福寿草など、見どころに溢れています。森林セラピーやウォーキングなど、自然体
験イベントも開催しており、訪れる方々の目と心を癒してくれます。

█空から見た上野スカイブリッジと紅葉
写真左上に神流川と勝山集落、中央周辺が、上野村スカイブリッジ、まほーばの森、不
二洞などを含む「天空回廊エリア」です

自
然
と
生
き
る

　上
野
村

█特産品を使ったお菓子
上野村産十石みそやプラム、
イチゴ等を使った菓子も作っ
ています。写真の他に道の駅
で販売中のみそソフトクリー
ムもあり、臭みがなく、味噌
の塩味と餡やクリームの甘み
が絶妙なバランスでおすすめ
です

█上野村自慢の特産品
左上から時計回りに、「十石み
そ」（麦味噌）、「十石しいたけ」

（完全無農薬）、様々な木工作家
達による木工品、「いのぶた肉」

（猪と豚の掛合せ）。いずれも上
野村の歴史や風土を活かした自
然にも体にも優しい品々です

█十石ペレット
村内のペレットボイラー、ペレッ
トストーブ、バイオマス発電施設
に供給している木質ペレットです。
村内のエネルギー循環を支えるだ
けでなく、一般向けにも販売して
います

上野村

群
馬
県

237

█
不
二
洞

全
長
約
２
．２
km
で
、
群
馬
県
天
然
記
念
物
に
も

指
定
さ
れ
た
、
関
東
最
大
級
の
鍾
乳
洞
で
す
。
上

野
村
で
は
、
石
灰
岩
・
チ
ャ
ー
ト
か
ら
な
る
洞
窟

や
岩
峰
が
広
が
り
、
特
有
の
深
く
険
し
い
景
観
を

形
作
っ
て
い
ま
す

█ノルディックウォーク in 上野村
桜の時期にノルディックウォーク、7 月にはサマーフェスティ
バル、10 月にはふるさと祭りなど、四季折々の自然と調和
した行事を開催しています

█まほーばの森／フォレストアドベンチャー
コテージやキャンプ場、フォレストアドベン
チャーが楽しめるアウトドアスポット。森を生
かしながら活用している、環境に配慮した安ら
ぎ空間です
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地域の担い手を育む

北海道更別村（p８-９）
大人の社会塾「熱中小学校」の入学式。現在第３期生として10代
から80代まで153人が在籍

2
北海道石狩市（p６-７）

クラウドソーシング石狩チーム研修の様子
1

●1
●2

●3

●5

●4

山形県遊佐町（p12-13）
第2回少年議会（一般質問・政策提言）の様子
4

宮城県石巻市（p10-11）
TRITON SCHOOLでは漁師になるために必
要な基礎スキル「ロープワーク」を教わります

3

福井県鯖江市（p16-17）
さばえカニロボットを組み立てる小学生たち
6 埼玉県草加市（p14-15）

地区社会福祉協議会で福祉SOSゲームを実施（出前講座）
5

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
（
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

総
務
省
で
は
、
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
民
間
専
門
家
や
先
進
市
町
村
で
活
躍

し
て
い
る
職
員
な
ど
を
外
部
専
門
家
（
地
域
力
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
登
録
し
、
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
と
し
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
、
一
定
期
間
、
登
録
さ

れ
た
専
門
家
を
招
へ
い
し
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
助
言
を

得
た
場
合
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
の
対

象
と
な
る
、
外
部
専
門
家
制
度
を
設
け
、
地
域
に
お
け
る

外
部
人
材
の
活
用
を
支
援
し
て
い
る
。

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
登
録
を
開
始

し
、
平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
で
計
３
７
０
人
・
組
織
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
３
８
４
団
体
に
お

い
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

▽
市
直
営
の
ワ
イ
ン
製
造
施
設
運
営
に
関
し
、
製
造
す
る

ワ
イ
ン
の
品
質
向
上
及
び
販
売
増
進
を
図
る
た
め
に
、
醸

造
技
術
や
商
品
開
発
指
導
に
活
用
し
た
事
例
▽
地
元
高
等

学
校
の
魅
力
向
上
に
お
い
て
、
実
績
の
あ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
た
事
例
▽
地
域
運
営
組
織
が
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

し
、
営
業
の
専
門
知
識
や
人
脈
と
経
験
を
い
か
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
大
都
市
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、
販
路
を
拡
大
し
た
事

例
、
な
ど
が
あ
る
。

課
題

か
つ
て
、
人
財
塾
修
了
生
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
・

問
題
点
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
多
く
寄

（
２
）
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

条
件
不
利
地
域
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
三

大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業
等
の
社
員
を
一
定
期
間

受
け
入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
、
地
域
独

自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
し

て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
平
成
29
年
度
に
は
、
50
市
町

村
に
お
い
て
57
人
の
地
域
お
こ
し
企
業
人
が
、従
事
し
た
。

観
光
分
野
の
専
門
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
観
光
連
携

組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光
協
会
等
）
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
、
閑
散
期
の

誘
客
対
策
な
ど
、
観
光
分
野
で
の
活
動
事
例
や
、
営
業
の

専
門
知
識
や
人
脈
と
経
験
を
い
か
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
大
都
市
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、販
路
を
拡
大
す
る
な
ど
シ
テ
ィ
ー

せ
ら
れ
た
。

「
地
域
づ
く
り
活
動
に
割
く
時
間
が
な
い
」「
業
務
以
外

で
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
余
裕
が
な
い
」「
活

動
に
か
け
る
資
金
が
な
い
」「
一
緒
に
活
動
す
る
人
が
年
々

減
少
し
て
い
る
」「
後
継
者
が
い
な
い
・
若
手
の
人
材
不

足
」「
専
門
的
知
識
の
不
足
」「
地
域
づ
く
り
活
動
の
手
法

が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
関
わ
る
方
々

の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
、
地
域
の
担
い
手
を
育

成
す
る
上
で
、
対
策
を
考
え
て
お
く
必
要
の
あ
る
課
題
で

も
あ
る
。

お
わ
り
に

「
地
域
力
創
造
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
よ
る
「
最

終
取
り
ま
と
め
」
が
出
さ
れ
て
８
年
、「
全
国
地
域
づ
く

り
人
財
塾
」
が
始
ま
っ
て
７
年
が
経
過
し
た
。
一
定
数
の

地
域
づ
く
り
に
志
を
持
つ
人
財
を
育
成
し
、
地
域
の
担
い

手
と
な
る
「
地
域
づ
く
り
人
」
が
、
全
国
各
地
域
に
根
付

い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

飯
盛
教
授
の
言
葉
を
お
借
り
す
る
と
、「
地
域
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
最
終
取
り
ま
と
め
」

に
お
い
て
も
、「
地
域
の
活
性
化
に
は
、
人
材
力
の
強
化
」

と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、「
人
財
塾
」
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
担
い

手
育
成
、
人
材
力
の
強
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
各
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
か
れ
て
も
、
地
域
住
民

の
方
々
は
も
と
よ
り
、
人
財
塾
修
了
生
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
方
な
ど
と
の
協
力
の
も
と

に
、
次
の
地
域
の
担
い
手
、「
地
域
づ
く
り
人
」
を
育
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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滋賀県草津市（p20-21）
草津市在住の外国人が機能別消防団員として消火訓練に参加
8

三重県（p1�-1�）
塾生が雇用型インターンシップ受入法人（（株）浅井農園）で指導
を受けている

7

●10

●11

●12

●6

●7
●8

●9

京都府京都市（p22-23）
伝統産業で障害者を新たな担い手に。障害を持
つ方の作業風景

9島根県松江市（p24-25）
まつえ市民大学の活動の一つ「松江水燈路」での
「行灯づくりの店」。来店者でにぎわっています

10

高知県四万十町（p26-27）
研修風景。実際に一番茶の刈慣らしをしている所
11鹿児島県（p2�-2�）

「焼酎マイスター養成コース」のカリキュラムの一つ「唎酒」
12



特 集
は
じ
め
に

先
の
ୈ
１
９
̒
回
通
ৗ
国
会
で
最
も
஫
໨
さ
れ
た
法
Ҋ

は
「
働
き
方
վ
ֵ
関
連
法
Ҋ
」
で
あ
っ
た
。
ຊ
法
Ҋ
の
ϙ

イ
ン
ト
は
࢒
業
時
間
の
上
ݶ
ن
制
、
同
一
࿑
働
同
一
௞
金

の
導
入
、
高
度
プ
ロ
ϑ
ỻ
ッ
シ
ョ
φ
ϧ
制
度
の
創
設
の
３

点
で
あ
る
。
֬
か
に
こ
れ
ら
は
い
ͣ
れ
も
ॏ
要
な
࿦
点
で

あ
る
。
た
だ
し
、
ຊ
法
Ҋ
を
८
っ
て
「
こ
れ
は
働
か
せ
方

վ
ֵ
で
は
ʁ
」
と
の
ᎏ
᎐
が
あ
っ
た
よ
う
に
、今
回
の
「
働

き
方
վ
ֵ
」
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
経
営
（
࢖
用
）
者
ଆ

か
ら
の
ࢹ
点
が
や
や
৭
ೱ
く
出
て
い
た
よ
う
に
ײ
͡
る
。

す
な
わ
ち
、「
現
場
（
૲
の
根
）」
か
ら
の
ࢹ
点
が
や
や
足

り
な
い
ҹ
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
指
ఠ
は
ຊ
法
Ҋ
に

ݶ
ら
ͣ
、
࢒
೦
な
が
ら
ࡢ
今
の
「
地
方
創
生
」
に
も
౰
て

は
ま
る
。

そ
こ
で
、
ຊ
ߘ
で
は
ま
ͣ
ࡢ
今
の
「
地
方
創
生
」
に
つ

い
て
の
問
題
ఏ
ى
を
行
う
。
次
に
現
行
の「
働
き
方
վ
ֵ
」

の
議
࿦
で
ੈ
間
が
あ
ま
り
஫
໨
し
て
い
な
い
࿦
点
、
す
な

わ
ち
「
地
域
創
生
時
୅
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
働
き
方
վ

ֵ
」
に
つ
い
て
࿦
͡
て
い
く
。
最
後
に
ੵ
み
࢒
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
「
地
方
創
生
」

日
ຊ
創
成
会
議
（
࠲
௕�

増
ా
׮
໵
ࢯ
）
が
̎
０
１
４

年
に
い
わ
Ώ
る
増
ా
Ϩ
ϙ
ー
ト
を
発
ද
し
、
４
年
の
ࡀ
月

が
ྲྀ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
増
ా
Ϩ
ϙ
ー
ト
は
̎
０
４
０
年

に
現
在
の
自
࣏
体
の
໿
൒
数
に
౰
た
る
８
９
̒
の
自
࣏
体

が
ফ
໓
す
る
と
い
う
ি
ܸ
的
な
಺
༰
で
、
全
国
の
自
࣏
体

を
਒
Ꭵ
さ
せ
た
。
政
෎
は
こ
の
Ϩ
ϙ
ー
ト
が
発
ද
さ
れ
た

の
ち
、
໼
継
͗
ૣ
に
地
方
創
生
関
連
法
を
成
ཱ
さ
せ
、
そ

の
後
̎
０
１
４
年
຤
に
は
国
と
し
て
の
「
ま
ち
・
ͻ
と
・

し
͝
と
創
生
総
合
ઓ
ུ
」
及
び
「
人
ޱ
Ϗ
δ
ョ
ン
」
を
発

ද
し
た
。
そ
し
て
、
ཌ
年
に
は
政
෎
の
大
߸
ྩ
の
も
と
、

全
国
の
΄
΅
全
て
の
自
࣏
体
が
国
の
࿮
組
み
に
ଇ
っ
た
地

方
൛
「
総
合
ઓ
ུ
」
と
「
人
ޱ
Ϗ
δ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る

に
ࢸ
っ
た
。

֬
か
に
人
ޱ
減
少
問
題
は
一
つ
の
自
࣏
体
だ
け
で
ղ
ܾ

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ଆ
໘
が
強
く
、
国
Ϩ
ϕ
ϧ
で
の
大

ہ
的
な
対
Ԡ
が
ٻ
め
ら
れ
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
日
ຊ
全

体
の
総
人
ޱ
が
減
少
す
る
த
で
、
ど
こ
か
の
自
࣏
体
の
人

ޱ
が
増
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
ど
こ
か
の

自
࣏
体
の
人
ޱ
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
ҙ
ຯ
す
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
࣏
体
Ϩ
ϕ
ϧ
だ
け
の
取
り
組
み
と

す
れ
ば
、
֬
か
に
自
࣏
体
間
ڝ
૪
を
ઞ
る
݁
Ռ
に
な
る
だ

け
の
ڪ
れ
が
あ
る
。;
る
さ
と
ೲ
税
の
ฦ
ྱ
品
を
८
っ
て
、

ۙ
年
「
都
市

ʵ

地
方
間
」
ま
た
「
地
方

ʵ

地
方
間
」
で
過

౰
ڝ
૪
を
࢈
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
そ
の
最
た
る
ূ
ࠨ
で
あ

ろ
う
。

「
地
方
創
生
」
か
ら
「
地
域
創
生
」
へ

た
だ
し
、
こ
の
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
は
各
方
໘
か

地
域
の
担
い
手
を
育
む

地
域
૑
ੜ
࣌
୅
ʹ
͓
͚
る
΋
͏
Ұ
ͭ
の
ಇ
き
ํ
վ
ֵ

Ổ
自
࣏
体
職
員
が
地
域
の
担
い
手
と
な
る�

、
プ
ロ
Ϙ
ノ
・
෭
業
と
い
う
બ
୒
ࢶ
Ổ

ਿ
Ԭ
　
ल
ل

෱
஌
ࢁ
ެ
立
େ
ֶ
地
域
ܦ
Ӧ
ֶ
෦　

।
ڭ
त
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ら
༷
々
な
൷
൑
が
૬
次
い
だ
。
例
え
ば
、
໌
࣏
大
学
の
খ

ా
੾
ಙ
ඒ
教
授
は
全
国
で
進
み
つ
つ
あ
る
ా
Ԃ
回
ؼ
の
動

き
を
౿
ま
え
、「
೶
ࢁ
村
は
ফ
໓
し
な
い
」
と
い
う
൓
࿦

を
ల
開
し
た
。
ट
都
大
学
౦
ژ
の
ࢁ
Լ
༞
介
।
教
授
（
౰

時
）
ら
は
、
増
ా
Ϩ
ϙ
ー
ト
の
発
ද
さ
れ
た
時
期
と
政
෎

の
い
わ
Ώ
る
「
地
方
創
生
」
ύ
ッ
ケ
ー
δ
の
ݺ
Ԡ
の
ૣ
さ

か
ら
、
Ϩ
ϙ
ー
ト
を
と
り
ま
と
め
た
日
ຊ
創
成
会
議
と
政

෎
と
の
関
܎
を
ٙ
う
見
方
を
ࣔ
し
た
。そ
れ
で
は
こ
の「
地

方
創
生
」の
ど
こ
に
ຊ
質
的
な
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

最
も
見
ಀ
せ
な
い
点
は
そ
の
࿮
組
み
に
あ
る
。
۩
体
的
に

は
、
今
回
の
「
地
方
創
生
」
は
各
自
࣏
体
が
策
定
し
た
政

策
の
よ
し
あ
し
の
൑
அ
や
交
付
金
ֹ
の
ܾ
定
、
そ
の
ධ
価

に
ࢸ
る
ま
で
の
プ
ロ
η
ε
を
׬
全
に
政
෎
が
ओ
導
す
る
࿮

組
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
進
め
方
は

ま
さ
に
த
ԝ
ू
ݖ
へ
の
先
૆
ฦ
り
で
あ
り
、
̎
０
０
０
年

の
地
方
分
ݖ
一
ׅ
法
の
झ
ࢫ
を
౿
ま
え
れ
ば
ٙ
問
ූ
を
つ

け
͟
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
こ
と
は
「
地
域
活

性
化
」「
地
域
࠶
生
」「
地
域
づ
く
り
」
な
ど
「
地
域
」
を

ף
す
る
言
葉
が
す
で
に
登
場
し
て
い
る
時
୅
に
も
か
か
わ

ら
ͣ
、「
地
方
」
と
い
う
上
Ґ
Լ
ୡ
を
ҙ
ຯ
す
る
法
཯
用

ޠ
を
そ
の
ま
ま
࢖
用
し
た
と
こ
ろ
に
も
政
෎
の
ຊ
Ի
が
図

ら
ͣ
も
出
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ۙ
年
「
地
方
公
務
員
」
に

対
し
て「
地
域
公
務
員
」と
い
う
֓
೦
が
出
て
き
た
り
、「
地

域
に
ඈ
び
出
す
公
務
員
」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い

う
ݞ
ॻ
き
を
持
つ
人
材
が
増
え
て
き
て
い
る
の
は
प
知
の

と
お
り
で
あ
る
。「
方
」
と
「
域
」。
た
か
が
一
ࣈ
だ
が
、

さ
れ
ど
一
ࣈ
で
あ
る
。「
地
方
」
と
い
う
言
葉
を
࢖
う
か
、

「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
࢖
う
か
に
よ
り
、国
と
地
方
（
地

域
）
の
関
܎
性
を
上
Լ
関
܎
で
見
る
か
、
対
等
関
܎
で
見

る
か
、
そ
の
考
え
方
や
ཱ
ち
Ґ
置
、
ຊ
ؾ
度
が
自
ͣ
と
൑

அ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
総
合
ઓ
ུ
及
び

人
ޱ
Ϗ
δ
ョ
ン
と
ิ
助
金
（
交
付
金
）
が
η
ッ
ト
さ
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
財
政
が
ݫ
し
い
自
࣏
体
か

ら
す
れ
ば
、
޷
Ή
と
޷
ま
͟
る
に
関
わ
ら
ͣ

ਃ
੥
せ
͟
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
現
場

の
自
࣏
体
の
ຊ
Ի
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
今
回
の
「
地
方
創

生
」
は
「
地
方
」
の
創
生
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
地
域
」
ى
点
の
「
創
生
」
に
は
な
っ
て
い

な
い
こ
と
を
վ
め
て
֬
ೝ
す
る
必
要
が
あ

る
。
見
方
を
ม
え
れ
ば
、
自
࣏
財
政
ݖ
が
ҕ

ৡ
さ
れ
て
い
な
い
地
方
分
ݖ
が
い
か
に
不
׬

全
な
も
の
な
の
か
を
「
地
方
創
生
」
が
ূ
໌

し
て
し
ま
っ
た
と
も
ଊ
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ॏ
要
な
の
は
、
あ
く
ま
で
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
創
る
」と
い
う
自
助
・

共
助
に
ج
づ
く
住
民
自
࣏
で
あ
り
、
そ
れ
を
住
民
෱
ࢱ
の

増
進
の
観
点
か
ら
そ
れ
を
支
え
る
地
域
ى
点
の
団
体
自
࣏

で
あ
る
。
こ
の
྆
ྠ
が
ଗ
っ
て
ॳ
め
て
「
地
域
創
生
」
が

ى
動
す
る
と
い
う
こ
と
を
๨
れ
て
は
い
け
な
い
。

そ
こ
で
、
以
Լ
で
は
、
現
場
（
૲
の
根
）
か
ら
地
域
創

生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
一
例
と
し
て
自
࣏
体
職
員
の

も
う
一
つ
の
働
き
方
վ
ֵ
に
着
໨
し
た
い
。

プ
ロ
ボ
ノ
と
自
治
体

自
࣏
体
に
と
っ
て
地
域
創
生
時
୅
に
お
け
る
も
う
一
つ

の
働
き
方
վ
ֵ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
஫
໨
し
た
い
の
が
プ
ロ
Ϙ
ノ
と
෭
業
と
い
う
̎
つ

の
Ω
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ま
ͣ
は
プ
ロ
Ϙ
ノ
か
ら
֓
観
し

て
み
る
。

プ
ロ
Ϙ
ノ
と
は
「
公
共
ળ
の
た
め
に
（QSP�CPOP�

QVCMJDP

）」
と
い
う
ҙ
ຯ
の
ラ
テ
ン
ޠ
で
あ
る
。
ӳ
ޠ
に

直
せ
ば
、GPS�HPPE�QVCMJD

と
な
り
、「
ྑ
い
社
会（
公
共
）

づ
く
り
の
た
め
に
、
自
ら
の
職
業
を
通
͡
て
ഓ
っ
た
ε
Ω

ϧ
や
知
識
を
ఏ
ڙ
す
る
活
動
」
と
定
ٛ
さ
れ
る
。
̎
０
０

４
年
に
日
ຊ
総
合
ݚ
ڀ
所
の
ݚ
ڀ
員
（
౰
時
）
で
あ
っ
た

筆者プロフィール

杉岡 秀紀氏
（すぎおか・ひでのり）

1980 年奈良県生まれ。2003年同志社大学経済
学部卒業、2007 年同大学大学院総合政策科学研
究科博士前期課程修了。専門は公共政策（地域政
策）、地域公共人材論。2003年にまちづくりNPO
「きゅうたなべ倶楽部」を主宰。その後、内閣官房
行政改革推進本部事務局、（一財）地域公共人材
開発機構事務局、京都府立大学公共政策学部講師
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主な著書（共著）は「地域公共人材をつくる」「地
域力再生とプロボノ」「合併しなかった自治体の実
際」など。

『地域力再生とプロボノ』（公人の友社、2015）
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ࠧ
ե
生
അ
ࢯ
が
ถ
国
の
プ
ロ
Ϙ
ノ
と
い
う
֓
೦
を
わ
が
国

に
紹
介
し
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
の
専
門
（
஥
介
）
団
体
「
特
定
ඇ

営
利
活
動
法
人
α
ー
Ϗ
ε
グ
ラ
ン
ト
」
を
ཱ
ち
上
͛
た
こ

と
が
ܖ
ػ
と
な
り
̎
０
１
０
年
લ
後
か
ら
ٸ
଎
に
޿
ま
っ

た
。
た
だ
し
、
元
々
は
ห
ޢ
࢜
や
࢘
法
ॻ
࢜
の
方
々
が
年

に
数
े
時
間
、
ແ
ঈ
で
૬
ஊ
に
の
る
活
動
が
プ
ロ
Ϙ
ノ
の

ᅘ
໼
で
あ
り
、
実
は
わ
が
国
で
も
࢛
൒
ੈ
ل
以
上
の
஝
ੵ

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
૤
ք
に
ݶ
ら
れ
た
ڱ
ٛ
の
プ

ロ
Ϙ
ノ
が
ଞ
分
野
に
も
ਫ
平
ల
開
（
Ԡ
用
）
さ
れ
、
̣
Ｐ

Ｏ
や
地
域
活
動
団
体
へ
の
支
援
を
த
৺
と
す
る
社
会
ߩ
ݙ

型
の
プ
ロ
Ϙ
ノ
へ
と
޿
ٛ
化
（
ঢ
՚
）
し
た
と
見
る
方
が

ਖ਼
֬
な
ཧ
ղ
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
プ
ロ
Ϙ
ノ
の

ී
及
に
よ
り
、
従
དྷ
の
お
金
だ
け
の
寄
付
や
、
専
門
性
の

ऑ
い
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
۠
別
さ
れ
た
高
付
Ճ
価
値

の
社
会
ߩ
ݙ
活
動
が
஫
໨
さ
れ
、
̣
Ｐ
Ｏ
や
地
域
活
動
団

体
で
๡
し
い
人
的
資
ݯ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ࠀ
෰
で
き
る
一
つ

の
手
ஈ
が
֬
อ
さ
れ
る
に
ࢸ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ࡢ
今
、
自
࣏
体
に
お
い
て
も
プ
ロ
Ϙ
ノ
を

取
り
入
れ
る
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
。都
ಓ
෎
ݝ
で
言
え
ば
、

ਆ
ಸ
઒
ݝ
や
ژ
都
෎
、
޿
ౡ
ݝ
、
ௗ
取
ݝ
、
ࠤ
լ
ݝ
な
ど
、

市
町
村
で
い
え
ば
、
大
ࡕ
෎
大
ࡕ
市
、
ಸ
ྑ
ݝ
生
ۨ
市
、

ฌ
ݿ
ݝ
๛
Ԭ
市
、
ฌ
ݿ
ݝ
ਆ
ށ
市
、
๺
ւ
ಓ
Լ
઒
町
と
い

っ
た
自
࣏
体
が
導
入
し
始
め
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
ワ
ー
Χ
ー
が
増

Ճ
し
て
い
る
。そ
の
ね
ら
い
は
̣
Ｐ
Ｏ
や
地
域
団
体
支
援
、

地
域
交
ྲྀ
、
人
材
育
成
な
ど
༷
々
で
あ
る
。
ま
た
、
౦
日

ຊ
大
਒
ࡂ
以
߱
は
、
一
自
࣏
体
に
ཹ
ま
ら
ͣ
、
図
ॻ
ؗ
࢘

ॻ
・
ア
ー
Ω
Ϗ
ε
ト
な
ど
専
門
的
知
見
を
活
か
し
た
プ
ロ

Ϙ
ノ
ワ
ー
Χ
ー
も
登
場
し
て
い
る
。

自
治
体
に
よ
る
副
業
活
用
事
例

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
は
自
࣏
体
職
員
に
৽
し
い
社

会
ߩ
ݙ
、৽
し
い
働
き
方
の
Մ
ೳ
性
を
ఏ
ڙ
し
て
く
れ
る
。

た
だ
し
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
は
ج
ຊ
的
に
職
員
の
自
༝
ҙ
志
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
ϑ
タ
ー
ϑ
Ỹ
イ
ブ

や
౔
日
に
ݸ
人
的
に
実
ફ
し
て
い
る
ݶ
り
、
職
場
に
ใ
ࠂ

ٛ
務
も
な
く
、
職
場
と
し
て
も
全
体
を
೺
Ѳ
す
る
こ
と
が

೉
し
い
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
৽

し
い
社
会
ߩ
ݙ
、
৽
し
い
働
き
方
を
さ
ら
に
ଅ

進
す
る
た
め
方
策
と
し
て
、
も
う
一
つ
஫
໨
す

べ
き
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
れ
が
自
࣏
体
に
お

け
る
෭
業
の
ղ
ې
あ
る
い
は
推
進
で
あ
る
。

प
知
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
自
࣏
体
で
は
営
利

໨
的
の
෭
業
や
݉
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務

員
法
ୈ
35
条
が
定
め
る
「
職
務
専
೦
ٛ
務
」
に

ҧ
൓
す
る
ڪ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
ݪ
ଇ
ې
ࢭ
と

す
る
か
、
少
な
く
と
も
ج
४
や
ղ
ऍ
を
ᐆ
ດ
に

し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
活
動
の
担
い
手
不

足
、
Ճ
え
て
、
先
述
の
地
域
に
ඈ
び
出
す
公
務

員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ま
た
地
域
担
౰
職

員
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
の
増
Ճ
、
Կ
よ
り
、
ࡢ
今
の
働

き
方
վ
ֵ
の
議
࿦
を
受
け
、
こ
こ
数
年
で
෩
向
き
が
ٸ
に

ม
わ
っ
て
き
た
。

例
え
ば
ฌ
ݿ
ݝ
ਆ
ށ
市
で
は
、
̎
０
１
７
年
４
月
よ
り

職
員
の
෭
業
推
進
の
た
め
の
独
自
ڐ
Մ
ج
४
を
定
め
た

「
地
域
ߩ
ݙ
Ԡ
援
制
度
」
を
導
入
し
、
職
員
が
一
定
の
ใ

ु
を
得
な
が
ら
地
域
団
体
、
̣
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
活
動
し
や
す

く
し
た
。
市
（
組
織
制
度
課
）
に
よ
れ
ば
「
職
員
の
働
き

方
を
多
༷
化
さ
せ
る
こ
と
で
公
務
に
生
か
し
、
市
民
α
ー

Ϗ
ε
向
上
に
つ
な
͛
る
の
が
ね
ら
い
」だ
と
い
う
。
ま
た
、

同
༷
の
動
き
は
ಸ
ྑ
ݝ
生
ۨ
市
や
三
ॏ
ݝ
໊
ு
市
、
ژ
都

෎
෱
知
ࢁ
市
な
ど
に
も
޿
が
っ
て
い
る
。

۩
体
的
に
は
、
例
え
ば
職
員
が
จ
化
財
อ
ଘ
の
̣
Ｐ
Ｏ

法
人
で
活
動
す
る
（
ਆ
ށ
市
）、
職
員
が
ٳ
日
に
地
域
の

α
ッ
Χ
ー
の
コ
ー
ν
を
務
め
、
月
４
Ỗ
̑
回
ఔ
度
の
指
導

で
１
ສ
ԁ
ఔ
度
の
ใ
ु
を
も
ら
う
（
生
ۨ
市
）、
職
員
が

ٳ
日
を
利
用
し
、
Ϊ
タ
ー
職
人
と
の
ೋ
足
の
わ
ら
͡
を
は

く（
໊
ு
市
）、な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
ൠ
財
団
法
人
地
域
活
性
化
η
ン
タ
ー
と
協
定
を
క
݁
し

て
い
る
ژ
都
෎
෱
知
ࢁ
市
に
お
い
て
は
、
自
࣏
ج
ຊ
条
例

の
施
行
を
受
け
、
̎
０
１
８
年
̑
月
か
ら
、
地
域
に
出
か

け
、
市
民
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
職
員
の
࢟
を

ε
タ
ン
μ
ー
ド
に
す
べ
く
、
ຊ
業
（
公
務
）
を
持
ち
な
が

ら
、
ୈ
̎
の
活
動
を
行
う
৽
し
い
働
き
方
を
推
進
す
る
制

度
を
ߏ
ங
し
た
。
۩
体
的
に
は
、
ใ
ु
を
得
る
活
動
を
ؚ

め
て
ੵ
ۃ
的
に
地
域
活
動
を
঑
ྭ
す
る
制
度
の
導
入
で
あ

る
（
図
１
）。
ま
だ
制
度
化
か
ら
数
Χ
月
し
か
経
っ
て
い

な
い
が
、
市
（
職
員
課
）
に
よ
れ
ば
、
̎
０
１
８
年
９
月

຤
時
点
で
、
ࣸ
ਅ
の
ࡱ
Ө
技
術
を
持
つ
職
員
が
地
元
の
ਆ

社
で
ϑ
Ỽ
ト
ウ
ỻ
デ
ィ
ン
グ
の
ࡱ
Ө
ิ
助
を
す
る
、
専
門

的
知
見
を
持
つ
職
員
が
大
学
で
ඇ
ৗ
ۈ
ߨ
ࢣ
を
受
け
持
つ

日本NPO学会で企画したプロボノセッション（2016）

プロボノに関する勉強会の様子（2017）
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な
ど
、
す
で
に
４
件
の
ਃ
੥
が
あ
っ
た
と
い
う
（
う
ち
̎

件
は
ݕ
౼
த
）。

い
ͣ
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
事
例
は
自
਎
の
専
門
性
を
活

か
す
と
い
う
ҙ
ຯ
で
は
プ
ロ
Ϙ
ノ
活
動
で
あ
り
、
ใ
ঈ
を

得
て
い
る
と
い
う
ҙ
ຯ
で
は
෭
業
を
活
用
し
た
自
࣏
体
職

員
に
よ
る
も
う
一
つ
の
働
き
方
վ
ֵ
と
言
え
よ
う
。
Կ
よ

り
ॏ
要
な
の
は
、
職
員
一
人
ͻ
と
り
が
持
つ
知
識
や
ೳ
力

を
一
組
織
だ
け
で
独
઎
し
な
い
と
い
う
考
え
を
実
ફ
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

ऄ
足
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
域
の
༷
々
な
動
き
を

受
け
、
政
෎
も
今
年
１
月
に
な
っ
て
෭
業
や
݉
業
を
ݪ
ଇ

と
し
て
ೝ
め
る
方
向
で
ݕ
౼
す
る
こ
と
が
ٻ
め
ら
れ
る
と

す
る
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
ද
し
た
。
こ
れ
は
分
ݖ
時
୅
に

૬
Ԡ
し
い
「
地
域
創
生
」
的
な
政
策
ల
開
と
言
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
དྷ
て
ٸ
に
国
、
地
方
（
地
域
）
問
わ

ͣ
、
公
務
員
全
体
に
も
う
一
つ
の
働
き
方
վ
ֵ
が
޿
が
る

֖
વ
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。

積
み
残
さ
れ
た
課
題

こ
こ
ま
で
地
域
創
生
時
୅
に
お
け
る
自
࣏
体
職
員
の
も

う
一
つ
の
働
き
方
վ
ֵ
の
事
例
と
し
て
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
と
෭

業
の
Մ
ೳ
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
લ
進
さ
せ
る
た
め
に
ੵ
み
࢒
さ

れ
た
課
題
に
つ
い
て
৮
れ
て
お
き
た
い
。

１
つ
は
「
制
度
の
自
࣏
体
間
֨
ࠩ
の
ੋ
ਖ਼
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
現
在
は
ま
だ
一
部
の
自
࣏

体
に
よ
る
制
度
化
に
ཹ
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
い
͟

職
員
が
ࢀ
Ճ
し
た
い
と
手
を
ڍ
͛
た
と
し
て
も
、
自
਎
の

職
場
で
ϧ
ー
ϧ
が
ま
だ
੔
උ
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー

ε
が
૝
定
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
制
度
が
あ
る
の
と

な
い
の
と
で
は
、
職
員
に
と
っ
て
҆
৺
ײ
が
全
く
ҧ
っ
て

く
る
。
今
後
こ
の
も
う
一
つ
の
働
き
方
վ
ֵ
を
޿
͛
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
自
࣏
体
で
も
プ
ロ
Ϙ
ノ
や
෭
業
を

し
や
す
い
条
件
੔
උ
（
制
度
の
֬
ཱ
）
を
行
う
こ
と
が
ま

ͣ
必
ਢ
で
あ
る
。

̎
つ
は
「
時
間
の
֬
อ
」
で
あ
る
。
い
く
ら
制
度
が
੔

っ
た
と
し
て
も
ຊ
業
が
多
๩
を
ۃ
め
れ
ば
、
い
く
ら
関
৺

や
ҙ
ཉ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
プ
ロ
Ϙ
ノ
や
෭
業
は
お
ろ
か

自
ݾ
ܒ
発
や
ݚ
修
に
す
ら
෺
ཧ
的
に
ࢀ
Ճ
で
き
な
く
な

る
。
特
に
、
こ
こ
े
数
年
の
行
ֵ
に
よ
る
職
員
࡟
減
で
一

人
౰
た
り
の
職
員
の
業
務
ྔ
は
増
え
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
、
例
え
ば
「
地
域
α
バ
テ
ィ
Χ
ϧ
」
や
「
お
ࢼ
し
プ

ロ
Ϙ
ノ
」「
෭
業
ٳ
Ջ
」、あ
る
い
は
「
ि
４
日
ۈ
務
制
度
」

の
導
入
な
ど
、
思
い
੾
っ
て
職
員
の
時
間
を
֬
อ
す
る
࢓

組
み
と
ซ
せ
て
ݕ
౼
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ࡍ
、
࿑

働
生
࢈
性
の
向
上
と
い
う
จ
脈
に
お
い
て
は
、
ࡢ
今
の
̖

̞
や
Ｒ
Ｐ
̖
（3

PCPUJD�1SPDFTT�"
VUPN

BUJPO

）
の

導
入
と
η
ッ
ト
で
議
࿦
す
る
の
も
一
Ҋ
で
あ
る
。

３
つ
は
「
対
象
と
な
る
公
務
員
の
ઢ
Ҿ
き
」
で
あ
る
。

ݚ
修
も
ؚ
め
現
行
の
多
く
の
制
度
は
い
わ
Ώ
る
ਖ਼
ن
（
ৗ

ۈ
）職
員
だ
け
を
ओ
た
る
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
現
行
の
ྟ
時
職
員
や
ඇ
ৗ
ۈ
職
員
等
の
ޏ
用
条

件
を
վ
ળ
す
る
こ
と
を
໨
的
に
、
̎
０
̎
０
年
に
は
こ
れ

ら
職
員
は
会
計
年
度
೚
用
職
員
と
し
て
一
ຊ
化
さ
れ
る
こ

と
が
ܾ
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
ど
こ
ま
で
の
職
員

を
プ
ロ
Ϙ
ノ
や
෭
業
の
対
象
と
す
る
の
か
、
そ
の
ઢ
Ҿ
き

を
໌
֬
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ͣ
れ
に
せ
よ
、
৐
り
ӽ
え
る
べ
き
課
題
も
多
い
が
、

い
つ
の
時
୅
も
地
域
を
支
え
、創
る
の
は
や
は
り
人
（
材
）

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
ຊ
ߘ
で
は
վ
め
て
一
人
ͻ
と
り

が
持
つ
知
識
や
ೳ
力
を
一
組
織
だ
け
で
独
઎
し
な
い
こ
と

の
ҙ
ٛ
を
強
ௐ
し
た
い
。
Կ
よ
り「
公
務
員
が
ม
わ
れ
ば
、

地
域
が
ม
わ
る
」
と
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
地
域
で
は

ま
ͣ
自
࣏
の
ୈ
一
ઢ
に
い
る
全
国
̎
７
４
ສ
人
の
自
࣏
体

職
員
に
よ
る
「
ᯂ
よ
り
始
め
よ
」
が
ॏ
要
で
あ
る
。
自
ओ

的
か
つ
ओ
体
的
に
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
地
域
の
た
め

に
活
躍
す
る
こ
と
は
ݸ
人
の
働
き
方
の
問
題
に
ཹ
ま
ら

ͣ
、「
地
域
創
生
」の
実
現
に
直
݁
す
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

ͥ
ͻ
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
プ
ロ
Ϙ
ノ
や
෭
業
を
通
し

て
、「
も
う
一
つ
の
働
き
方
վ
ֵ
」
を
実
ફ
さ
れ
る
こ
と

に
উ
手
な
期
଴
を
ਃ
し
上
͛
、
ຊ
ߘ
の
݁
び
と
し
た
い
。

図１　福知山市におけるパラレルキャリアのイメージ

（出所）福知山市（2018）
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特 集
は
じ
め
に

๺
ւ
ಓ
ੴ
ङ
市
は
ࡳ
ຈ
市
の
๺
ଆ
に
ྡ
઀
し
、
日
ຊ
ւ

に
໘
し
た
人
ޱ
໿
̑
ສ
８
４
０
０
人
の
町
で
、
平
成
ø7
年

ø0
月
に
چ
ް
ా
村
、
چ
඿
ӹ
村
と
合
ซ
し
ま
し
た
。
ࡳ
ຈ

市
か
ら
ࢸ
ۙ
で
あ
り
、か
つ
ੴ
ङ
࿷
৽
ߓ
を
有
し
て
お
り
、

৽
ߓ
प
ล
地
۠
に
は
̒
０
０
を
௒
え
る
企
業
が
ૢ
業
す
る

な
ど
こ
れ
ま
で
企
業
誘
க
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
ۙ
年
、
全
国
の
ଞ
地
域
と
同
༷
、
高
ྸ
化
な
ど
を
എ

ܠ
に
࿑
働
力
や
後
継
者
と
い
っ
た
地
域
の
担
い
手
֬
อ
が

ٸ
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

潜
在
的
な
地
域
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し

全
国
的
に
も
࿑
働
力
不
足
が
ਂ
ࠁ
化
す
る
த
、
例
え
ば

育
ࣇ
や
介
ޢ
な
ど
を
ཧ
༝
に
、
働
く
ҙ
ཉ
が
あ
っ
て
も
実

ࡍ
に
ब
࿑
し
て
い
な
い
方
々
が
働
け
る
؀
ڥ
੔
උ
に
取
り

◆◆◆◆◆◆

組
も
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
࢓
事
の
受
発
஫
が
Մ

ೳ
な
α
ー
Ϗ
ε「
Ϋ
ラ
ウ
ド
ι
ー
シ
ン
グ（
以
Լ「
̘
̨
」）」

に
着
໨
し
ま
し
た
。

ま
ͣ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
؀
ڥ
さ
え
あ
れ
ば
時
間
や

場
所
な
ど
の
制
໿
を
受
け
な
い
̘
̨
の
特
性
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
平
成
29
年
７
月
øû
日
に
市
಺
で
「
ワ
ー
Ϋ
ラ

イ
ϑ
バ
ラ
ン
ε
η
ϛ
φ
ー
」を
開
࠵
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

̘
̨
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
方
を
公
ื
し
た
と
こ
ろ
、
øý

人
が
ू
ま
り
、
平
成
29
年
８
月
に
「
Ϋ
ラ
ウ
ド
ι
ー
シ
ン

グ
ੴ
ङ
ν
ー
ム
（
以
Լ
「
ν
ー
ム
」）」
を
ཱ
ち
上
͛
ま
し

た
。
実
ࡍ
に
̘
̨
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
の
΄
と
ん
ど
が

ݸ
人
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
い
き
な
り
１
人
で
̘
̨
に

取
り
組
Ή
の
は
ハ
ー
ド
ϧ
が
高
い
と
考
え
、
そ
う
い
っ
た

方
々
で
ν
ー
ム
を
組
み
、
̘
̨
を
行
う
上
で
必
要
と
考
え

ら
れ
る
ε
Ω
ϧ
ア
ッ
プ
ݚ
修
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
）
や
、

̘
̨
に
関
す
る
೰
み
な
ど
を
૬
ஊ
し
合
え
る
஥
間
づ
く
り

が
最
ద
と
の
思
い
か
ら
ν
ー
ム
݁
成
に
ࢸ
り
ま
し
た
。
ݚ

修
ߨ
ࢣ
を
務
め
、
か
つ
ν
ー
ム
Ϛ
ネ
δ
ϝ
ン
ト
を
行
う
ν

ー
ム
デ
ィ
Ϩ
Ϋ
タ

ー
に
、
市
಺
で
̞

̩
コ
ン
α
ϧ
タ
ン

ト
な
ど
を
手
ֻ
け

る
関
੟
ೋ
ࢯ
を
ܴ

え
、
月
に
１
回
ఔ

度
の
ස
度
で
ݚ
修

や
ν
ー
ム
ϛ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
ॏ
ね
ま

し
た
。
ϝ
ン
バ
ー

は
現
在
も
ݸ
々
の

ラ
イ
ϑ
ε
タ
イ
ϧ

に
合
わ
せ
、
ແ
ཧ

な
く
̘
̨
に
継
ଓ

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
30
年
７
月
øÿ
日
に
市
಺
で

実
施
し
た
「
ى
業
は
͡
め
て
α
ϙ
ー
ト
ߨ
࠲
」
の
後
൒
で

は
活
動
ใ
ࠂ
を
行
い
、
ௌ
ߨ
し
た
方
の
数
人
が
ν
ー
ム
へ

৽
た
に
Ճ
入
し
ま
し
た
。

そ
の
「
ى
業
は
͡
め
て
α
ϙ
ー
ト
ߨ
࠲
」
で
ߨ
ԋ
し
た
、

੩
Ԭ
ݝ
三
ౡ
市
に
あ
る
ג
ࣜ
会
社
Ϗ
ζ
ϗ
ー
プ
の
ࣉ
ా
๬

୅
ද
取
క
໾
は
、
三
ౡ
市
಺
に
ࢠ
連
れ
で
利
用
で
き
る
シ

ỻ
ア
Φ
ϑ
ィ
ε
「
コ
ト
Ϧ
ε
ラ
Ϙ
」
を
開
設
し
、
企
業
な

ど
か
ら
ґ
པ
さ
れ
た
࢓
事
に
合
わ
せ
、
コ
ト
Ϧ
ε
ラ
Ϙ
に

登
録
し
て
い
る
人
材
の
த
か
ら
最
ద
な
ϝ
ン
バ
ー
を
બ
ൈ

し
て
担
౰
す
る
モ
デ
ϧ
を
֬
ཱ
し
て
い
ま
す
。
ࣉ
ా
ࢯ
と

ν
ー
ム
ϝ
ン
バ
ー
と
で
ߨ
࠲
終
了
後
に
行
っ
た
ラ
ン
ν
ϛ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
த
で
、
ࣉ
ా
ࢯ
か
ら
コ
ト
Ϧ
ε
ラ
Ϙ
と
ν

ー
ム
と
の
連
携
に
関
す
る
ఏ
Ҋ
を
௖
き
ま
し
た
。
ν
ー
ム

で
は
、
̘
̨
の
み
な
ら
ͣ
、
コ
ト
Ϧ
ε
ラ
Ϙ
の
よ
う
に
地

域
の
企
業
な
ど
の
ࠔ
り
͝
と
を
ղ
ܾ
す
る
と
い
っ
た
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
໨
指
し
て
い

๺
ւ
ಓ
ੴ
ङ
ࢢ

Ổ
ネ
ッ
ト
活
用
の
Ϋ
ラ
ウ
ド
ι
ー
シ
ン
グ
や

�

୹
期
業
務
組
み
合
わ
せ
の
Ϛ
ϧ
ν
ワ
ー
Ϋ
Ổ

Տ
ా
　
׮
࢙

ੴ
ङ
ࢢ
঎
޻
࿑
ಇ
؍
ޫ
課　

ओ
೚

地
域
の
୲
͍
手
֬
อ
ʹ
޲
͚
ͨ
৽
ͨ
ͳ
௅
ઓ

起業はじめてサポート講座後のランチミーティング参加者

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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ま
す
。リ

ア
ル
な
現
場
に
お
け
る

担
い
手
の
掘
り
起
こ
し

一
方
、
地
域
の
現
場
か
ら
は
、
人
手
不
足
の
ਂ
ࠁ
さ
を

ૌ
え
る
੠
が
あ
が
っ
て
お
り�

、
ຫ
性
的
に
࿑
働
力
が
不
足

し
て
い
る
事
業
者
も
い
れ
ば
、
ൟ
๩
期
の
̎
ि
間
ఔ
度
人

手
が
ཉ
し
い
と
い
う
事
業
者
も
お
り
、
特
に
܊
部
に
い
く

΄
ど
そ
の
܏
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
܊
部
で
人

手
を
֬
อ
す
る
こ
と
自
体
が
ࠔ
೉
な
த
、
さ
ら
に
୹
期
だ

と
よ
り
人
手
֬
อ
が
ࠔ
೉
と
な
り
ま
す
が
、
ٯ
に
そ
う
い

っ
た
条
件
不
利
地
域
で
通
用
す
る
࢓
組
み
が
ߏ
ங
で
き
れ

ば
、
そ
れ
を
ଞ
地
域
に
も
೾
及
さ
せ
て
い
け
る
の
で
は
と

考
え
、
市
಺
で
最
๺
に
Ґ
置
す
る
඿
ӹ
۠
を
モ
デ
ϧ
地
域

に
、
୹
期
的
な
業
務
を
ෳ
数
組
み
合
わ
せ
て
一
定
ఔ
度
の

業
務
期
間
を
֬
อ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
手
֬
อ
に
つ
な

͛
る
「
Ϛ
ϧ
ν
ワ
ー
Ϋ
実
ূ
実
験
」
に
、
平
成
29
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ͣ
は
、
඿
ӹ
۠
಺
で
以
લ
よ
り
人
手
不
足
の
関
܎
で

◆◆◆

૬
ஊ
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
住
み
ࠐ
み
に
て
受
け
入
れ
Մ

ೳ
な
「
き
Ή
ら
Ռ
थ
Ԃ
（
໦
村
ݡ
志
Ԃ
ओ
）」
と
「
民
॓

日
ຊ
ւ
（
ࡔ
ޱ
ஐ
ଇ
୅
ද
取
క
໾
）」
で
Ϛ
ϧ
ν
ワ
ー
Ϋ

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
特
に
人
手
が
必
要
と
な

る
Ն
場
、
平
成
29
年
度
は
７
月
の
１
Χ
月
間
で
受
け
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
ީ
ิ
と
し
て
は
、
௕
期

ٳ
Ջ
の
あ
る
大
学
生
を
ϝ
ー
ン
タ
ー
ή
ッ
ト
と
し
、
ち
Ỷ

う
ど
７
月
が
ٳ
Ջ
த
で
あ
る
ア
ϝ
Ϧ
Χ
の
大
学
生
の
招
ᡈ

を
໨
指
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
ϝ
Ϧ
Χ
を
ڌ
点
に
、
日

ຊ
の
地
域
と
ア
ϝ
Ϧ
Χ
の
大
学
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な

ど
を
手
ֻ
け
て
い
る
̣
̾
́
̸
̺
̾�

̛
̾
̈́
̽
̳
̰
̓

̸
̾
̽
（
∁
ڮ
༝
ل
ࢠ
୅
ද
）
の
協
力
を
得
て
、
ア
ϝ
Ϧ

Χ
人
大
学
生
̎
人
を
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
受
け
入
れ
ま

し
た
。

Ռ
थ
Ԃ
で
は
ऩ
֭
࡞
業
や
Ճ
޻
ิ
助
な
ど
を
、
民
॓
日

ຊ
ւ
で
は
઀
客
や
ௐ
ཧ
ิ
助
な
ど
を
担
い
、
ま
た
ٳ
日
に

地
域
の
お
ࡇ
り
に
も
ࢀ
Ճ
す
る
な
ど
、
඿
ӹ
۠
಺
に
お
け

る
ロ
ー
Χ
ϧ
ワ
ー
Ϋ
、
ロ
ー
Χ
ϧ
ラ
イ
ϑ
を
ຬ
٤
す
る
と

と
も
に
、
日
々
の
活
動
を
「
シ
Φ
ン
ˍ
ブ
Ϧ
タ
χ
ー
の
඿

ӹ
۠
಺
30
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
ν
Ỿ
Ϩ
ン
δ
」

と
し
て
国
಺
外
に
発
৴
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ン
後
の
ϑ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
は
、
受
け
入

れ
事
業
者
か
ら
高
ධ
価
が
得
ら
れ
、
平
成
30

年
度
も
８
月
か
ら
９
月
ま
で
の
໿
̎
Χ
月

間
、
ट
都
圏
の
大
ਖ਼
大
学
及
び
ཱ
教
大
学
の

学
生
̑
人
が
ࢀ
Ճ
し
、
Ҿ
き
ଓ
き
Ϛ
ϧ
ν
ワ

ー
Ϋ
実
ূ
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ϛ
ϧ
ν
ワ
ー
Ϋ
を
੾
り
ޱ
に
、
ロ
ー
Χ
ϧ

ワ
ー
Ϋ
や
ロ
ー
Χ
ϧ
ラ
イ
ϑ
を
ؾ
ܰ
に
体
験

で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
か
ら
地
域
へ
の
関

܎
人
ޱ
を
創
出
し
、
そ
の
上
で
ຊ
֨
的
に
地

域
に
入
り
た
い
と
考
え
る
৽
た
な
担
い
手
を
発
۷
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

˞��

「
シ
Φ
ン
ˍ
ブ
Ϧ
タ
χ
ー
の�

඿
ӹ
۠
಺
30
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
ν
Ỿ
Ϩ
ン
δ
」�

IUUQ���X
X
X
�DJUZ�JTIJLBSJ�IPLLBJEP�KQ�

TPTIJLJ�TZPVLPVS�������IUN
M

今
後
の
人
材
誘
致
の
展
望

こ
の
΄
か
の
外
部
人
材
地
域
招
ᡈ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
ࡢ
今
の
෭
業
ղ
ې
の
ྲྀ
れ
を
受
け
、
都
市
部
の
大
企

業
な
ど
に
ۈ
め
る
高
ε
Ω
ϧ
か
つ
෭
業
を
志
す
人
材
と
、

そ
う
い
っ
た
人
材
の
力
を
借
り
た
い
地
域
の
事
業
者
等
と

を
Ϛ
ッ
ν
ン
グ
す
る
「
ε
Ω
ϧ
シ
ϑ
ト
実
ূ
実
験
」
を
、

ג
ࣜ
会
社
̜
́
̾
̾
ͅ
̴
͂
（
౦
ژ
都
ߓ
۠
、
஑
見
幸
ߒ

୅
ද
取
క
໾
）と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ক
དྷ
は
、

Ϛ
ϧ
ν
ワ
ー
Ϋ
経
験
者
が
社
会
人
に
な
っ
た
後
も
、「
෭

業
」
と
い
う
ε
タ
イ
ϧ
で
地
域
に
関
わ
り
ଓ
け
る
࢓
組
み

に
ঢ
՚
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ੴ
ङ
市
಺
で
創
業
を
Ռ
た
し
た
若
手
人
材
に
よ

る
グ
ϧ
ー
プ
「
ੴ
ङ
シ
ỻ
ア
ハ
ϐ
シ
テ
ィ
計
ը
」
を
平
成

30
年
̑
月
に
݁
成
し
、
地
域
の
担
い
手
֬
อ
に
向
け
た
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
に
お
け
る
࿑
働
力
や
後
継
者

の
Ϛ
ッ
ν
ン
グ
支
援
や
、
ى
業
家
誘
க
な
ど
地
域
担
い
手

֬
อ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
民
間
ϕ
ー
ε
で
担
っ
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ੴ
ङ
市
で
は
特
に
若
年
૚
の
地
域
担
い

手
֬
อ
を
໨
指
し
た
取
り
組
み
を
、
ࡢ
年
度
か
ら
ల
開
し

て
い
ま
す
。
地
域
಺
は
も
ち
ろ
ん
、
国
಺
、
そ
し
て
ւ
外

か
ら
も
、
あ
ら
Ώ
る
手
法
で
地
域
の
ক
དྷ
を
支
え
る
৽
た

な
担
い
手
֬
อ
に
౒
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

「石狩シェアハピシティ計画」のメンバー

マルチワーク
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も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
地
域
を
見
直
す

๺
ւ
ಓ
の
ล
ڥ
の
地
で
、「
े
উ
さ
ら
べ
つ
೤
த
খ
学

校
」
と
い
う
৽
し
い
学
校
が
ࡢ
य़
、
開
校
し
た
。
と
い
っ

て
も
生
ె
た
ち
は
খ
学
生
で
は
な
い
。
খ
学
校
へ
は
͡
め

て
登
校
し
た
時
の
ド
Ω
ド
Ω
や
ワ
Ϋ
ワ
Ϋ
を
今
で
も
๨
れ

ら
れ
な
い
、
大
人
た
ち
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
。

೤
த
খ
学
校
は
、
̎
０
１
̑
年
に
ࢁ
ܗ
ݝ
高
ി
町
で
ഇ

校
に
な
っ
た
学
校
を
࠶
生
し
、
開
校
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
全
国
に
ల
開
す
る
大
人
の
社
会
塾
だ
。「
も
う
い
ち

ど
７
ࡀ
の
໨
で
ੈ
ք
を
ộ
」
を
コ
ン
η
プ
ト
に
、
全
国
的

に
活
躍
す
る
経
営
者
や
ݚ
ڀ
者
ら
を
ߨ
ࢣ
に
招
き
、
ى
業

や
ε
Ω
ϧ
ア
ッ
プ
、
ト
Ϩ
ン
ド
や
ܳ
術
な
ど
の
ߨ
ٛ
を
通

͡
、
多
ذ
に
わ
た
る
人
材
育
成
に
ߩ
ݙ
す
る
出
会
い
と
学

び
の
場
を
໨
指
す
。
๺
ւ
ಓ
で
は
།
一
、
ߋ
別
村
で
開
校

し
て
い
る
。

໊
শ
の
༝
དྷ
は
、
高
ി
町
が
࠶
生
利
用
し
て
い
る
校
ࣷ

◆◆◆

が
、
１
９
７
８
年
か
ら
์
ૹ
さ
れ
た
ਫ
୩
๛
さ
ん
の
ओ
ԋ

ド
ラ
Ϛ
「
೤
த
時
୅
」
の
ロ
ケ
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
໋
໊

さ
れ
た
。
࢓
ֻ
け
人
は
元
日
ຊ
̞
̗
Ｍ
ৗ
務
取
క
໾
の
ງ

ా
一
ෙ
ࢯ
で
、
今
年
度
に
は
全
国
で
ø2
校
体
制
と
な
る
༧

定
だ
。
だ
が
な
ͥ
今
、
े
উ
の
ߋ
別
村
で
೤
த
খ
学
校
が

生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
ʁ

村
が
や
り
残
し
た
宿
題
に
挑
む

日
高
ࢁ
脈
を
๬
Ή
े
উ
平
野
に
Ґ
置
す
る
ߋ
別
村
。
े

উ
の
ۭ
の
ݰ
関
ޱ
・
ଳ
޿
ۭ
ߓ
か
ら
ೆ
へ
ं
で
わ
ͣ
か
ø0

分
と
い
う
地
の
利
が
あ
り
、�

あ
る
ҙ
ຯ
「
౦
ژ
に
ྡ
઀
し

た
」
村
と
も
い
え
る
。
ࢲ
は
「
村
人
」
に
な
り
た
く
て
、

౦
ژ
か
ら
๺
ւ
ಓ
の
人
ޱ
わ
ͣ
か
３
ઍ
数
ඦ
人
足
ら
ͣ
の

村
へ
の
Ҡ
住
を
４
年
લ
に
ܾ
ҙ
し
た
。
ߐ
ށ
時
୅
に
は
̒

ສ
以
上
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
村
」
も
、
৽
設
合
ซ

な
ど
を
܁
り
ฦ
し
、
現
在
で
は
行
政
୯
Ґ
の
「
村
」
が
な

い
ݝ
は
ø3
ݝ
、「
村
」
の
数
が
一
つ
だ
け
の
෎
ݝ
は
ø2
෎

◆◆◆

ݝ
と
、
日
ຊ
か
ら
村
จ
化
が
ࣦ
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
ߋ
別
村

と
そ
の
ྡ
の
த
ࡳ
಺
村
の
よ
う
に
「
村
」
と
「
村
」
が
ྡ

઀
し
て
い
る
の
は
今
で
は
ຊ
౰
に
௝
し
い
こ
と
だ
。

「
村
」
に
は
、
人
に
຀
Վ
的
な
෩
ܠ
を
૝
૾
さ
せ
た
り
、

ڷ
य
に
か
ら
れ
、
;
る
さ
と
へ
૝
い
を
ى
こ
さ
せ
た
り
、

ど
こ
か
ϗ
ッ
と
し
て
҆
৺
さ
せ
て
く
れ
る
不
思
議
な
魅
力

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
だ
が
、
そ
ん
な
平
࿨
で
の
ど
か
な

村
も
ࢹ
点
を
ม
え
れ
ば
人
ޱ
減
少
や
少
ࢠ
高
ྸ
化
、
商
ళ

֗
の
ਰ
ୀ
な
ど
、
取
り
ま
く
؀
ڥ
は
日
々
ݫ
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
課
題
を
ղ
ܾ
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
「
ͻ

と
」
の
力
で
あ
る
が
、
地
方
に
は
地
域
活
性
化
に
向
け
て

実
行
で
き
る
プ
Ϩ
イ
Ϡ
ー
が
ѹ
౗
的
に
不
足
し
て
い
た
。

村
の
ক
དྷ
を
༕
い
、
஥
間
た
ち
と
༷
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
た
݁
Ռ
、
導
き
出
し
た
答
え
が
「
೤
த
খ
学
校
」

の
開
校
だ
っ
た
。

֬
か
に
୔
ࢁ
の
課
題
が
ࢁ
ੵ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
௅

ઓ
の
ػ
会
に
ܙ
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
લ
向
き
に
ଊ
え

た
。
̎
０
１
̒
年
９
月
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

を
৴
೦
に
೤
い
૝
い
を
๊
え
た
஥
間
が
ू
ま
り
、
೤
த
খ

学
校
の
運
営
法
人
「
๺
ւ
ಓ
೤
த
開
୓
ػ
ߏ
」
を
設
ཱ
し

た
。
খ
さ
な
村
の
大
き
な
௅
ઓ
の
始
ま
り
で
あ
る
。

多
彩
な
講
師
か
ら
学
び
、 

想
い
の
あ
る
ひ
と
同
士
が
繋
が
る

̎
０
１
̒
年
ळ
か
ら
、
໿
൒
年
の
४
උ
期
間
を
経
て
、

ࡢ
年
の
４
月
に
開
校
を
ܴ
え
た
。
定
員
50
人
の
ื
ू
に
対

し
て
、
１
０
０
人
を
௒
え
る
Ԡ
ื
者
が
ࡴ
౸
し
た
。
年
ྸ

は
ø0
୅
か
ら
ÿ0
୅
ま
で
、
地
域
別
で
は
地
元
の
ۙ
ྡ
市
町

村
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ࡳ
ຈ
や
ࣨ
འ
、
۴
路
、
໢
૸
な

ど
、
๺
ւ
ಓ
各
地
か
ら
も
多
く
の
生
ె
が
入
学
し
、
த
に

は
౦
ژ
や
ਆ
ಸ
઒
か
ら
通
う
生
ె
ま
で
い
る
。
そ
ん
な
生

◆◆◆

๺
ւ
ಓ
ߋ
ผ
ଜ

Ổ
経
営
者
や
ݚ
ڀ
者
な
ど
多
࠼
な
ߨ
ࢣ
ਞ
で

�

多
ذ
に
わ
た
る
人
材
を
育
成
Ổ

ُ
Ҫ
　
ल
थ

े
উ
͞
Β
΂
ͭ
೤
த
খ
ֶ
　ߍ

ࣄ
務
ہ
௕

ֶ
ͼ
ͨ
͍
େ
人
の
ࣾ
ձ
क़
ủ
೤
த
খ
ֶ
ߍ
Ứ

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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ె
た
ち
の
ৗ
識
は
ͣ
れ
の
৘
೤
と
੎
い
は
、
ࢲ
た
ち
に
と

っ
て
大
き
な
後
ԡ
し
と
な
っ
た
。

ߨ
ࢣ
ਞ
の
߽
՚
さ
も
魅
力
の
一
つ
だ
。
校
௕
は
ੈ
ք
的

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
ϝ
ー
Χ
ー
、
ε
ノ
ー
ϐ
ー
Ϋ
の
ࢁ
Ҫ
ଠ

社
௕
。
教
಄
は
元
ଳ
޿
ச
࢈
大
学
学
௕
の
௕
ᖒ
ल
行
ࢯ
な

ど
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
が
市
町
村
の
֞
根
を

ӽ
え
て
ੵ
ۃ
的
に
学
校
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
の
も
特

௃
。
ଞ
に
も
৽
ฉ
な
ど
で
日
ৗ
的
に
໊
લ
を
見
か
け
る
上

場
企
業
の
経
営
者
や
ϕ
ン
ν
Ỿ
ー
ى
業
家
な
ど
が
໊
を
連

ね
る
。
౦
ژ
で
ド
ア
を
た
た
き
ଓ
け
て
も
、
お
そ
ら
く
૬

手
に
も
さ
れ
な
い
໘
々
に
、
こ
こ
で
は
ͻ
͟
を
ಥ
き
合
わ

せ
て
࿩
す
こ
と
が
で
き
る
。
࠲
学
だ
け
で
は
な
く
、
時
に

は
教
ࣨ
の
外
に
ඈ
び
出
す
こ
と
も
あ
る
。

ϗ
ン
μ
の
元
開
発
੹
೚
者
と
α
ー
Ω
ッ
ト
場
で
開
発
ൿ

࿩
を
ฉ
き
、
コ
ー
ε
を
体
験
૸
行
す
る
課
外
授
業
や
、
先

日
も
ੈ
ք
的
に
活
躍
す
る
౜
௡
ম
の
ಃ
ܳ
家
に
よ
る
ಃ
ܳ

ワ
ー
Ϋ
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
だ
。

本
気
の
遊
び
が
生
む
相
乗
効
果

生
ె
た
ち
も
自
ら
「
部
活
」
を
ཱ
ち
上
͛
、
自
ओ
的
に

༷
々
な
活
動
を
す
る
。
地
元
の
৯
材
を
生
か
し
た
ϐ
ザ
部

や
౾
ݚ
ڀ
会
、
Ϋ
Ϩ
Ϥ
ン
部
、
Ϩ
ー
ザ
ー
Ճ
޻
۞
ָ
部
な

ど
、
Ϣ
χ
ー
Ϋ
な
も
の
ば
か
り
だ
。
た
だ
の
部
活
と
෠
る

な
か
れ
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
೶
ݚ
ػ
ߏ
や
ଳ
޿
ச

࢈
大
学
と
খ
ഴ
育
छ
の
共

同
ݚ
ڀ
の
協
定
を
݁
Ϳ
に

ࢸ
っ
た
例
も
あ
る
。
大
人

が
ຊ
ؾ
で
༡
Ϳ
こ
と
で
、

૝
૾
を
௒
え
る
૬
৐
ޮ
Ռ

が
生
ま
れ
る
ॠ
間
を
Կ
度

も
໨
の
౰
た
り
に
し
た
。

୭
も
知
ら
な
い
ྖ
域
へ
と

զ
先
に
と
౿
み
ࠐ
ん
で
い

く
、
ϑ
Ỹ
ー
ε
ト
ϖ
ン
Ϊ

ン
が
܈
れ
に
な
っ
て
い
る

ك
有
な
学
校
な
の
だ
。

教
ࣨ
౩
の
一
֯
に
੔
උ

し
た
α
テ
ラ
イ
ト
Φ
ϑ
ィ

ε
に
は
、
౦
ژ
大
学
や
̣

̩
̩
ド
コ
モ
が
入
ډ
し
、

̞
̾
̩
を
活
用
し
た
ε
Ϛ

◆◆◆

ー
ト
೶
業
の
ݚ
ڀ
を
行
っ
て
い
る
。
生
ె
で
も
あ
る
地
元

೶
家
の
協
力
の
も
と
、
実
ࡍ
の
೶
場
を
活
用
し
て
೶
業
Ϗ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
自
動
ߏ
ங
す
る
シ
ε
テ
ム
や
、
最
ద
࠿
ഓ

条
件
な
ど
を
୳
ࡧ
す
る
Ϗ
ッ
グ
デ
ー
タ
ղ
ੳ
手
法
を
開
発

し
て
お
り
、
৽
た
な
イ
ノ
ϕ
ー
シ
ョ
ン
が
೤
த
খ
学
校
か

ら
生
ま
れ
る
Մ
ೳ
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
関
心
が
カ
ギ

現
在
、
౰
校
は
政
෎
の
地
方
創
生
交
付
金
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。
期
間
は
̑
年
間
の
ݶ
定
。
金

の
੾
れ
໨
が
ԑ
の
੾
れ
໨
に
な
ら
͵
よ
う
、
自
ओ
財
ݯ
の

֬
อ
が
য
එ
の
問
題
で
も
あ
る
。
学
校
を
࣠
に
ະ
དྷ
事
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
今
Ն
に
は
自
ཱ
に
向
け
て
Ω
Ỿ

ン
ύ
ε
಺
に
、
ή
ε
ト
ハ
ウ
ε
や
Ϩ
ε
ト
ラ
ン
、
Ϛ
ϧ
シ

ỻ
の
΄
か
、
ڕ
の
ཆ
৩
と
ਫ
ߞ
࠿
ഓ
を
組
み
合
わ
せ
た
ア

Ϋ
ア
ϙ
χ
ッ
Ϋ
ε
޻
場
な
ど
を
੔
උ
し
た
。۩
体
的
な「
し

͝
と
」
を
࡞
り
出
す
こ
と
で
、
ޏ
用
創
造
・
地
域
経
ࡁ
活

性
化
を
໨
指
す
計
ը
だ
。

人
材
育
成
や
ى
業
支
援
と
い
っ
て
も
、
全
て
の
住
民
の

৺
を
つ
か
Ή
こ
と
は
༰
қ
で
は
な
い
。
そ
こ
に
઀
点
を
持

ち
や
す
い
࢓
ֻ
け
を
࡞
っ
た
こ
と
で
、
地
域
と
の
ڑ
཭
も

ۙ
く
な
り
、
Ԡ
援
す
る
ง
ғ
ؾ
も
強
ま
っ
た
。
॓
ധ
施
設

に
਌
ੰ
や
༑
人
を
ധ
め
る
村
民
や
、
Ϩ
ε
ト
ラ
ン
に
野
ࡊ

な
ど
を
持
ち
ࠐ
Ή
地
元
೶
家
も
増
え
、
Ϛ
ϧ
シ
ỻ
の
特
࢈

品
販
売
に
は
ۙ
所
の
人
で
行
ྻ
が
で
き
た
。

ָ
観
は
で
き
な
い
。
で
き
な
い
ཧ
༝
を
ฒ
べ
れ
ば
Ω
Ϧ

が
な
い
。
そ
れ
で
も
௅
ઓ
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
拡
͛
て

い
こ
う
と
す
る
。
地
方
の
生
き
࢒
り
を
ౌ
け
、
次
ੈ
୅
に

໌
る
い
ະ
དྷ
を
࢒
す
た
め
、
খ
さ
な
村
が
そ
の
࢟
を
こ
れ

か
ら
ど
う
ม
਎
さ
せ
る
の
か
ָ
し
み
だ
。

◆◆◆

生徒たちと一丸となって農作業する西山村長

元日本 IBM常務で熱中小学校発起人の
堀田一芙氏

講演するスノーピーク代表取締役社長の
山井校長
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特 集
若
手
の
漁
師
や
魚
屋
が
立
ち
上
が
る

̎
０
１
４
年
７
月
、
従
དྷ
の
ړ
業
へ
の
イ
ϝ
ー
δ
で
あ

る
３
̠
（
Ω
π
い
、Ԛ
い
ة、
ݥ
）
を
、「
Χ
ッ
コ
よ
く
て
、

Ք
͛
て
、ֵ
৽
的
」
な
「
৽
３
̠
」
࢈
業
に
࡮
৽
す
べ
く
、

若
手
の
ړ
ࢣ
や
ڕ
԰
が
ू
い
、
ϑ
ィ
ッ
シ
Ỿ
ー
Ϛ
ン
・
δ

Ỿ
ύ
ン
（
以
Լ
、「
̛
̟
」）
を
ཱ
ち
上
͛
ま
し
た
。
̎
０

̎
４
年
ま
で
に
、
ਫ
࢈
業
に
関
わ
る
多
༷
な
ೳ
力
を
も
つ

৽
し
い
職
छ
「
ϑ
ィ
ッ
シ
Ỿ
ー
Ϛ
ン
」
を
１
０
０
０
人
創

出
す
る
こ
と
を
Ϗ
δ
ョ
ン
に
ܝ
͛
、
三
཮
ԭ
か
ら
日
ຊ
全

౔
、
そ
し
て
ੈ
ք
に
向
け
て
、
次
ੈ
୅
へ
と
ଓ
く
ະ
དྷ
の

ਫ
࢈
業
の
ܗ
を
ఏ
Ҋ
し
、
働
き
方
の
վ
ֵ
や
地
域
、
業
छ

を
௒
え
た
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
ਫ
࢈
業
に
ม
ֵ
を
ى
こ
す

こ
と
を
໨
指
し
て
い
ま
す
。
一
過
性
の
਒
ࡂ
෮
ڵ
で
は
な

く
、
以
લ
か
ら
ਰ
ୀ
܏
向
に
あ
っ
た
ړ
業
を
と
り
ま
く
؀

ڥ
を
ม
え
、ະ
དྷ
へ
ܨ
͛
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

「
担
い
手
育
成
事
業
」
と
「
ਫ
࢈
෺
販
売
事
業
」
の
ೋ
つ

◆◆◆

を
ப
と
し
て
ਫ
࢈
業
の
ֵ
໋
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

担
い
手
育
成
事
業 

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

೶
ྛ
ਫ
࢈
省
の
౷
計
に
よ
る
と
、
１
９
９
̎
年
に
は
໿

32
ສ
人
い
た
ړ
ࢣ
が
̎
０
１
̒
年
に
は
øý
ສ
人
へ
と
൒
減

し
ま
し
た
。
ࡢ
今
は
ړ
֫
ྔ
・
ړ
֫
高
と
も
に
減
少
し
て

い
る
上
に
、
༌
入
ྔ
が
増
え
、
ཆ
৩
技
術
が
発
ୡ
し
た
こ

と
で
ۙ
ւ
ړ
業
は
ま
す
ま
す
ۤ
ڥ
に
ཱ
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
ফ
費
者
の
ڕ
཭
れ
も
あ
り
、
日
ຊ
の
ਫ
࢈

業
全
体
が
Լ
߱
ؾ
ຯ
な
の
が
現
ঢ়
で
す
。

̛
̟
の
ओ
࣠
事
業
の
ͻ
と
つ
で
あ
る
担
い
手
育
成
事
業

「
̩
Ｒ
̞
̩
Ｏ
̣�

Ｐ
Ｒ
Ｏ
̟
̚
̘
̩
」
で
は
、
ړ
ࢣ
に
な

り
た
い
若
者
（
担
い
手
）
を
地
域
に
ݺ
び
ࠐ
み
、
৽
ੈ
୅

の
ϑ
ィ
ッ
シ
Ỿ
ー
Ϛ
ン
を
増
や
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。۩

体
的
な
໾
割
と
し
て
は
、
ٻ
人
ړ
ࢣ
と
ٻ
職
者
の
Ϛ

ッ
ν
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
ब
業
後
の
生
活
を
よ
り
Ϧ
ア
ϧ

◆◆◆

に
イ
ϝ
ー
δ
出
དྷ
る
よ
う
に
ٻ
人
ړ
ࢣ
の
取
材
を
行
い
、

࢓
事
の
༷
ࢠ
や
඿
で
の
฻
ら
し
が
わ
か
る
よ
う
な
ٻ
人
৘

ใ
を
࡞
成
。
独
自
で
運
営
す
る
ਫ
࢈
業
特
化
型
の
ٻ
人
α

イ
ト
「
̩
Ｒ
̞
̩
Ｏ
ɹ̣
̟
Ｏ
̗
」
に
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
。

ब
業
ま
で
の
ε
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
ཤ
ྺ
ॻ
ఏ
出
、
ి
࿩

ώ
ア
Ϧ
ン
グ
、
໘
ஊ
な
ど
の
プ
ロ
η
ε
を
経
て
、
１
ि
間

Ỗ
ø0
日
の
୹
期
ݚ
修
が
必
ਢ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
を

通
し
て
、
こ
の
࢓
事
が
ຊ
౰
に
あ
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の

地
域
で
฻
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
൑
அ
し
て
も
ら

い
、
同
時
に
受
入
れ
ړ
ࢣ
に
も
見
ۃ
め
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
཭
職
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
必
ͣ
こ
の

期
間
を
設
け
て
お
り
、
௕
い
場
合
は
１
年
΄
ど
時
間
を
か

け
て
現
在
の
ब
業
先
を
ܾ
め
た
人
も
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
໾
割
は
、
ۭ
き
家
を
վ
修
し
た
ړ
ࢣ
専
用

の
シ
ỻ
ア
ハ
ウ
ε「
̩
Ｒ
̞
̩
Ｏ
̣�

̗
̖
̨
̚
」の
੔
උ
・

運
営
で
す
。
୹
期
ݚ
修
で
利
用
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

ब
業
ε
タ
ー
ト
し
た
担
い
手
に
と
っ
て
、
඿
の
生
活
に
׳

れ
、
コ
ϛ
ỿ
χ
テ
ィ
に
༹
け
ࠐ
ん
で
い
く
た
め
の
場
所
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
͙
、
ੴ
ר
・
ঁ
઒
地
域
に
８

つ
໨
と
な
る
「
̩
Ｒ
̞
̩
Ｏ
̣�

̗
̖
̨
̚
」
の
޻
事
も

始
ま
る
༧
定
で
す
。

受
け
入
れ
る
؀
ڥ
を
੔
え
、
地
域
全
体
が
ͻ
と
つ
の
ν

ー
ム
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
着
཰
も
҆
定
し
て
き
て

お
り
、
現
在
、
ݝ
಺
外
か
ら
25
人
以
上
の
若
者
が
ړ
業
の

ಓ
を
志
し
ब
業
し
て
い
ま
す
。

行
政
・
漁
業
協
同
組
合
と
の
連
携

̎
０
１
̑
年
の
Ն
か
ら
自
ओ
事
業
と
し
て
始
め
た
「
̩

Ｒ
̞
̩
Ｏ
̣�

Ｐ
Ｒ
Ｏ
̟
̚
̘
̩
」
で
す
が
、
事
務
ہ
が

ٶ
৓
ݝ
ੴ
ר
市
に
あ
る
と
い
う
ԑ
も
あ
り
、
同
年
の
ౙ
か

◆◆◆

ٶ
৓
ݝ
ੴ
ר
ࢢ

Ổ
৽
職
छ
「
ϑ
ィ
ッ
シ
Ỿ
ー
Ϛ
ン
」
を
創
出
、

�

次
ੈ
୅
に
ଓ
く
࢈
業
に
Ổ

ౡ
ຊ
　
޾
ಸ

Ұ
ൠ
ࣾ
ஂ
๏
人
ϑ
ỹ
ỽ
γ
Ỿ
ồ
Ϛ
ϯ
・
δ
Ỿ
ύ
ϯ
ࣄ
務
ہ

ਫ
࢈
ۀ
の
ະ
དྷ
の
୲
͍
手
を
育
成

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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ら
「
ਫ
࢈
業
担
い
手
η
ン
タ
ー
事
業
」
を
ੴ
ר
市
よ
り
受

ୗ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
ج
װ
࢈
業
で

あ
る
ਫ
࢈
業
の
人
材
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ٶ
৓
ݝ
ړ
業
協
同
組
合
、
ஜ
೾

大
学
、
໊
৓
大
学
と
࢈
׭
学
連
携
が
実
現
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
ٶ
৓
ݝ
ړ
業
協
同
組
合
の
４
つ
の
支
所
の
全
໘
協

力
の
も
と
、多
く
の
඿
や
ړ
ࢣ
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

事
業
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
の
協
力
を
得
て
ຖ
年
̎
Ỗ
３
回
開
࠵
し
て
い
る
の

が
、
１
ധ
̎
日
の
ړ
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
̩
Ｒ
̞
̩
Ｏ
̣�

̨
̘
̝
Ｏ
Ｏ
̡
」
で
す
。
開
࠵
す
る
඿
に
よ
っ
て
಺
༰
は

ҟ
な
り
、
Դ
ᥡ
や
ϗ
タ
テ
・
ۜ
ࡪ
・
ւ
ଽ
な
ど
、
そ
の
඿

で
行
っ
て
い
る
ڕ
छ
ړ
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ߨ
ࢣ
は

地
元
の
現
໾
ړ
ࢣ
。
ૣ
ே
の
ਫ
༲
͛
な
ど
、
ී
ஈ
行
っ
て

い
る
࡞
業
を
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
̩

Ｒ
̞
̩
Ｏ
̣�

̨
̘
̝
Ｏ
Ｏ
̡
」
で
出
会
っ
た
ړ
ࢣ
に
ࠍ

れ
ࠐ
ん
で
ब
業
し
た
若
者
も
お
り
、
地
域
を
ר
き
ࠐ
ん
だ

こ
の
取
り
組
み
が
、
৽
ن
ړ
業
ब
業
ر
๬
者
へ
向
け
た
৽

た
な
入
ޱ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

漁
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

地
域
の
ະ
དྷ
を
つ
く
る
ࢠ
ど
も
ୡ
を
、
地
域
の
大
人
ୡ

の
力
で
育
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
༷
々
な
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ੴ
ר
市
に
あ
る
ٶ

৓
ݝ
ਫ
࢈
高
校
と
の
連
携
で
は
、
課
外
授
業
と
し
て
ۜ
ࡪ

ཆ
৩
の
現
場
を
見
せ
た
り
、
進
路
Ψ
イ
μ
ン
ε
の
ߨ
࿩
な

ど
で
ړ
業
の
Ϧ
ア
ϧ
な
現
ঢ়
を
఻
え
た
り
す
る
こ
と
で
、

Ԋ
؛
ړ
業
へ
の
ब
業
に
ڵ
ຯ
関
৺
を
も
つ
生
ె
が
増
え
、

実
ࡍ
に
৽
ଔ
࠾
用
に
も
ܨ
が
っ
て
い
ま
す
。
΄
か
に
も
、

ړ
協
と
一
緒
に
ࢠ
ど
も
向
け
ړ
業
体
験
を
行
っ
た
り
、
෮

ڵ
ி
の
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

地
域
の
಺
外
を
問
わ
ͣ

人
材
育
成
に
力
を
஫
い

で
い
ま
す
。

ړ
ࢣ
に
ڵ
ຯ
を
持
っ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
ʁ
と
考
え

る
த
で
஀
生
し
た
の

が
、
ੈ
ք
ॳ
の
ړ
ࢣ
に

よ
る
モ
ー
χ
ン
グ
コ
ー

ϧ
α
ー
Ϗ
ε
「
̛
̞
̨

̝
̚
Ｒ
Ｍ
̖
̣�

̘
̖

̡
̡
」
で
す
。
ே
に
強

い
ړ
ࢣ
が
、
ே
が
ۤ
手

な
若
者
の
ૣ
ى
き
を
手

助
け
す
る
こ
と
で
、
ړ

◆◆◆

ࢣ
と
若
者
の
交
ྲྀ
ػ
会
を
少
し
で
も
増
や
す
こ
と
を
ૂ
い

ま
し
た
。
期
間
ݶ
定
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
大
き
な
൓

ڹ
を
ݺ
び
、「
ړ
ࢣ
」
と
い
う
言
葉
が
̨
̣
̨
上
を
ඈ
び

交
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
̎
０
１
８
年
に
は
、
޷

き
な
ړ
ࢣ
を
બ
び
、
そ
の
ړ
ࢣ
に
࢓
事
を
ґ
པ
す
る
と
い

う
৽
し
い
ڕ
の
ߪ
入
体
験
が
で
き
る「
ւ
の
ώ
ッ
ト
Ϛ
ン
」�

を
開
設
。
ґ
པ
಺
༰
に
は
「
ړ
業
体
験
」
や
「
ఋ
ࢠ
入
り
」

な
ど
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
Ϣ
ー
ザ
ー
が
༷
々
な
ア
Ϋ
シ

ョ
ン
が
で
き
る
޻
෉
を
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

を
ר
き
ࠐ
ん
だ
̛
̟
の
活
動
が
多
く
の
人
へ
Ϧ
ー
ν
し
、

�

Ԡ
ื
者
数
の
増
Ճ
に
も
ܨ
が
っ
て
い
ま
す
。

水
産
業
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て

担
い
手
の
数
だ
け
、
そ
し
て
受
け
入
れ
た
਌
方
ړ
ࢣ
の

数
だ
け
、
そ
れ
ͧ
れ
の
෺
ޠ
が
あ
り
ま
す
。
最
ॳ
は
よ
そ

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
఍
߅
や
不
҆
が
あ
っ
た
ړ
ࢣ
た

ち
も
、
活
動
が
進
Ή
に
つ
れ
て
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
を
ཧ
ղ
し

協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ࢣ
ঊ
と
ఋ
ࢠ
と

い
う
関
܎
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
਌
ࢠ
、
時
に
は
਌

༑
の
よ
う
に
関
܎
性
を
ங
い
て
い
く
༷
は
、
ਫ
࢈
業
の
໌

る
い
ະ
དྷ
の
ஹ
し
の
よ
う
に
ײ
͡
ま
す
。
ま
た
、
人
ޱ
ྲྀ

出
が
ஶ
し
い
地
域
に
若
者
が
や
っ
て
དྷ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
に
も
ྑ
い
Ө
ڹ
を
及
΅
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

զ
々
が
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
育
て
て
い
る
の
は
୯
な

る
従
業
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ਫ
࢈
業
や
地
域
の
ະ
དྷ
を

担
う
、
志
を
も
っ
た
「
担
い
手
」
な
の
で
す
。
い
つ
の
日

に
か
、「
ϑ
ィ
ッ
シ
Ỿ
ー
Ϛ
ン
」
と
い
う
৽
た
な
職
छ
が
୭

か
ら
も
ೝ
め
ら
れ
、
ࢠ
ど
も
ୡ
の
ಌ
れ
の
職
業
に
し
て
い

き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ν

ー
ム
一
ؙ
と
な
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

親方漁師や担い手、漁協職員などが一堂に会した「師弟サミット」

TRITON BASEの共有スペース
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遊
佐
町
に
つ
い
て

༡
ࠤ
町
は
、
ࢁ
ܗ
ݝ
の
๺
部
、
ळ
ా
ݝ
と
の
ݝ
ڥ
に
Ґ
置

す
る
人
ޱ
໿
１
ສ
４
ઍ
人
の
町
で
す
。
出
Ӌ
෋
࢜
と
も
শ
さ

れ
る
໊
ๆ
「
ௗ
ւ
ࢁ
」
の
๛
෋
な
༙
ਫ
の
ܙ
み
を
受
け
、
町

಺
で
は
Ҵ
࡞
や
ړ
業
が
盛
ん
で
す
。
ௗ
ւ
ࢁ
自
体
も
町
の
シ

ン
Ϙ
ϧ
と
し
て
多
く
の
町
民
か
ら
਌
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

少
年
町
長
・
少
年
議
員
の
誕
生

「
少
年
町
௕
・
少
年
議
員
公
બ
事
業
」
が
始
ま
っ
た
平

成
ø5
年
の
༡
ࠤ
町
は
、人
ޱ
໿
１
ສ
８
ઍ
人
の
町
で
し
た
。

౰
時
は
少
ࢠ
高
ྸ
化
、
職
住
の
分
཭
、
生
活
ܗ
ଶ
の
多
༷

化
に
よ
り
、
以
લ
は
౰
た
り
લ
に
あ
っ
た
地
域
と
の
つ
な

が
り
の
ر
ബ
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
の
大

◆◆◆◆◆◆

合
ซ
が
始
ま
っ
た
時
期
に
も
ॏ
な
り
、
町
಺
で
も
地
۠
の

あ
り
方
が
見
直
さ
れ
住
民
ओ
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
ॏ

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
で
は
、
若
者
自
਎
が
町
の
ྑ
い
と
こ
ろ
や

課
題
だ
と
ײ
͡
て
い
る
こ
と
を
࠶
ೝ
識
し
、
課
題
ղ
ܾ
の

た
め
に
実
ࡍ
に
行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
த
で
「
ݫ
し
い
ঢ়
گ
を
৐
り

ӽ
え
て
、
地
域
の
த
৺
と
な
る
若
者
の
育
成
」「
若
者
の

活
躍
の
場
を
創
る
た
め
の
؀
ڥ
づ
く
り
」「
若
者
の
力
、

ҙ
見
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
３
つ
を
取

り
組
み
の
໨
的
と
し
ま
し
た
。

若
者
に
と
っ
て
も
、
બ
ڍ
で
બ
ば
れ
た
少
年
町
௕
や
少

年
議
員
に
な
る
こ
と
で
、
一
人
ͻ
と
り
が
地
域
社
会
の
一

員
で
あ
る
こ
と
を
自
֮
し
、
地
域
の
த
で
の
໾
割
を
見
出

し
、
地
域
に
関
৺
や
੹
೚
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
町
や
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
若
者
を
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
ܴ
え
入
れ
、
若
者
の
ҙ
見
や
力
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
地
域
社
会
の
課
題
の
ղ
ܾ
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

少
年
町
௕
・
少
年
議
員
が
஀
生
し
ま
し
た
。

事
業
の
狙
い
・
特
徴

˓
ૂ
͍

（
１
）
若
者
た
ち
が
、
自
ら
の
୅
ද
を
「
直
઀
」
બ
び
、

બ
ば
れ
た
୅
ද
が
政
策
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
、
学

校
以
外
で
民
ओ
ओ
ٛ
を
実
ࡍ
に
体
験
・
学
श
し
社
会
の

ߏ
成
シ
ε
テ
ム
を
学
Ϳ
。

（
̎
）
ະ
དྷ
を
担
う
若
者
の
ࢹ
点
か
ら
の
ఏ
言
や
ҙ
見
を
、

町
が
ੵ
ۃ
的
に
࠾
り
上
͛
る
こ
と
を
通
͡
て
、
若
者
の

町
政
ࢀ
Ճ
を
ଅ
す
。

（
３
）
こ
の
事
業
に
関
わ
る
す
べ
て
の
関
܎
者
が
、
若
者

の
ҙ
見
や
活
動
に
学
び
、
ซ
せ
て
若
者
た
ち
が
、
町
の

シ
ε
テ
ム
や
民
ओ
ओ
ٛ
を
૬
ޓ
に
学
Ϳ
場
と
す
る
。

˓
ಛ
௃

（
̍
）
ࣗ
Β
ཱ
ީ
ิ

町
಺
に
在
住
・
在
学
の
த
高
校
生
を
対
象
と
し
、
全
員

が
少
年
町
௕
及
び
少
年
議
員
の
બ
ڍ
ݖ
と
ඃ
બ
ڍ
ݖ
を
も

ち
ま
す
。
定
数
は
、
少
年
町
௕
が
１
໊
、
少
年
議
員
が
ø0

໊
で
す
。
定
数
を
こ
え
、
౤
ථ
の
݁
Ռ
མ
બ
し
て
し
ま
っ

た
場
合
な
ど
に
は
少
年
෭
町
௕
・
少
年
؂
ࠪ
な
ど
の
໾
職

に
ҕ
৤
し
、
ਖ਼
ࣜ
な
少
年
議
会
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て

も
ら
い
ま
す
。

（
２
）
த
ߴ
ߍ
ੜ
（
༗
ݖ
ऀ
）
͕
શ
һ
Ͱ
౤
ථ

有
ݖ
者
は
、
実
ࡍ
に
બ
ڍ
で
࢖
用
す
る
౤
ථ
ശ
に
౤
ථ

し
、
自
分
た
ち
の
୅
ද
を
બ
び
ま
す
。
開
ථ
࡞
業
に
は
લ

期
少
年
議
会
の
ϝ
ン
バ
ー
が
ࢀ
Ճ
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ࢁ
ܗ
ݝ
༡
ࠤ
ொ

Ổ
若
者
の
ҙ
見
や
力
を
取
り
入
れ
、

�

ক
དྷ
の
地
域
の
Ϧ
ー
μ
ー
を
育
Ή
Ổ

ࠤ
౻
　
େ
ஐ

༡
ࠤ
ொ
ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
ڭ
ҭ
課
ࣾ
ձ
ڭ
ҭ
　܎

ओ
ࣄ

બ
ڍ
で
બ
͹
Ε
ͨ
গ
೥
ொ
௕
ɾ

 

গ
೥
ٞ
һ
で
গ
೥
ٞ
ձ
を
։
࠵

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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（
３
）
ࣗ
Β
͕
੓
ࡦ
ཱ
Ҋ

月
に
平
ۉ
̎
、
３
回
ఔ
度
全
員
協
議
会
を
開
࠵
し
、
少

年
議
会
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
݁
Ռ
な
ど
を
も
と
に
、
自

分
た
ち
の
政
策
を
ཱ
Ҋ
し
ま
す
。

（
̐
）
ಠ
ࣗ
ͷ
੓
ࡦ
༧
ࢉ

少
年
議
会
は
政
策
ఏ
言
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
ࡍ
に
自

分
た
ち
が
行
動
し
、
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
実
現

༧
ࢉ
と
し
て
û5
ສ
ԁ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
̑
）
੓
ࡦ
ఏ
ݴ
Λ
ொ
ͷ
੓
ࡦ
ʹ
൓
ө

ཱ
Ҋ
し
た
政
策
の
த
で
、
༧
ࢉ
的
に
行
う
こ
と
が
೉
し

い
も
の
や
、
実
現
ま
で
に
த
・
௕
期
的
な
計
ը
が
必
要
な
も

の
は
、町
に
政
策
ఏ
言
、ま
た
は
要
๬
ॻ
の
ఏ
出
等
を
行
い
、

所
؅
課
で
༧
ࢉ
化
し
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
̒
）
ࣄ
業
ظ
ؒ

ݪ
ଇ
、
４
月
か
ら
ø2
月
。
期
間
த
に
３
回
の
ຊ
会
議
ܗ
ࣜ

の
少
年
議
会
を
開
࠵
し
ま
す
。
こ
の
ଞ
に
全
員
協
議
会
を
行

い
政
策
の
実
現
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。
ま
た
、
少
年
議
会

か
ら
要
๬
が
あ
れ
ば
活
動
を
Ԇ
௕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
代
少
年
議
会
の
活
動

◆◆◆

ྺ
୅
少
年
議
会
で
は
、
要
๬
や
政
策
ఏ
言
な
ど
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
த
高
生
の
通
学
に
関
す
る
も

の
で
は
、
町
に
対
し
通
学
路
へ
の
֗
౮
や
๷
ઇ
ࡤ
の
設
置

の
要
๬
、
̟
Ｒ
౦
日
ຊ
へ
利
用
実
ଶ
ௐ
ࠪ
や
ॺ
໊
活
動
を

行
い
μ
イ
Ϡ
վ
ਖ਼
の
要
๬
ॻ
の
ఏ
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
の
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
も
の
で
は
、
ୈ
øû
期
に
町
಺
の
イ

ϕ
ン
ト
や
お
ࡇ
り
な
ど
を
一
໨
で
֬
ೝ
で
き
る
よ
う
月
別

に
ま
と
め
た
࡭
ࢠ
を
࡞
り
ま
し
た
。
こ
の
࡭
ࢠ
は
町
の
観

光
協
会
、
公
共
施
設
、
学
校
に
も
഑
෍
さ
れ
た
ଞ
、
ݝ
外

の
イ
ϕ
ン
ト
な
ど
で
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

ୈ
øý
期
少
年
町
௕
の
ᜊ
౻
さ
ん
は
３
期
連
ଓ
で
ཱ
ީ
ิ

し
、
ࡢ
年
の
ୈ
5ý
回
ࢁ
ܗ
ݝ
少
年
の
ओ
ு
大
会
で
は
少
年

議
会
を
テ
ー
Ϛ
に
し
た
「
ࢲ
の
町
・
ࢲ
の
ເ
」
を
発
ද
し

ま
し
た
。
そ
の
த
で
「
活
動
の
த
で
町
の
ྑ
さ
を
࠶
ೝ
識

し
た
。
若
い
ײ
性
を
町
づ
く
り
に
े
分
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
そ
れ
が
必
要
だ
と
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
ؾ
づ
い
た
」「
;
る
さ
と
を
཭
れ
ҧ
う
ੈ
ք
に
৮
れ
た

と
し
て
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
を
、
ক
དྷ
的
に

◆◆◆

自
分
の
;
る
さ
と
に
໾
ཱ
て
た
い
」
と
ݺ
び
か
け
、
ݝ
の

最
༏
ल
৆
に
બ
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
年
議
会
の
経
験
者
が
地
域
の
団
体
の
୅
ද
や

イ
ϕ
ン
ト
の
実
行
ҕ
員
௕
を
務
め
る
な
ど
地
域
に
お
け
る

Ϧ
ー
μ
ー
が
育
ち
始
め
て
い
ま
す
。
若
者
の
୅
ද
で
あ
る

少
年
議
会
に
地
域
の
各
छ
団
体
の
方
か
ら
ҙ
見
や
ア
ド
バ

イ
ε
を
ٻ
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
町
に
と
っ
て
も
若
者

の
ॊ
ೈ
な
発
૝
や
Ӷ
い
ࢹ
点
は
ま
ち
づ
く
り
の
و
ॏ
な
材

ྉ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
少
年
議
会
の
ఏ
言
を
町
議

会
と
同
༷
の
ॏ
み
を
も
っ
て
受
け
ࢭ
め
、
町
政
に
൓
ө
さ

せ
て
い
ま
す
。

立
候
補
者
の
確
保
が
課
題

少
ࢠ
化
の
進
行
に
よ
り
事
業
開
始
౰
ॳ
と
ൺ
べ
有
ݖ
者

数
も
໿
൒
分
ま
で
減
っ
て
お
り
、
ཱ
ީ
ิ
者
の
֬
อ
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

த
高
生
の
持
つ
少
年
議
会
に
対
す
る
イ
ϝ
ー
δ
と
実
ࡍ

の
活
動
಺
༰
に
つ
い
て
ࠩ
が
あ
り
、
活
動
಺
༰
を
ৄ
し
く

આ
໌
す
る
と
ཱ
ީ
ิ
を
᪳
᪯
し
て
し
ま
う
生
ె
も
い
ま

す
。
し
か
し
、
ཱ
ީ
ิ
し
た
少
年
議
会
の
ϝ
ン
バ
ー
の
த

に
は
や
り
が
い
や
自
分
自
਎
の
成
௕
を
ײ
͡
、
１
年
໨
で

実
現
で
き
な
か
っ
た
課
題
の
ղ
ܾ
や
、
や
り
࢒
し
た
こ
と

を
実
現
し
た
い
と
連
ଓ
で
ཱ
ީ
ิ
す
る
生
ె
も
多
く
い
ま

す
。今

後
は
、
よ
り
一
૚
த
高
生
や
อ
ޢ
者
に
少
年
議
会
の

活
動
಺
༰
や
ϝ
Ϧ
ッ
ト
を
प
知
し
、
学
校
・
学
年
・
性
別

も
ҧ
う
஥
間
と
政
策
実
現
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
で
人

間
的
に
も
成
௕
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
を
఻
え
、
ক
དྷ
の

༡
ࠤ
町
を
担
う
若
者
の
成
௕
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

全員協議会（政策立案の話し合い）の様子

事業構造図

『遊佐町大図鑑』（第 14期）
～おもしぇイベントいっぺ載ったぞ～
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草
加
市
の
地
域
福
祉

૲
Ճ
市
は
࡛
ۄ
ݝ
の
౦
ೆ
部
に
Ґ
置
し
、
人
ޱ
は
໿
2û

ສ
８
０
０
０
人
。
౦
ژ
都
に
ྡ
઀
し
、
都
৺
へ
の
ア
Ϋ
η

ε
も
ྑ
く
、
い
わ
Ώ
る
ϕ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
ల
し
て

き
た
ま
ち
で
す
。
ߐ
ށ
時
୅
に
は
日
光
֗
ಓ
の
॓
場
町
と

し
て
ӫ
え
、
特
࢈
品
の
「
૲
Ճ
せ
ん
べ
い
」
は
全
国
的
に

高
い
知
໊
度
を
ތ
っ
て
い
ま
す
。
ҁ
੉
઒
Ԋ
い
の
૲
Ճ
দ

ݪ
は
、
日
光
֗
ಓ
の
໊
所
と
し
て
知
ら
れ
、「
お
く
の
΄

そ
ಓ
の
෩
ܠ
地ɹ

૲
Ճ
দ
ݪ
」
と
し
て
平
成
2ý
年
に
国
指

定
໊
উ
と
な
り
ま
し
た
。

૲
Ճ
市
で
は
、
平
成
øý
年
度
に
「
自
ཱ
・
共
ଘ
と
支
え

あ
い
の
ま
ち
૲
Ճ
」
を
ج
ຊ
ཧ
೦
と
す
る
地
域
෱
ࢱ
計
ը

を
策
定
し
、
そ
の
一
؀
と
し
て
ओ
に
市
民
を
対
象
と
し
た

「
地
域
෱
ࢱ
ߨ
࠲
」
を
開
࠵
し
て
、
地
域
෱
ࢱ
へ
の
ཧ
ղ

◆◆◆

を
ਂ
め
る
こ
と
に
౒
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
国
で
は
「
χ
ッ
ϙ
ン
一
ԯ
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
の

ֳ
議
ܾ
定
を
経
て
、平
成
2ÿ
年
に
は
ް
生
࿑
働
省
಺
に「
զ

が
事
・
ؙ
͝
と
」
地
域
共
生
社
会
実
現
ຊ
部
が
設
置
さ
れ
、

地
域
෱
ࢱ
の
推
進
が
一
૚
Ճ
଎
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
が
地
域
෱
ࢱ
の
推
進
に
「
զ
が
事
」
と
し
て

ࢀ
ը
し
、
人
と
人
、
人
と
資
ݯ
が
「
ؙ
͝
と
」
つ
な
が
る

࢓
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ຊ
市
と
し
て
も
「
地
域

課
題
の
ղ
ܾ
力
の
強
化
」
に
向
け
「
地
域
の
担
い
手
づ
く

り
」
に
取
り
組
Ή
こ
と
と
し
ま
し
た
。

福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ま
で

「
地
域
෱
ࢱ
ߨ
࠲
」
は
、
平
成
ø9
年
度
か
ら
ྡ
の
ӽ
୩

市
に
あ
る
จ
教
大
学
人
間
Պ
学
部
の
৿
ګ
ࢠ
।
教
授
に
協

力
を
ڼ
͗
、
開
࠵
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
࠲
学
で

◆◆◆

受
ߨ
者
が
ೳ
動
的

に
学
べ
て
い
な

い
」「
担
い
手
育

成
に
つ
な
が
ら
な

い
」
な
ど
の
課
題

が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ೳ
動
的
な
ࢀ

Ճ
型
の
、
か
つ
ָ

し
く
学
べ
る
ߨ
࠲

に
で
き
な
い
か

と
、
平
成
27
年
か

ら
市
の
職
員
と
৿

θ
ϛ
の
学
生
と
で

ݕ
౼
し
て
き
ま
し

た
。੩

Ԭ
ݝ
で
開
発
さ
れ
た
ࡂ
֐
時
の
ආ
೉
所
運
営
を
ή
ー

ム
ܗ
ࣜ
で
学
べ
る
「
ආ
೉
所
運
営
ή
ー
ム
（
̝
̪
̜
）」

を
ࢀ
考
に
、
住
民
が
ࠔ
っ
た
時
の
૬
ஊ
先
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
教
材
を
࡞
り
、
ࢀ
Ճ
型
の
ή
ー
ム
ܗ
ࣜ
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
༷
々
な
෱
ࢱ
的
な
課
題
を
๊
え
て

ࠔ
っ
て
い
る
人
を
、
そ
の
人
に
૬
Ԡ
し
い
社
会
資
ݯ
に
つ

な
͛
る
໛
ٖ
体
験
・
ࢀ
Ճ
型
の
ή
ー
ム
と
し
て
、「
෱
ࢱ

̨
Ｏ
̨
ή
ー
ム
」（
̨
⽅
社
会
資
ݯ
、
Ｏ
⽅
お
೰
み
、
̨
⽅

૬
ஊ
）
の
製
࡞
が
始
ま
り
ま
し
た
。

製
࡞
に
౰
た
っ
て
は
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
෱
ࢱ
課
題

が
あ
る
の
か
を
೺
Ѳ
す
る
た
め
に
、
θ
ϛ
生
と
市
の
職
員

で
市
໾
所
಺
の
෱
ࢱ
関
܎
所
؅
、
社
会
෱
ࢱ
協
議
会
、
地

域
แ
ׅ
支
援
η
ン
タ
ー
、
ࢠ
育
て
支
援
η
ン
タ
ー
な
ど
を

๚
問
し
、
実
ࡍ
に
あ
っ
た
༷
々
な
૬
ஊ
事
例
を
ώ
ア
Ϧ
ン

グ
し
、
そ
れ
を
ج
に
し
て
ケ
ー
ε
Χ
ー
ド
を
࡞
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
಺
の
社
会
資
ݯ
を
ௐ
べ
て
、
地
図
上
に
མ

࡛
ۄ
ݝ
૲
Ճ
ࢢ

Ổ
住
民
が
地
域
の
問
題
を
知
り
、

�
地
域
の
社
会
資
ݯ
に
つ
な
͛
る
໛
ٖ
体
験
Ổ

ਆ
ඌ
　
ฏ

૲
Ճ
ࢢ
෱
ࢱ
੓
ࡦ
課　

ओ
ࣄ

ủ
෱
ࢱ
̨
̤
̨
ή
ồ
Ϝ
Ứ
で

 

地
域
෱
ࢱ
の
୲
͍
手
育
成

森ゼミに参加し、学生と市職員でケースカード、マップを製作

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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と
し
ࠐ
ん
だ
社

会
資
ݯ
Ϛ
ッ
プ

を
࡞
成
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は

シ
ϛ
ỿ
Ϩ
ー
シ

ョ
ン
・
վ
ྑ
を

１
年
൒
܁
り
ฦ

し
、
平
成
2ÿ
年

øø
月
に
׬
成
。

ケ
ー
ε
Χ
ー
ド

の
૬
ஊ
಺
༰
を

グ
ϧ
ー
プ
で
࿩
し
合
い
、
Ϛ
ッ
プ
上
の
૬
Ԡ
し
い
社
会
資

ݯ
を
୳
し
て
、
そ
の
上
に
Χ
ー
ド
を
置
く
と
い
う
「
住
民

が
地
域
の
問
題
を
知
り
、地
域
の
社
会
資
ݯ
に
つ
な
͛
る
」

ή
ー
ム
と
し
て
、
そ
の
年
の
地
域
෱
ࢱ
ߨ
࠲
で
ॳ
お
൸
࿐

໨
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て

˓
࣮
ࢪ
ํ
๏

（
１
）
̑
人
か
ら
８
人
͙
ら
い
の
グ
ϧ
ー
プ
で
行
い
ま
す
。

（
̎
）
テ
ー
ブ
ϧ
上
に
社
会
資
ݯ
Ϛ
ッ
プ
を
޿
͛
、
प
り

に
࠲
っ
た
ࢀ
Ճ
者
の
う
ち
、
Ϧ
ー
μ
ー
が
ケ
ー
ε
Χ

ー
ド
を
ಡ
み
上
͛
ま
す
。
ケ
ー
ε
Χ
ー
ド
に
は
、
૬

ஊ
者
の
໊
લ
、
家
଒
ߏ
成
、
૬
ஊ
事
例
が
ॻ
か
れ
て

い
ま
す
。

（
３
）
ケ
ー
ε
Χ
ー
ド
の
಺
༰
を
全
員
で
֬
ೝ
し
、

࿩
し
合
い
な
が
ら
、
૬
ஊ
先
と
し
て
ద
੾
と
൑
அ
さ

れ
た
社
会
資
ݯ
の
上
に
Χ
ー
ド
を
置
き
ま
す
。

（
４
）
次
の
ケ
ー
ε
Χ
ー
ド
を
ಡ
み
上
͛
、
同
͡
よ

う
に
Ϛ
ッ
プ
上
に
Χ
ー
ド
を
置
い
て
い
き
ま
す
。

（
̑
）
Χ
ー
ド
は
ý0
छ
ྨ
あ
る
の
で
、
時
間
಺
で
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
の
࡞
業
を
܁
り
ฦ
し
ま
す
。

˓
ಛ
௃

・
多
छ
多
༷
な
事
例
の
ٙ
ࣅ
体
験
が
で
き
る
。

・「
自
ら
」
ࢀ
Ճ
す
る
と
い
う
ҙ
識
に
な
り
、
学
び

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

・
グ
ϧ
ー
プ
ワ
ー
Ϋ
に
よ
る
学
び
合
い
と
知
識
の
共

有
に
よ
る
交
ྲྀ
ଅ
進
に
つ
な
が
る
。

・
時
間
設
定
や
人
数
設
定
、
Ϛ
ッ
プ
上
の
ද
ه
が
自

༝
で
あ
り
、
ॊ
ೈ
な
活
用
が
で
き
る
。

◆◆◆

˓
こ
Ε
·
Ͱ
ͷ
࣮
੷

地
域
෱
ࢱ
ߨ
࠲
で
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
໾
所
出

લ
ߨ
࠲
、
団
体
等
へ
の
ି
し
出
し
、
出
ு
ߨ
࠲
と
い
っ
た

ܗ
ࣜ
で
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
Ԇ
べ
໿
７
７
０
人
の

方
が
෱
ࢱ
̨
Ｏ
̨
ή
ー
ム
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
体
験
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
多
職
छ
の
人
の
ҙ
見
が
ฉ
け
て
よ

か
っ
た
」「
社
会
資
ݯ
を
ਂ
く
ษ
強
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
」「
༷
々
な
事
例
に
৮
れ
ษ
強
に
な
っ
た
」
な
ど
、
ࢀ

Ճ
者
の
ೳ
動
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
෱
ࢱ
の
担
い
手
の
育
成
の
一
助
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
、
民
生
ҕ
員
・
ࣇ
ಐ
ҕ
員
に
つ
い
て
は
、
૬
ஊ
対
Ԡ

力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

▽
ओ
な
実
施
団
体
、
ି
出
先
ử
民
生
ҕ
員
・
ࣇ
ಐ
ҕ
員
協

議
会
、
地
۠
社
会
෱
ࢱ
協
議
会
、
町
会
・
自
࣏
会
、
市
民

活
動
グ
ϧ
ー
プ
、
地
域
แ
ׅ
支
援
η
ン
タ
ー
、
生
活
協
同

組
合
、
ଞ
市
෱
ࢱ
関
܎
課

今
後
に
向
け
て

ή
ー
ム
を
よ
り
޿
く
ී
及
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
今
後

は
「
担
い
手
育
成
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ή
ー
ム
の
ϑ
Ỹ

シ
Ϧ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
住
民
の
育
成
や
、
住
民
自
ら
が

自
分
の
地
۠
の
社
会
資
ݯ
Ϛ
ッ
プ
を
࡞
製
す
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
ల
開
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
෱
ࢱ
̨
Ｏ
̨
ή
ー
ム
は
、
大
学
の
高
い
専
門
性

と
市
の
実
ࡍ
の
現
場
の
事
例
の
஝
ੵ
を
元
と
し
た
現
場
性

を
活
か
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
教
材
で
あ
り
、
行
政

と
大
学
の
協
働
に
よ
り
成
Ռ
を
生
Ή
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
大
学
と
自
࣏
体
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
౒
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

平成 28年度に一度完成した福祉SOSゲームを草加市版に改良（平成 29年度）

平成28年度地域福祉講座で福祉SOSゲームを初お披露目
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伝
統
と
革
新
の
ま
ち

দ
ෞ
ਆ
社
の
ࢀ
ಓ
Ԋ
い
に
ݐ
つ
、
ங
ÿ0
年
の
چ
ḉ
ߐ
地

方
織
෺
ݕ
ࠪ
所
。
国
登
録
有
ܗ
จ
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
の
ݐ
෺
の
̎
֊
に
̞
̩
ʷ
も
の
づ
く
り
ڌ
点
「
̝
̰

̽
̰
ಓ
場
」
は
あ
り
ま
す
。

෱
Ҫ
ݝ
ḉ
ߐ
市
は
؟
ڸ
・
࣫
ث
・
ણ
ҡ
の
３
つ
の
地
場

࢈
業
が
あ
り
、
த
で
も
؟
ڸ
の
ϑ
Ϩ
ー
ム
は
国
಺
シ
ỻ
ア

９
割
を
௒
え
る
΄
ど
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
֗
で
す
。
ୈ

４
の
࢈
業
と
し
て
̞
̩
に
着
໨
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
̞

̩
を
取
り
入
れ
始
め
た
の
は
̎
０
１
０
年
。
今
で
は
、
国

や
̞
̩
企
業
（
後
に
登
場
す
る
̨
̖
Ｐ
な
ど
）
か
ら
「
Φ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
モ
デ
ϧ
」
と
し
て
ḉ
ߐ
は
஫
໨
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

̎
０
１
４
年
に
は
ḉ
ߐ
の
̞
̩
企
業
が
、
こ
ど
も
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
教
材
「
̞
̲
̷
̸
̶
̾
̟
̰
̼
（
イ
ν

ΰ
δ
Ỿ
ム
）」
を
開
発
し
、
̞
̩
人
材
の
育
成
に
も
力
を

い
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
̞
̩
人
材
育
成
の
た

め
の
民
間
ڌ
点
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
̝
̰
̽
̰
ಓ
場

◆◆◆

で
す
（
支
援
⽅
̨
̖
Ｐ
、
運
営
⽅
̣
Ｐ
Ｏ
法
人
Τ
ϧ
・
コ

ϛ
ỿ
χ
テ
ィ
、
̎
０
１
̑
年
øø
月
設
ཱ
）。

Ｉ
Ｔ
×
も
の
づ
く
り
拠
点

̝
̰
̽
̰
ಓ
場
の
コ
ン
η
プ
ト
は
「
̞
̩
ʷ
も
の
づ
く

り
ڌ
点
」。
ḉ
ߐ
に
あ
る
も
の
づ
く
り
技
術
と
̞
̩
を
ֻ

け
合
わ
せ
て
、
৽
た
な
価
値
や
ະ
དྷ
を
担
う
人
材
を
創
出

す
る
場
を
め
͟
し
て
い
ま
す
。

̎
０
１
８
年
現
在
、
̞
̾
̩
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
や
ウ
ỻ
ア
ラ
ブ
ϧ
୺
຤
（
਎
に
つ
け
る
Ｐ
̘
）
な
ど

の
、「
モ
ノ
と
̞
̩
を
ֻ
け
合
わ
せ
た
プ
ロ
μ
Ϋ
ト
（
̖

̞
ε
ϐ
ー
Χ
ー
や
ε
Ϛ
ー
ト
グ
ラ
ε
な
ど
）」
が
஫
໨
を

ཋ
び
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ウ
ỻ
ア
と
ι
ϑ
ト
ウ
ỻ
ア
྆
方

に
強
い
人
材
を
育
て
る
̝
̰
̽
̰
ಓ
場
の
取
り
組
み
を
い

く
つ
か
͝
紹
介
し
ま
す
。

˓
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ϯ
グ
ε
Ϋ
ー
ϧ
（
２
̌
̍
̑
೥
Ỗ
ݱ
ࡏ
）

̞
̲
̷
̸
̶
̾
̟
̰
̼
を
࢖
っ
た
̗
̖
̨
̞
̘
言
ޠ
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
ߨ
࠲
で
す
。
ή
ー
ム
づ
く
り
を
通

◆◆◆

し
て
ָ
し
み
な
が
ら
ι
ϑ
ト
ウ
ỻ
ア
に
強
い
人
材
を
育
て

て
い
ま
す
。

˓
こ
Ͳ
΋
̞
̾
̩
ϋ
ッ
Χ
ι
ϯ
（
２
̌
̍
̓
೥
）

プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
は
ή
ー
ム
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
਎

ۙ
な
課
題
ղ
ܾ
の
ಓ
۩
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
開
࠵
し
て
い
ま
す
。
ḉ
ߐ
で
行
っ
た
̞
̾
̩
ハ
ッ
Χ

ι
ン
の
テ
ー
Ϛ
は
「
お
฼
さ
ん
の
೰
み
を
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン

グ
で
ղ
ܾ
し
よ
う
」。
ま
ͣ
お
฼
さ
ん
に
イ
ン
タ
Ϗ
ỿ
ー

を
し
て
、
ී
ஈ
Կ
に
ࠔ
っ
て
い
る
か
を
ฉ
き
出
し
ま
す
。

次
に
そ
の
೰
み
を
ղ
ܾ
す
る
た
め
の
プ
ロ
μ
Ϋ
ト
を
ࢼ
࡞

し
、
最
後
に
ネ
ッ
ト
に
ܨ
が
っ
た
̞
̲
̷
̸
̶
̾
̟
̰
̼

で
̞
̾
̩
化
し
ま
す
。

˓
δ
Ỿ
ϯ
Ϋ
̧
̚
ϝ
イ
Ϋ
γ
ἀ
ッ
プ
（
２
̌
̍
̔
೥
）

ハ
ー
ド
Φ
ϑ
と
共
同
開
࠵
の
こ
の
イ
ϕ
ン
ト
で
は
、
ి

化
製
品
な
ど
の
δ
Ỿ
ン
Ϋ
品
（
不
ྑ
品
）
を
ᶃ
分
ղ
ᶄ
࠶

ߏ
ங
ᶅ
໊
લ
と
値
ஈ
設
定
ᶆ
販
売
、
ま
で
を
行
い
ま
す
。

ᶃ
と
ᶄ
で
ハ
ー
ド
ウ
ỻ
ア
の
࢓
組
み
を
学
び
、
ᶅ
と
ᶆ
で

商
売
を
学
び
ま
す
。
地
域
の
ϑ
Ϧ
ー
Ϛ
ー
ケ
ッ
ト
で
実
ࡍ

に
販
売
し
、
自
分
が
つ
く
っ
た
も
の
を
売
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
ت
び
を
通
し
て
、
創
࡞
ҙ
ཉ
を
高
め
て
΄
し
い

と
い
う
૝
い
が
あ
り
ま
す
。

˓
γ
χ
ア
ߨ
ࢣ
ҭ
੒
ߨ
࠲
（
２
̌
̍
̓
೥
̔
݄
Ỗ
ݱ
ࡏ
）

̎
０
̎
０
年
に
全
国
の
খ
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
が

必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
先
ۦ
け
て
ḉ
ߐ
市
で
は
̎
０
１
７

年
度
よ
り
、
ḉ
ߐ
市
಺
の
খ
த
学
校
の
Ϋ
ラ
ブ
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ϛ
ン
グ
教
育
を
市
の
事
業
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

̝
̰
̽
̰
ಓ
場
で
は
日
த
動
け
る
人
材
と
し
て
シ
χ
ア
ੈ

୅
に
஫
໨
し
、
ߨ
ࢣ
ر
๬
者
に
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
ߨ
࠲
を

෱
Ҫ
ݝ
ḉ
ߐ
ࢢ

Ổ
こ
ど
も
か
ら
シ
χ
ア
ま
で
が
ू
う
̞
̩
も
の
づ
く
り
ڌ
点
Ổ

த
ଜ
　
ਖ਼
Ұ

̝
̰
̽
̰
ಓ
৔
ࢣ
ൣ

৽
し
͍
Ձ
஋
΍
ະ
དྷ
を
୲
͏
̞
̩
人
ࡐ
を
૑
ग़

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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開
࠵
し
て
い
ま
す
。
̎
０
１
８
年
度
よ
り
、
̝
̰
̽
̰
ಓ

場
の
シ
χ
ア
ߨ
ࢣ
を
市
಺
の
খ
学
校
に
೿
ݣ
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ϛ
ン
グ
Ϋ
ラ
ブ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

̎
０
̎
０
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
必
修
化
で
、
全
国
で

ى
こ
り
う
る
「
指
導
人
材
の
不
足
」
と
い
う
課
題
に
̎
０

１
７
年
か
ら
取
り
組
み
、
̞
̩
教
育
の
持
ଓ
Մ
ೳ
性
に
௅

ઓ
し
て
い
ま
す
。

中
高
生
が
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

̝
̰
̽
̰
ಓ
場
の
方
਑
と
し
て
「
自
ओ
性
」
を
大
੾
に

し
て
い
ま
す
（
ಓ
場
と
い
う
ネ
ー
ϛ
ン
グ
も
「
自
ओ
的
に

修
行
す
る
場
」
を
イ
ϝ
ー
δ
し
て
い
ま
す
）。
ࣦ
ഊ
を
ڪ

れ
ͣ
に
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
３
Ｄ
プ
Ϧ
ン
タ
ー

と
Ϩ
ー
ザ
ー
Χ
ッ
タ
ー
は
ະ
成
年
࢖
用
ྉ
を
ແ
ྉ
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
場
」
を
用
ҙ
し
て
い
る
と
、
̝

̰
̽
̰
ಓ
場
に
通
う
౰
時
த
学
̎
年
生
と
高
校
̎
年
生
の

̎
人
組
が
ӽ
લ
が
に
ロ
Ϙ
ッ
ト
の
共
同
開
発
を
始
め
ま
し

た
（
̎
０
１
７
年
３
月
Ỗ
９
月
）。

◆◆◆

開
発
期
間
は
໿
൒
年
。
த
学
生
が
ロ
Ϙ
ッ
ト
の
ύ
ー
π

を
̘
̖
Ｄ
で
設
計
し
、
̝
̰
̽
̰
ಓ
場
の
Ϩ
ー
ザ
ー
Χ
ッ

タ
ー
で
ア
Ϋ
Ϧ
ϧ
൘
を
Χ
ッ
ト
し
て
࡞
成
し
ま
す
。
高
校

生
が
̞
̲
̷
̸
̶
̾
̟
̰
̼
で
プ
ロ
グ
ラ
ϛ
ン
グ
制
ޚ
す

る
た
め
の
ج
൘
設
計
を
担
౰
し
ま
し
た
。
ロ
Ϙ
ッ
ト
が
自

ॏ
に
଱
え
ら
れ
な
い
と
き
は
、
ύ
ー
π
を
設
計
し
な
お
し

て
ロ
Ϙ
ッ
ト
の
ܰ
ྔ
化
・
最
ద
化
の
た
め
に
ト
ラ
イ
ˍ
Τ

ラ
ー
を
܁
り
ฦ
し
ま
し
た
。
ٳ
日
に
自
ओ
的
に
̝
̰
̽
̰

ಓ
場
に
や
っ
て
き
て
は
、
Ϩ
ー
ザ
ー
Χ
ッ
タ
ー
を
ϑ
ϧ
Ք

働
さ
せ
、
ج
൘
の
ハ
ン
μ
付
け
や
足
り
な
い
部
品
の
発
஫

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
ۤ
೰
の
຤
生
ま
れ
た
の
が
「
さ
ば
え
Χ
χ
ロ
Ϙ

ッ
ト
」
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
อ
ଘ
し
た
̞
̲
̷
̸
̶
̾
̟
̰
̼
を
౥

ࡌ
し
て
動
か
し
、
地
໘
の
໌
る
さ
に
よ
っ
て
進
路
を
ม
え

る
自
動
า
行
ロ
Ϙ
ッ
ト
。
さ
ば
え
Χ
χ
ロ
Ϙ
ッ
ト
は
̝
̰

̽
̰
ಓ
場
の
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
も

し
て
お
り
、
売
上
͛
の
一
部
は
൴
ら
の
元
へ
入
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
ロ
Ϙ
ッ
ト
を
ߪ
入
し
た
খ
学
生
た
ち
が
ロ
Ϙ

ッ
ト
コ
ン
テ
ε
ト
に
出
場
す
る
と
い
う
教
育
α
イ
Ϋ
ϧ
が

大
人
な
し
で
回
っ
て
い
ま
す
。

民
間
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
て

課
題
は
ऩ
ӹ
化
で
す
。
総
務
省
の
ࣔ
す
「
地
域
̞
̘
̩

Ϋ
ラ
ブ
」
が
、
学
校
以
外
の
̞
̩
教
育
の
受
け
ࡼ
を
民
間

に
ٻ
め
て
い
る
よ
う
に
、
税
金
に
པ
ら
ͣ
、
民
間
だ
け
で

運
営
で
き
る
モ
デ
ϧ
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
全
国
に
は
拡
が

り
ま
せ
ん
。
塾
と
し
て
の
受
ߨ
ྉ
だ
け
で
な
く
、
時
に
は

企
業
と
手
を
組
ん
で
、
時
に
は
自
社
プ
ロ
μ
Ϋ
ト
を
つ
く

り
、
そ
れ
ら
を
発
৴
し
な
が
ら
ऩ
ӹ
化
し
な
け
れ
ば
、
̞

̩
ڌ
点
は
持
ଓ
不
Մ
ೳ
で
し
Ỷ
う
。

「
習
う
よ
り
創
れ
」

̝
̰
̽
̰
ಓ
場
の
教
育
ε
タ
イ
ϧ
は
「
श
う
（
受
動
）

よ
り
創
れ
（
ओ
動
）」。
も
の
づ
く
り
や
̞
̩
を
通
し
て
、

創
る
「
ػ
会
」
を
̝
̰
̽
̰
ಓ
場
で
は
ఏ
ڙ
し
て
い
ま
す
。

都
会
と
地
方
に
お
け
る
̞
̩
教
育
な
ど
の
「
ػ

会
֨
ࠩ
」
を
な
く
し
、
地
方
で
も
޷
き
な
こ
と
が

み
つ
か
る
ˍ
で
き
る
モ
ν
ϕ
ー
シ
ョ
ン
に
ຬ
ち
た
場

所
（
ḉ
ߐ
）
を
໨
指�

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

場
所
に
す
る
こ
と
で
、
都
会
へ
の
人
材
ྲྀ
出
を
๷

͗
、
地
域
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
も
、
も
の
づ
く
り
の
よ
う
に
「
自

分
が
つ
く
っ
て
い
る
」
と
い
う
ओ
体
性
が
大
੾
で

あ
り
、
そ
の
Ϛ
イ
ン
ド
を
育
て
る
こ
と
が
教
育
の

໾
໨
で
あ
る
と
、
খ
学
生
が
ロ
Ϙ
ッ
ト
を
組
み
ཱ

て
て
い
る
ྡ
で
こ
の
ݪ
ߘ
を
ॻ
き
な
が
ら
、
ࢲ
は

そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆さばえカニロボットを共同開発する中高生（夏休み）

IchigoJamでプログラミングを学ぶこどもたち

松阜神社の参道沿いに立つHana 道場のある建物
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「
み
え
農
業
版
Ｍ
Ｂ
Ａ
養
成
塾
」
開
設
の
狙
い

三
ॏ
ݝ
の
೶
業
ब
業
者
は
、
ଞ
ݝ
と
ҧ
わ
ͣ
高
ྸ
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
த
、
ۙ
年
の
৽
ن
ब
೶
者

の
動
向
を
み
る
と
、
例
年
֓
ね
１
４
０
人
લ
後
の
৽
ن
ब

೶
者
が
あ
り
ま
す
が
、
û5
ࡀ
ະ
ຬ
の
৽
ن
ब
೶
者
は
、
そ

の
７
割
以
上
が
೶
業
法
人
に
ޏ
用
さ
れ
る
ܗ
で
ब
೶
し
て

い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
ब
೶
動
向
を
౿
ま
え
、
今
後
三
ॏ
ݝ
಺
で

若
者
の
৽
ن
ब
೶
者
を
֬
อ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
者

に
魅
力
的
で
や
り
が
い
の
あ
る
ब
業
の
場
を
ఏ
ڙ
で
き
る

先
進
的
・
ֵ
৽
的
な
೶
業
や
関
連
Ϗ
δ
ネ
ε
を
ల
開
し
て

い
け
る
೶
業
法
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
ॏ
要
と
考

え
、
೶
業
法
人
を
ཱ
ち
上
͛
運
営
で
き
る
経
営
者
や
೶
業

法
人
経
営
者
の
ӈ
࿹
と
な
れ
る
多
༷
な
「
೶
業
Ϗ
δ
ネ
ε

◆◆◆

人
材
」
を
֬
อ
し
育
成
し
て
い
く
࢓
組
み
と
し
て
、
平
成

30
年
４
月
に
「
み
え
೶
業
൛
Ｍ
̗
̖
ཆ
成
塾
」（
以
Լ
、

จ
த
は
「
ཆ
成
塾
」）
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

制
度
検
討
と
運
営
体
制
の
整
備

こ
の
「
ཆ
成
塾
」
の
企
ը
・
運
営
か
ら
ଔ
塾
後
の
支
援

を
ݕ
౼
す
る
た
め
、
࢈
学
׭
の
専
門
家
で
ߏ
成
す
る
「
三

ॏ
の
೶
業
若
き
ঊ
の
ཬ
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
実
行
会
議
」（
以

Լ
「
実
行
会
議
」）
を
設
置
し
、平
成
2ÿ
年
度
か
ら
̎
年
間
、

Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム
や
運
営
体
制
な
ど
の
制
度
ݕ
౼
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
実
行
会
議
の
ߏ
成
は
、
三
ॏ
大
学
大
学
Ӄ
地
域
イ

ノ
ϕ
ー
シ
ョ
ン
学
ݚ
ڀ
Պ
教
授
（
三
ॏ
大
学
෭
学
௕
）
を

࠲
௕
と
し
、（
ג
）
ઙ
Ҫ
೶
Ԃ
や
（
ג
）
ҏ
լ
の
ཬ
モ
Ϋ

モ
Ϋ
手
づ
く
り
ϑ
Ỹ
ー
ム
な
ど
ओ
要
な
先
進
೶
業
法
人
の

◆◆◆

ଞ
に
金
༥
ػ
関
や
೶
業
者
団
体
の
୅
ද
者
か
ら
な
り
ま

す
。こ

の
実
行
会
議
で
の
̎
年
間
の
ݕ
౼
݁
Ռ
を
౿
ま
え
次

の
運
営
体
制
を
定
め
ま
し
た
。

塾
௕
に
は
、
地
域
೶
業
ৼ
ڵ
と
̒
次
࢈
業
化
の
先
ۦ
者

で
あ
る
໦
村
修
ࢯ
（（
ג
）
あ
い
あ
い
ϑ
Ỹ
ー
ム
୅
ද
取

క
໾
ʗ
元
（
ג
）
ҏ
լ
の
ཬ
モ
Ϋ
モ
Ϋ
手
づ
く
り
ϑ
Ỹ
ー

ム
会
௕
）、
෭
塾
௕
に
は
੢
村
܇
߂
ࢯ
（
三
ॏ
大
学
෭
学

௕
ʗ
同
大
学
Ӄ
地
域
イ
ノ
ϕ
ー
シ
ョ
ン
学
ݚ
ڀ
Պ
教
授
）、

そ
し
て
໊
༪
塾
௕
に
ླ
໦
ӳ
ܟ
三
ॏ
ݝ
知
事
に
ब
೚
い
た

だ
き
、
運
営
事
務
ہ
は
、
೶
業
大
学
校
೶
業
Ϗ
δ
ネ
ε
人

材
育
成
課
が
担
౰
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
主
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

˓
ủ
ཆ
੒
क़
Ứ
ͷ
ओ
ͳ
ಛ
௃

・
ݝ
಺
の
先
進
೶
業
法
人
等
（
ݝ
಺
先
進
øø
法
人
等
）
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
೶
業
法
人

経
営
者
等
の
も
と
、
̎
年
間
、
ຊ
֨
的
な
೶
業
Ϗ
δ
ネ

ε
を
学
べ
ま
す
。

・
೶
業
経
営
だ
け
で
な
く
、
企
業
経
営
や
ϑ
ー
ド
Ϛ
ネ
δ

ϝ
ン
ト
を
学
べ
る
Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム
を
ఏ
ڙ
い
た
し
ま

す
。
ू
合
ߨ
࠲
だ
け
で
な
く
、
ࢹ
࡯
ݚ
修
や
自
ओ
的
に

学
び
を
進
め
ら
れ
る
̴ô

ラ
ー
χ
ン
グ（
経
営
学
ߨ
࠲
）

も
ఏ
ڙ
し
ま
す
。

・
三
ॏ
大
学
大
学
Ӄ
地
域
イ
ノ
ϕ
ー
シ
ョ
ン
学
ݚ
ڀ
Պ
と

連
携
し
、
塾
生
が
同
大
学
Ӄ
の
ߨ
࠲
を
受
ߨ
し
、
大
学

Ӄ
生
と
議
࿦
・
学
श
で
き
る
ػ
会
を
、
ま
た
、
特
に
修

࢜
学
Ґ
取
得
を
໨
指
す
学
生
に
は
、
同
大
学
Ӄ
と
の
ซ

学
が
で
き
る
؀
ڥ
を
ఏ
ڙ
し
ま
す
。
ซ
学
さ
れ
る
場
合

に
は
、
入
塾
ྉ
の
໔
আ
措
置
も
४
උ
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

三
ॏ
ݝ

Ổ
৽
し
い
೶
業
経
営
者
づ
く
り

�

「
み
え
೶
業
൛
Ｍ
̗
̖
ཆ
成
塾
」
Ổ

໺
຤
　
ޫ

ࡾ
ॏ
ݝ
೶
ۀ
େ
ֶ
ߍ
೶
ۀ
Ϗ
δ
ω
ε
人
材
ҭ
੒
課　

課
௕

࢈
ֶ
׭
࿈
ܞ
ʹ
Α
る

 

ủ
೶
ۀ
Ϗ
δ
ω
ε
人
ࡐ
Ứ
の
育
成

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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・「
ཆ
成
塾
」
修
了
後
に
も
ޏ
用
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
೶
業
法
人
等
や
各
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
実
行
会

議
ߏ
成
員
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
ॏ

ݝ
で
は
修
了
後
、
೶
業
法
人
の
ཱ
ち
上
͛
な
ど
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

˓‌‌

Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム
ͷ
಺
༰
（
プ
ラ
イ
Ϛ
Ϧ
ー
ί
ー
ε‌

（
̍
೥
࣍
）⽅
̑
Պ
໨
ܭ
̍
̒
̔
̔
࣌
ؒ
）

・
ޏ
用
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
１
̑
０
０
時
間
）（
受

入
法
人
）

・
経
営
学
ߨ
࠲
（
入
門
ฤ
・
ج
ૅ
ฤ
）（
5ý
時
間
）（
ଞ

̴ô

ラ
ー
χ
ン
グ
１
７
̑
時
間
）（
೶
大
ߨ
࠲
）

・
ϑ
ー
ド
Ϛ
ネ
δ
ϝ
ン
ト
ߨ
࠲
（
2û
時
間
）（
೶
大
ߨ
࠲
）

・
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
Ϛ
ネ
δ
ϝ
ン
ト
ԋ
श
（
3ý
時
間
）（
三

ॏ
大
学
大
学
Ӄ
ߨ
࠲
）

・
経
営
プ
ラ
ン
策
定
ԋ
श
（
72
時
間
）（
೶
大
ߨ
࠲
）

特
に
ޏ
用
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
ि
໿
û0
時
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
͡
て
、
経
営
者
等
か
ら
直
઀

೶
業
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。ɹ
ɹ

な
お
、
ア
ド
バ
ン
ε
コ
ー
ε
（
̎
年
次
）
は
、
֓
ね
同
時

間
数
の
発
ల
的
಺
༰
の
Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す

（
ࢽ
໘
の
都
合
上
ৄ
ࡉ
は
省
ུ
）。

募
集
要
件
、
募
集
定
員
、
選
考
方
法
等

˓
ื
ू
ཁ
݅

入
塾
年
度
の
４
月
１
日
時
点
で
֓
ね
û0
ࡀ
ະ
ຬ
の
者

で
、
ޏ
用
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
１
年
以
上
継
ଓ
で
き

る
こ
と
に
Ճ
え
、
大
学
、
୹
大
、
೶
業
大
学
校
及
び
専
門

学
校
を
ଔ
業
し
た
者
ま
た
は
入
塾
年
度
ま
で
に
ଔ
業
見
ࠐ

み
の
者
で
、
三
ॏ

ݝ
಺
に
お
い
て
೶

業
Ϗ
δ
ネ
ε
の
ల

開
を
志
す
者
、
あ

る
い
は
社
会
人
経

験
者
と
し
ま
す
。

˓
ื
ू
ఆ
һ

３
Ỗ
̑
໊
。
少

数
ਫ਼
Ӷ
で
学
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

˓
બ
ߟ
ํ
๏
౳

໘
઀
と
プ
Ϩ
θ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。な
お
、

◆◆◆

બ
考
に
先
ཱ
ち
、
ر
๬
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
法

人
等
と
の
Ϛ
ッ
ν
ン
グ
の
た
め
の
事
લ
໘
ஊ
を
行
い
ま

す
。 

30
年
度
塾
生
（
第
１
期
生
）
の
状
況
と

31
年
度
塾
生
（
第
２
期
生
）
の
募
集

˓
₃₀
೥
౓
क़
ੜ
（
ୈ
̍
ظ
ੜ
）
ͷ
ঢ়
گ

現
在
̎
人
が
入
塾
し
て
い
ま
す
。１
人（
3ý
ࡀ
உ
性
）は
、

෺
ྲྀ
・
৯
品
販
売
企
業
で
の
社
会
経
験
を
経
て
、
自
ら
価

֨
ܾ
定
で
き
る
生
࢈
性
の
高
い
೶
業
経
営
の
実
現
を
໨
指

し
̪
タ
ー
ン
し
て
入
塾
さ
れ
、
現
在
α
ノ
・
Φ
ー
Ω
ッ
ド

（
༸
ラ
ン
࠿
ഓ
⽅
ླ
ࣛ
市
）
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

も
う
１
人
（
25
ࡀ
உ
性
）
は
、
ݝ
外
大
学
Ӄ
修
࢜
課
ఔ

（
ߤ
ۭ
Ӊ
஦
޻
学
）
を
経
て
入
塾
し
た
若
手
人
材
で
、
Ӊ

஦
޻
学
の
ݚ
ڀ
で
ഓ
っ
た
人
ޱ
Ӵ
੕
の
観
ଌ
等
デ
ー
タ
を

೶
業
（
২
෺
޻
場
等
）
に
生
か
し
た
い
と
の
ເ
を
い
だ
き
、

২
෺
޻
場
を
さ
ら
に
発
ల
さ
せ
た
೶
業
シ
ε
テ
ム
の
実
現

に
向
け
、
現
在
ݝ
಺
で
先
進
的
な
大
ن
໛
ト
Ϛ
ト
࠿
ഓ
を

手
が
け
る
（
ג
）
ઙ
Ҫ
೶
Ԃ
（
施
設
ト
Ϛ
ト
࠿
ഓ
⽅
௡
市
）

で
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

˓
ฏ
੒
₃1
೥
౓
ೖ
क़
ੜ
ͷ
ื
ू

平
成
30
年
ø0
月
か
ら
ୈ
̎
期
生
の
ื
ू
を
開
始
。
ޏ
用

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
法
人
等
（
øø
法
人
等
）
の
ৄ

ࡉ
を
は
͡
め
、
ื
ू
に
関
す
る
ৄ
ࡉ
は
、
専
用
ϗ
ー
ム
ϖ

ー
δ
に
ܝ
ࡌ
し
ま
す
。

IUUQT���N
JF�OPEBJ�N

CB�KQ

೶
業
Ϗ
δ
ネ
ε
で
ى
業
を
お
考
え
の
方
は
、ੋ
ඇ
一
度
、

「
み
え
೶
業
൛
Ｍ
̗
̖
ཆ
成
塾
」
の
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
を
͝

ཡ
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

経営学講座（集合講座）で塾生がその他研修生
（農業ビジネス人材育成研修経営学講座）とともに受講中の様子

入塾後、鈴木英敬・三重県知事を表敬訪問
（左から：木村塾長、塾生、鈴木知事、塾生、西村副塾長、

MBAコーディネーター）
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草
津
市
の
概
要

日
ຊ
最
大
の
ބ
で
あ
る
ඐ
ഀ
ބ
を
有
す
る
࣎
լ
ݝ
は
、

日
ຊ
の
΄
΅
த
ԝ
に
Ґ
置
し
、
ژ
都
෎
、
෱
Ҫ
ݝ
、
ذ
ෞ

ݝ
、
三
ॏ
ݝ
と
に
ݝ
ڥ
を
઀
し
て
い
る
。
ބ
国
࣎
լ
は
、

ݹ
く
か
ら
人
と
෺
と
が
ԟ
དྷ
し
、
௕
い
ྺ
࢙
が
ࠁ
み
ࠐ
ま

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

૲
௡
市
は
࣎
լ
ݝ
の
ೆ
部
に
Ґ
置
し
て
い
る
。
౦
ւ
ಓ

と
த
ࢁ
ಓ
の
分
ذ
・
合
ྲྀ
の
地
で
あ
っ
た
૲
௡
は
、
ఱ
Լ

を
手
த
に
ऩ
め
よ
う
と
し
た
時
の
ݖ
力
者
た
ち
に
と
っ
て

も
、
ྺ
࢙
上
ॏ
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
現
在
も
࣎
լ
ݝ
಺

で
த
৺
的
な
໾
割
を
Ռ
た
す
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

草
津
市
国
際
交
流
協
会

૲
௡
市
に
は
、
住
民
ج
ຊ
୆
ா
に
໿
̎
４
０
０
人
の
外

国
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
市
಺
に
は
、
ཱ
໋
ؗ
大
学
び

わ
こ
・
く
さ
つ
Ω
Ỿ
ン
ύ
ε
が
ཱ
地
し
て
お
り
、
多
く
の

ཹ
学
生
や
外
国
人
ߨ
ࢣ
が
在
校
、
在
住
し
て
い
る
。

◆◆◆◆◆◆

そ
こ
で
は
、
૲
௡
市
国
ࡍ
交
ྲྀ
協
会
が
ओ
࠵
し
て
い
る

༷
々
な
コ
ϛ
ỿ
χ
テ
ィ
ー
α
ー
Ϋ
ϧ
が
開
࠵
さ
れ
て
お

り
、
日
ຊ
ޠ
会
࿩
や
社
会
制
度
の
ཧ
ղ
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
日
ຊ
ޠ
ͻ
ろ
ば
」
が
あ
る
。
そ
の
த
に
は
、฼
国
ޠ
、

日
ຊ
ޠ
、
ӳ
ޠ
の
３
か
国
ޠ
で
日
ৗ
会
࿩
が
で
き
る
方
が

多
数
い
る
。

外
国
人
の
災
害
時
に
お
け
る
課
題

在
住
の
外
国
人
の
方
々
の
๷
ࡂ
上
の
課
題
と
し
て
、
ࡂ

֐
発
生
時
に
ආ
೉
所
へ
ආ
೉
す
る
ࡍ
、
日
ຊ
ޠ
に
׳
れ
て

い
な
い
方
が
多
く
、
ま
た
生
活
श
׳
も
ҧ
う
こ
と
か
ら
、

ආ
೉
所
ま
で
の
҆
全
な
行
き
方
や
ආ
೉
所
生
活
で
の
৘
ใ

ऩ
ू
や
コ
ϛ
ỿ
χ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ࠔ
೉
を
き
た
し
、
不
҆

な
ආ
೉
所
生
活
を
強
い
ら
れ
る
Մ
ೳ
性
が
高
い
、
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
平
時
の
取
り
組
み
に
໨
を
స
͡
る
と
、
外
国
人

ආ
೉
に
関
し
て
ࡂ
֐
時
に
こ
う
し
た
課
題
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ͣ
、
平
ৗ
時
か
ら
の
外
国
人
へ
の
๷
ࡂ
に
関
す
る
ܒ

発
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
現
ঢ়
が
あ
る
。

◆◆◆

機
能
別
消
防
団
員
の
概
要

ࡂ
֐
時
に
ফ
Ր
活
動
、
ٹ
助
活
動
、
ܯ
ռ
活
動
な
ど
、

෯
޿
い
活
動
に
従
事
す
る
ফ
๷
団
員
は
現
在
全
国
的
に
減

少
し
、そ
の
֬
อ
が
٤
ۓ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ফ
๷
ி
よ
り
、
入
団
ଅ
進
の
た
め
「
ػ
ೳ
別
ফ
๷
団
員
」

の
活
用
を
推
঑
さ
れ
て
い
る
。

ػ
ೳ
別
ফ
๷
団
員
と
は
、
す
べ
て
の
ফ
๷
団
活
動
の
த

で
特
定
の
活
動
に
従
事
す
る
団
員
の
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
、

ফ
๷
団
活
動
を
分
化
し
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ೳ
力
を
生
か
し
て
、

特
定
の
ফ
๷
団
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
で
、
ແ
ཧ
な
く
ফ

๷
団
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

۩
体
的
に
は
、
ं
྆
が
通
れ
な
い
場
所
へ
の
ٹ
援
෺
資

の
運
ૹ
や
਒
ࡂ
時
の
৘
ใ
ऩ
ू
な
ど
バ
イ
Ϋ
の
ػ
動
力
を

活
か
し
た
バ
イ
Ϋ
隊
、
大
ن
໛
ࡂ
֐
時
の
み
に
活
動
を
す

る
大
学
生
の
ػ
ೳ
別
分
団
、
ਁ
ਫ
や
ਫ
೉
事
ނ
ٹ
助
な
ど

通
ৗ
の
ফ
๷
団
で
は
活
動
が
ࠔ
೉
を
ۃ
め
る
ਫ
֐
現
場
で

活
躍
す
る
ਫ
上
バ
イ
Ϋ
隊
、
体
力
の
問
題
や
࢓
事
の
都
合

で
܇
࿅
な
ど
に
ࢀ
Ճ
で
き
な
く
な
っ
て
Ҿ
ୀ
し
た
ফ
๷
団

員
が
そ
の
๛
෋
な
経
験
を
生
か
し
て
ফ
๷
団
の
活
動
に
携

わ
る
Ｏ
̗
団
員
な
ど
、༷
々
な
も
の
が
あ
る
。
い
ͣ
れ
も
、

࢓
事
や
家
଒
、
学
業
な
ど
で
、
す
べ
て
の
ফ
๷
団
活
動
に

ࢀ
Ճ
す
る
こ
と
が
ࠔ
೉
で
あ
る
が
、
ࡂ
֐
時
や
特
定
の
活

動
の
み
に
ࢀ
Ճ
が
Մ
ೳ
な
場
合
に
ػ
ೳ
別
団
員
と
な
っ
て

活
動
す
る
も
の
で
あ
る
。

外
国
人
団
員
の
導
入
へ

ࡂ
֐
時
要
援
ޢ
者
と
な
り
う
る
外
国
人
が
多
数
在
住
し

て
い
る
த
で
、
ফ
๷
団
員
֬
อ
が
٤
ۓ
の
課
題
と
な
っ
て

◆◆◆◆◆◆

࣎
լ
ݝ
૲
௡
ࢢ

Ổ
「
助
け
を
ٻ
め
る
ଆ
」
か
ら
「
助
け
る
ଆ
」
へ
Ổ

খ
ྛ
　
տ

૲
௡
ࢢ
ة
ػ
؅
ཧ
課　

ओ
೚

֎
ࠃ
人
を
ủ
ػ
ೳ
ผ
ফ
๷
ஂ
һ
Ứ
ʹ
೚
໋

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
う
ち
、
฼
国
ޠ
・
日
ຊ
ޠ
・

ӳ
ޠ
で
日
ৗ
会
࿩
が
で
き
る
人
た
ち
の
ೳ
力
を
活
か
し
、

൴
ら
を�

外
国
人
ඃ
ࡂ
者
を
支
援
す
る
ػ
ೳ
別
団
員
に
೚
໋

す
る
こ
と
で
「
助
け
を
ٻ
め
る
ଆ
」
か
ら
「
助
け
る
ଆ
」

へ
の
シ
ϑ
ト
ν
ỻ
ン
δ
に
よ
る
๷
ࡂ
減
ࡂ
対
策
を
進
め
る

も
の
だ
。

ま
た
、
組
織
化
す
る
こ
と
で
ۓ
ٸ
招
ू
に
ଈ
Ԡ
す
る
੹

೚
ײ
を
持
ち
、
組
織
と
し
て
継
ଓ
性
を
も
っ
て
活
動
す
る

こ
と
で
一
過
性
に
終
わ
ら
ͣ
、
よ
り
ྑ
い
組
織
へ
と
成
௕

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
期
଴
さ
れ
て
い
る
。

団
員
の
ื
ू
に
あ
た
っ
て
は
、
日
ຊ
ޠ
ͻ
ろ
ば
を
行
っ

て
い
る
૲
௡
市
国
ࡍ
交
ྲྀ
協
会
に
͝
協
力
い
た
だ
い
た
。

ま
ͣ
は
、
日
ຊ
ޠ
ͻ
ろ
ば
で
先
生
を
し
て
い
る
方
に
ػ
ೳ

別
ফ
๷
団
員
の
આ
໌
を
行
い
、
झ
ࢫ
や
໨
指
し
て
い
る
も

の
を
े
分
に
ޚ
ཧ
ղ
い
た
だ
い
た
上
で
先
生
か
ら
生
ె
に

આ
໌
を
行
い
、
あ
る
ఔ
度
、
人
બ
し
た
上
で
直
઀
ຊ
人
に

આ
໌
を
行
っ
た
。

活
動
内
容

ফ
๷
団
員
は
、ඇ
ৗ
ۈ
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

ফ
๷
職
員
と
同
༷
に
一
定
の
公
ݖ
力
行
࢖
の
ݖ
ݶ
を
༩
え

ら
れ
て
い
る
。
۩
体
的
に
は
、
Ր
ࡂ
時
の
Ԇ
ম
๷
ࢭ
の
た

め
ྡ
઀
す
る
ݐ
෺
を
ഁ
յ
す
る
こ
と
が
ڍ
͛
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
、
今
回
の
ػ
ೳ
別
ফ
๷
団
員
は
ফ
Ր
活
動
を
行
わ

ͣ
、
ࡂ
֐
が
あ
っ
た
と
き
に
通
༁
や
ආ
೉
所
で
の
支
援
活

動
を
業
務
と
し
、
公
ݖ
力
の
行
࢖
を
し
な
い
ൣ
ғ
で
の
活

動
を
行
う
こ
と
に
制
ݶ
し
た
。

平
ৗ
時
は
、
外
国
ޠ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
Ϋ
を
利
用
し
た
外
国

人
へ
の
๷
ࡂ
ܒ
発
活
動
な
ど
を
行
い
、
ඇ
ৗ
時
は
ආ
೉
時

に
お
け
る
ආ
೉
誘
導
、
৘
ใ
఻
ୡ
支
援
・
ආ
೉
所
に
お
け

る
支
援
（
通
༁
、
຋
༁
、
生
活
૬
ஊ
な
ど
）
を
行
う
。

೚
໋
後
に
は
、
ফ
๷
団
員
と
し
て
ج
ຊ
的
な
ྱ
ࣜ
܇
࿅

や
ී
通
ٹ
໋
ߨ
श
、
ٹ
助
用
޻
۩
の
取
ѻ
܇
࿅
、
࠲
学
等

◆◆◆

の
ݚ
修
を
受
け
、
そ
こ
で
学
ん
だ
も
の
を
活
か
し
ܒ
発
活

動
を
し
て
い
る
。

۩
体
的
な
活
動
಺
༰
と
し
て
は
、
૲
௡
市
国
ࡍ
交
ྲྀ
協

会
や
ཱ
໋
ؗ
大
学
ओ
࠵
の
ཹ
学
生
が
多
く
ू
ま
る
イ
ϕ
ン

ト
で
ফ
๷
団
の
Ｐ
Ｒ
や
෣
୆
上
で
ٹ
ٸ
ٹ
໋
の
必
要
性
や

方
法
の
実
ԋ
を
行
い
、
会
場
の
み
ん
な
と
܇
࿅
を
行
っ
た
。

今
後
の
課
題

団
員
に
ཹ
学
生
が
多
い
た
め
、
入
団
後
̎
、
３
年
で
ނ

ڷ
に
ؼ
ら
れ
た
り
、
進
学
や
ब
職
に
よ
り
ଞ
ݝ
に
ҟ
動
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
組
織
と
し
て
の
継
ଓ
性
を

ҡ
持
す
る
の
が
೉
し
い
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
経
験
を

受
け
継
͙
た
め
に
も
૲
௡
市
国
ࡍ
交
ྲྀ
協
会
や
ཱ
໋
ؗ
大

学
協
力
の
も
と
継
ଓ
し
て
৽
入
団
員
の
֬
อ
に
౒
め
る
必

要
が
あ
る
。

◆◆◆

学区での防災訓練に参加

救命講習受講

研修会

発足時任命式
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京
都
市
の
伝
統
産
業
に
つ
い
て

ژ
都
が
ތ
る
఻
౷
࢈
業
は
、
ઍ
年
を
௒
え
る
ྺ
࢙
の
த

で
、
時
୅
時
୅
の
࡞
り
手
と
࢖
い
手
が
ࢗ
ܹ
し
合
う
こ
と

で
一
૚
ຏ
き
上
͛
ら
れ
、
発
ల
を
ଓ
け
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
多
छ
多
༷
な
製
品
は
、
஡
ಓ
、
՚

ಓ
、
߳
ಓ
、
ೳ
・
ڰ
言
を
は
͡
め
と
す
る
఻
౷
จ
化
を
支

え
る
と
と
も
に
、
ҥ
৯
住
な
ど
市
民
生
活
の
あ
ら
Ώ
る
場

໘
に
༹
け
ࠐ
み
、
ژ
都
の
๛
か
な
生
活
จ
化
を
ܗ
成
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
現
୅
に
お
い
て
は
、
そ
の
ਫ਼
៛
な
技
が

先
୺
࢈
業
な
ど
に
も
活
か
さ
れ
、
ژ
都
は
も
ち
ろ
ん
日
ຊ

の
จ
化
、
࢈
業
の
発
ల
に
ܽ
か
せ
な
い
໾
割
を
Ռ
た
し
て

き
ま
し
た
。

ژ
都
市
で
は
、
఻
౷
的
޻
ܳ
品
࢈
業
の
ৼ
ڵ
に
関
す
る

法
཯
（
以
Լ
「
఻
࢈
法
」）
が
公
෍
さ
れ
た
ত
࿨
û9
年
度

に
「
఻
౷
࢈
業
課
」
を
設
置
、
平
成
ø3
年
度
に
は
、「
य़

分
の
日
」
を
「
఻
౷
࢈
業
の
日
」
と
し
て
独
自
に
定
め
、

そ
の
日
を
த
৺
に
年
間
を
通
͡
て
఻
౷
࢈
業
の
ී
及
ܒ
発

や
࠵
し
の
৘
ใ
発
৴
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

◆◆◆

ø7
年
度
に
「
ژ
都
市
఻
౷
࢈
業
活
性
化
推
進
条
例
」
を
制

定
し
、
ژ
都
市
の
఻
౷
࢈
業
と
し
て
7û
品
໨
（
平
成
30
年

９
月
現
在
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
øÿ
年
に
は
「
ژ

都
市
఻
౷
࢈
業
活
性
化
推
進
計
ը
」（
平
成
29
年
度
か
ら

ୈ
３
期
計
ը
を
推
進
த
）
を
策
定
し
、
そ
れ
に
ج
づ
き
ৼ

ڵ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
産
業
の
担
い
手
に
対
す
る
支
援

લ
述
の
఻
࢈
法
公
෍
લ
の
ত
࿨
û2
年
か
ら
若
手
職
人
を

対
象
と
し
た「
ژ
都
市
఻
౷
࢈
業
技
術
後
継
者
育
ӳ
制
度
」

（
平
成
ø5
年
に
育
成
制
度
に
制
度
を
ม
ߋ
）
を
発
足
さ
せ
、

若
手
職
人
自
਎
の
自
ݾ
ݚ
ᮎ
に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
１
３
０
０
人
ۙ
い
若
手
職
人
を

支
援
し
、
そ
の
育
成
に
ߩ
ݙ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金

を
受
څ
し
た
職
人
を
த
৺
に「
ژ
の
఻
౷
࢈
業
わ
か
ば
会
」

を
組
織
し
、
職
人
同
࢜
の
ҟ
業
छ
交
ྲྀ
や
ݚ
修
、
࡞
品
発

ද
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ଞ
、
৽
ن
ޏ
用
し
た
職
人
の
指
導
に
܎
る
経
費
を

助
成
す
る
「
若
手
職
人
等
ब
業
支
援
制
度
」
や
、
த
ݎ
技

◆◆◆

術
者
を
「
ະ
དྷ
の
໊
ঊ
」
と
し
て
ೝ
定
す
る
制
度
、
市
಺

の
খ
த
学
校
へ
職
人
を
೿
ݣ
し
実
ԋ
や
製
࡞
体
験
な
ど
を

実
施
す
る
「ứ
ঊ
Ừ
;
れ
あ
い
事
業
」
な
ど
෯
޿
い
担
い

手
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
த
で
も
担
い
手
支
援
と

し
て
ۙ
年
の
特
௃
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
̎
つ
͝
આ
໌

し
ま
す
。

˓‌‌

ए
ख
৬
人
ͷ
ొ
ཽ
໳‌

‌

ủ
ژ
΋
ͷ
Ϣ
ー
ε
ί
ϯ
ϖ
ς
ỹ
γ
ἀ
ϯ
Ứ

平
成
25
年
度
か
ら
、
ژ
都
の
఻
౷
࢈
業
の
も
の
づ
く
り

を
行
う
若
手
人
材
を
発
۷
し
て
支
援
す
る
࡞
品
コ
ン
ϖ「
ژ

も
の
Ϣ
ー
ε
コ
ン
ϖ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
৆
者
に
は
、
ද
জ
の
΄
か
に
ࡶ
ࢽ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

企
ը
や
ट
都
圏
で
の
商
ஊ
会
出
ల
、
販
路
開
୓
な
ど
、
一

過
性
の
࡞
品
コ
ン
ϖ
で
は
な
く
ଉ
の
௕
い
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
۩
体
的
に
は
、
大
手
ඦ
՟
ళ
で
の
別
஫
品
の
取

り
ѻ
い
や
ϙ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ల
開
、ラ
δ
Φ
൪
組
へ
の
出
ԋ
、

ژ
都
が
ތ
る
国
ࡍ
৆
「
ژ
都
৆
」
の
෭
৆
と
し
て
の
࢖
用
、

市
௕
Ԡ
઀
ࣨ
で
࡞
品
ల
ࣔ
し
、
市
௕
か
ら
ト
ッ
プ
η
ー
ϧ

ε
を
行
う
な
ど
、෯
޿
い
出
ޱ
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

৹
ࠪ
員
に
は
、
ラ
イ
ϑ
ε
タ
イ
ϧ
ࡶ
ࢽ
の
ฤ
ू
௕
、
地

場
࢈
業
と
の
協
業
事
業
に
取
り
組
Ή
企
業
の
୅
ද
、
日
ຊ

の
఻
౷
の
魅
力
を
発
৴
す
る
企
業
の
୅
ද
、
ϑ
Ỹ
ッ
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
関
連
の
ల
ࣔ
会
を
ओ
࠵
す
る
プ
ロ
デ
ỿ
ー

α
ー
、
地
域
活
性
の
ڮ
౉
し
を
す
る
プ
ロ
デ
ỿ
ー
α
ー
と

い
っ
た
إ
Ϳ
れ
が
ฒ
び
、
ຊ
取
り
組
み
の
特
௃
で
あ
る
出

ޱ
支
援
を
力
強
く
α
ϙ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

˓‌‌

఻
౷
࢈
業
ʹ
৽
ͨ
ͳ
୲
͍
ख
Λ
ʂ‌

‌

ủ
ژ
౎
ࢢ
఻
෱
࿈
ܞ
୲
͍
ख
ҭ
੒
ࢧ
ԉ
ࣄ
業
Ứ

ध
要
の
௿
໎
が
ݪ
Ҽ
で
後
継
者
を
ޏ
い
た
い
け
れ
ど
人

ژ
౎
෎
ژ
౎
ࢢ

Ổ
若
手
を
育
成
し
、
ো
֐
者
を
৽
た
な
担
い
手
に
Ổ

େ
ߐ
　
ሡ
ਔ

ژ
౎
ࢢ
࢈
ۀ
؍
ޫ
ہ
঎
޻
෦
఻
౷
࢈
ۀ
課

఻
౷
࢈
ۀ
を
ະ
དྷ
΁
ͱ
ͭ
ͳ
͙
୲
͍
手
ࢧ
ԉ

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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を
֬
อ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
ঢ়
が
あ
り
ま
す
。一
方
、

ো
֐
の
あ
る
人
の
த
に
は
、
手
先
が
ث
用
、
ײ
性
が
༏
れ

て
い
る
、
ͻ
と
つ
の
࡞
業
に
໧
々
と
取
り
組
Ή
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
職
人
の
ద
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
人
が
い

ら
っ
し
Ỵ
い
ま
す
。

先
進
的
な
事
例
と
し
て
、
ো
֐
者
の
方
を
࿨
࿟
৪
の
ֆ

付
け
職
人
と
し
て
１
人
ޏ
用
し
、
࡞
品
を
販
売
開
始
さ
れ

た
企
業
、
੢
ਞ
織
の
一
޻
ఔ
を
੥
け
ෛ
い
、
施
設
に
通
う

ো
֐
者
の
方
へ
全
国
平
ۉ
を
上
回
る
௞
金
を
支
෷
っ
て
い

る
企
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
企
業

は
͝
く
一
部
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
ো
֐
を
持
つ
方
が
活
躍

で
き
る
分
野
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
఻
౷
࢈
業
業
ք
に
お
け
る
後
継
者
֬
อ
や
技

術
継
ঝ
と
、
職
人
と
し
て
の
ద
性
を
持
つ
ো
֐
の
あ
る
方

の
職
域
拡
大
と
い
う
社
会
課
題
の
ղ
ܾ
を
図
る
た
め
「
ژ

都
市
఻
෱
連
携
担
い
手
育
成
支
援
事
業
」
を
ε
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
ژ
ࣛ
の
ࢠ
ߜ
り
に
お
け
る
Լ
ֆ
࡮

り
、
ࢳ
入
れ
と
い
っ
た
職
人
の
減
少
が
ஶ
し
い
޻
ఔ
に
つ

い
て
ো
֐
者
ब
࿑
支
援
事
業
者
へ
の
業
務
ҕ
ୗ
を
໨
指

し
、
Ϛ
ッ
ν
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に

ژ
都
市
で
は
、
ຊ
市
の
఻
౷
࢈
業
7û
品
໨
を
す
べ
て
͝

ཡ
い
た
だ
け
る
「
ژ
都
఻
౷
࢈
業
;
れ
あ
い
ؗ
」
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
ຊ
施
設
は
ຊ
年
、
ੈ
ք
最
大
の
旅
行
ޱ
コ

ϛ
α
イ
ト
、
ト
Ϧ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
発
ද
す
る
「
ト

ラ
ϕ
ラ
ー
ζ
ν
ョ
イ
ε
ア
ワ
ー
ド
̎
０
１
８
」
に
お
い
て

国
಺
̑
Ґ
に
બ
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
఻
౷

࢈
業
へ
の
国
಺
外
か
ら
の
関
৺
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

◆◆◆

と
や
、
఻
౷
࢈
業
の
も
の
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
と
い
う

人
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
ײ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
఻
౷
࢈
業
が
࢈
業
と
し
て
持
ଓ
発
ల
し
ଓ
け

る
た
め
に
は
、
一
過
性
の
日
ຊ
ブ
ー
ム
、
ژ
都
ブ
ー
ム
に

ྲྀ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
఻
౷
࢈
業
の
魅
力
を
発
৴
し
、
市

場
と
ध
要
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
担
い
手
の
֫
得
に
つ
な

が
る
、
そ
の
޷
॥
؀
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
ॏ
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
あ
ら
Ώ
る
取
り
組
み
の
த
で
市
場

と
ध
要
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
最
大
の
ϛ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
実
ફ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
༷
々
な
ࢹ
点
か
ら
の
担
い
手
支
援
を
継
ଓ
し

て
行
い
、
成
ޭ
事
例
を
೾
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
ژ
都

の
఻
౷
࢈
業
を
ະ
དྷ
に
つ
な
͛
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

京都伝統産業ふれあい館

京ものユースコンペティション受賞者の東京店舗での販売

２～３月の伝統産業の催しが載ったガイドブック
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市
民
組
織
が
運
営
す
る 

「
ま
つ
え
市
民
大
学
」
の
誕
生

দ
ߐ
市
民
の
学
び
の
場
は
、
国
ࡍ
จ
化
観
光
都
市
で
あ

る
দ
ߐ
市
の
市
民
の
จ
化
力
、
市
民
力
向
上
を
໨
的
と
し

て
、
平
成
７
年
に
「
দ
ߐ
市
生
֔
学
श
大
学
」
と
し
て
設

置
さ
れ
、
シ
χ
ア
Χ
Ϩ
ッ
δ
、
市
民
Χ
Ϩ
ッ
δ
、
ウ
イ
ϝ

ン
ζ
Χ
Ϩ
ッ
δ
な
ど
を
開
学
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
ø5
年

に
、
各
部
ہ
で
行
わ
れ
て
い
た
市
民
の
学
び
の
場
を
౷
合

し
、
ε
ϙ
ー
π
、
Ի
ָ
、
ඒ
術
、
؀
ڥ
な
ど
の
コ
ー
ε
を

Ճ
え
、
総
合
大
学
「
ま
つ
え
市
民
大
学
」
と
し
て
、
学
Ϳ

だ
け
で
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
社
会
に
ؐ
元
す
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
に
は
「
ま
つ
え
市
民
大
学
」
の
ཧ
೦
と
し
て

「
自
分
づ
く
り
」「
஥
間
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
を
定

め
て
い
ま
す
。

行
財
政
վ
ֵ
の
動
き
を
受
け
て
、平
成
25
年
度
か
ら
は
、

市
民
組
織
で
あ
る
「
ま
つ
え
市
民
大
学
運
営
協
議
会
」
が

◆◆◆

市
の
ҕ
ୗ
を
受
け
て
、「
ま
つ
え
市
民
大
学
」
の
企
ը
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
民
大
学
は
、
日

ຊ
全
体
の
ྲྀ
れ
と
し
て
さ
ら
に
「
地
域
づ
く
り
」
に
ॏ
点

を
置
い
た
取
り
組
み
が
ٻ
め
ら
れ
る
と
の
考
え
か
ら
、
平

成
2ý
年
度
に
、
平
成
27
年
度
以
߱
の
在
り
方
を
ݕ
౼
し
、

৽
生
「
ま
つ
え
市
民
大
学
」
の
方
向
性
を
ଧ
ち
出
し
、
平

成
27
年
度
よ
り
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」
の
新
設

市
民
大
学
は
現
在
、
次
の
̒
コ
ー
ε
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
ᶃ
い
き
い
き
݈
߁
ᶄ
ܳ
術
จ
化
ඒ
術
ᶅ
;
る
さ
と
発

見
ᶆ
;
る
さ
と
୳
ٻ
ᶇ
;
る
さ
と
؀
ڥ
ᶈ
;
る
さ
と
Ϛ
イ

ε
タ
ー
（
̝
Ｐ
ࢀ
র
）。
こ
の
う
ち
ᶃ
Ỗ
ᶇ
の
コ
ー
ε
は
、

そ
れ
ͧ
れ
独
自
に
ø0
ߨ
࠲
、
全
コ
ー
ε
が
ू
ま
る
合
同
の

ߨ
࠲
が
４
ߨ
࠲
で
、
年
間
øû
ߨ
࠲
の
Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム
を
組

ん
で
い
ま
す
。
༧
ࢉ
の
ڐ
す
ൣ
ғ
で
地
域
の
現
場
・
現
෺

を
ॏ
ࢹ
し
、体
験
、実
श
を
ੵ
ۃ
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

平
成
27
年
度
に
վ
ֵ
し
た
ࡍ
に
、
さ
ら
に
１
年
間
ݕ
౼

を
ॏ
ね
、
平
成
2ÿ
年
度
か
ら
「
;
る
さ
と
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ

ー
ε
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ー
ε
修
了
後
、
地
域
課
題

の
ղ
ܾ
に
向
け
、
地
域
の
活
動
に
ࢀ
ը
し
て
も
ら
う
ҙ
ཉ

を
醸
成
す
る
໨
的
で
す
。

「
;
る
さ
と
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ
ー
ε
」
の
Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ
ム

は
ᶃ
দ
ߐ
市
の
総
合
ઓ
ུ
を
知
る
ᶄ
দ
ߐ
や
प
ล
地
域
の

จ
化
・
ྺ
࢙
を
学
び
ਂ
め
る
ᶅ
地
域
活
動
の
ε
Ω
ϧ
を
਎

に
付
け
る
ᶆ
地
域
課
題
を
自
༝
ݚ
ڀ
で
௥
及
す
る
、
の
４

ྖ
域
で
ߏ
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ー
ε
独
自
の

ߨ
࠲
数
を
30
に
設
定
し
、
̎
年
間
実
施
し
、
平
成
30
年
度

は
20
ߨ
࠲
に
設
定
し
ま
し
た
。

自
༝
ݚ
ڀ
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
導
入
し
、
別
の
コ
ー

ε
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
ø0
ߨ
࠲
の
൒
分
を
自
༝
ݚ

ڀ
の
時
間
に
費
や
し
た
た
め
、
ߨ
ٛ
な
ど
の
学
श
಺
༰
が

ر
ബ
で
し
た
。「
;
る
さ
と
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ
ー
ε
」
で
は

ߨ
࠲
外
の
時
間
を
࢖
い
、
受
ߨ
生
が
ݸ
人
も
し
く
は
グ
ϧ

ー
プ
に
な
り
定
め
た
テ
ー
Ϛ
に
つ
い
て
ௐ
ࠪ
分
ੳ
し
、
そ

れ
を
ま
と
め
て
発
ද
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
発
ද
会
は
市

の
関
܎
者
を
ؚ
め
、
޿
く
公
開
し
て
い
ま
す
。

自
由
研
究
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
地
域
活
動

自
༝
ݚ
ڀ
は
、
ఏ
Ҋ
型
、
৽
ن
活
動
型
、
จ
化
的
考
࡯

型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
ൠ
市
民
を
対
象
と
し
た
活
動
を

ల
開
し
た
事
例
を
３
点
紹
介
し
ま
す
。

（
̍
）
দ
ߐ
ਫ
౯
࿏
ủ
ߦ
౮
ͮ
͘
Γ
ͷ
ళ
Ứ（
ฏ
੒
21
೥
౓
）

平
成
2ø
年
ࠒ
の
দ
ߐ
ਫ
౯
路
は
、
ງ
઒
ล
り
や
、
৓
ࢁ

に
ฒ
べ
ら
れ
た
行
౮
を
Ώ
っ
く
り
と
み
て
า
く
ࡇ
り
で
し

た
。
そ
こ
で
、
観
光
客
に
も
地
元
の
人
に
も
ࢀ
Ճ
ҙ
識
を

◆◆◆

ౡ
ࠜ
ݝ
দ
ߐ
ࢢ

ࢢ
ຽ
େ
ֶ
の
ֶ
ͼ
を
௨
し
ͨ

 

地
域
の
୲
͍
手
の
育
成

࿨
ా
৿
　
༸
Ұ

·
ͭ
͑
ࢢ
ຽ
େ
ֶ
ӡ
Ӧ
ڠ
ٞ
ձ　

ࣄ
務
ہ
௕

Ổ
;
る
さ
と
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ
ー
ε
の
৽
設
と
自
༝
ݚ
ڀ
Ổ

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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持
た
せ
ら
れ
な
い
か
と
始
め
た
の
が「
行
౮
づ
く
り
の
ళ
」

で
し
た
。
そ
の
場
で
自
分
で
行
౮
を
࡞
成
し
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
দ
ߐ
৓
と
、
市
民
が
࡞
製
Ԡ
ื
し
た
７
０
０

ݸ
の
行
౮
を
バ
ッ
Ϋ
に
ه
೦
ࡱ
Ө
し
、
そ
の
ࣸ
ਅ
を
一
期

一
໷
の
দ
ߐ
の
૝
い
出
と
し
て
持
っ
て
ؼ
っ
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
ຖ
年
、
観
光
客
は
元
よ
り
、
地
元
の
方
に
も
ت

ん
で
い
た
だ
き
、
๚
れ
る
観
光
客
や
地
元
の
Ϧ
ϐ
ー
タ
ー

も
年
々
増
え
、
今
年
で
活
動
は
ø0
年
໨
に
な
り
ま
す
。
こ

の
イ
ϕ
ン
ト
は
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ
ー
ε
の
自
༝
ݚ
ڀ
の
実
ફ

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
΅
ͯ
΅
ͯ
஡
ͷ
఻
ঝ
（
ฏ
੒
2₈
೥
౓
）

΅
て
΅
て
஡
は
出
Ӣ
地
方
で
ੲ
か
ら
ॸ
民
の
間
で
ҿ
ま

れ
て
い
た
も
の
で
、
た
た
ら
製
మ
の
職
人
が
始
ま
り
な
ど

ॾ
આ
あ
り
ま
す
。
൪
஡
を
஡
᝗
で
๐
ཱ
て
、
そ
の
த
に
࢒

り
෺
の
௮
෺
や
౾
な
ど
を
少
ྔ
入
れ
、
ย
手
で
࡞
業
の
合

間
に
一
ޱ
で
ྲྀ
し
ࠐ
Ή
、�

お
஡
だ
け
よ
り
少
し
は
ෲ
の
足

し
に
な
る
と
い
う
ॸ
民
の
知
ܙ
で
す
。
自
༝
ݚ
ڀ
で
「
΅

て
΅
て
஡
」
の
ྺ
࢙
な
ど
を
資
ྉ
に
ま
と
め
、
学
校
や
公

民
ؗ
な
ど
で
特
に
ࢠ
ڙ
に
఻
౷
จ
化
を
教
え
よ
う
と
、
グ

ϧ
ー
プ
を
࡞
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
ή
ε
ト
ϋ
΢
ε
Λ
ӡ
Ӧ
（
ฏ
੒
2₈
೥
౓
）

͝
෉
්
で
̞
タ
ー
ン
さ
れ
、「
;
る
さ
と
Ϛ
イ
ε
タ
ー

コ
ー
ε
」
に
入
学
。
ま
ち
づ
く
り
の
自
༝
ݚ
ڀ
や
、
দ
ߐ

を
๚
れ
る
༑
人
が
দ
ߐ
の
ง
ғ
ؾ
に
ײ
動
し
た
こ
と
か

ら
、
௞
ି
住
୐
を
や
め
て
、
দ
ߐ
の
จ
化
・
ྺ
࢙
が
৭
ೱ

く
࢒
っ
て
い
る
場
所
の
ݹ
民
家
を
ߪ
入
・
վ
૷
し
、「
Ժ

や
か
な
時
間
」
を
ఏ
ڙ
す
べ
く
、
ή
ε
ト
ハ
ウ
ε
を
開
設

し
ま
し
た
。
དྷ
年
Ն
の
ਖ਼
ࣜ
Φ
ー
プ
ン
に
向
け
現
在
४
උ

த
。
今
年
度
の
「
;
る
さ
と
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ
ー
ε
」
で
は
、

こ
こ
を
๚
れ
、
ݚ
修
の
一
؀
と
し
て
受
ߨ
生
が
先
ഐ
お
ೋ

人
か
ら
࿩
を
ฉ
く
ߨ
࠲
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
ま
つ
え
市
民
大
学
」
の
展
開

こ
れ
か
ら
の
課
題
の
一
つ
が
連
携
で
す
。「
;
る
さ

と
Ϛ
イ
ε
タ
ー
コ
ー
ε
」
で
は
、
修
了
生
で
組
織
す

る
「
Ϛ
イ
ε
タ
ー
Ϋ
ラ
ブ
」
を
設
ཱ
し
ま
し
た
。
一

言
で
い
え
ば
人
材
バ
ン
Ϋ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

定
期
的
に
会
合
を
開
き
、
活
動
の
৘
ใ
交
׵
を
行
い
、

課
題
が
あ
れ
ば
み
ん
な
で
ݕ
౼
し
ま
す
。
市
民
大
学

の
事
務
ہ
か
ら
は
活
動
の
ࢀ
考
に
な
る
ߨ
࠲
を
紹
介

し
、
ࢀ
Ճ
し
て
も
ら
う
ϑ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ݚ
修
な
ど

で
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ଞ
の
コ
ー
ε
も
地
域

の
ૉ
材
を
生
か
し
、
よ
り
地
域
に
໨
を
向
け
た
ߨ
࠲

を
行
い
、
市
民
力
、
จ
化
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
地

域
活
動
に
協
働
し
て
取
り
組
Ή
連
携
を
有
ػ
的
に
行

う
べ
く
「
プ
ラ
ッ
ト
ϗ
ー
ム
」
の
導
入
も
ݕ
౼
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
地
域
の
χ
ー
ζ
を
先
取
り
し
、

ߨ
࠲
に
൓
ө
さ
せ
る
と
共
に
、
地
域
と
の
連
携
の
த

で
さ
ら
な
る
市
民
力
、
จ
化
力
の
向
上
に
向
け
て
、

市
民
が
つ
く
る
市
民
大
学
を
発
ల
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆「ゲストハウス」。宿の名前は「はぬる」（大空、天を意味する）

ふるさとマイスターコ－ス修了生の活動の一つ「ぼてぼて茶」体験。子どもたちも興味津々
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地
域
商
社
と
し
て 

地
域
と
連
携
し
続
け
て
き
た
24
年

日
ຊ
最
後
の
ਗ਼
ྲྀ
・
࢛
ສ
े
઒
。
こ
の
࢛
ສ
े
઒
の
த

ྲྀ
域
に
ג
ࣜ
会
社
࢛
ສ
े
ド
ラ
Ϛ
（
以
Լ
「
ド
ラ
Ϛ
」）

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
Ϛ
は
、
地
元
の
お
஡
や
܀
な
ど
地
域

の
࢈
品
を
࢖
っ
た
商
品
開
発
や
販
路
開
୓
を
平
成
̒
年
の

会
社
設
ཱ
以
དྷ
ଓ
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
「
地
域
商
社
」

と
い
う
言
葉
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
࢖
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ド
ラ
Ϛ
は
2û
年
લ
か
ら
地
域
と
連
携
し
、
地
域
の
も

の
を
全
国
に
販
売
し
、
現
在
は
年
商
̑
ԯ
を
௒
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
お
஡
組
合
「
޿
Ҫ
஡
生
࢈
組
合
」
と
連
携
し
た

྘
஡
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
価
֨
が
҆
く
な
っ
て
し
ま
う

ೋ
൪
஡
に
付
Ճ
価
値
を
つ
け
る
た
め
「
࢛
ສ
े
ߚ
஡
」
を

商
品
開
発
し
、
自
社
޻
場
で
ロ
ー
ϧ
ケ
ー
Ω
や
プ
Ϧ
ン
の

◆◆◆

製
造
、
全
国
へ
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
͂
̷
̸

̼
̰
̽
̓
̾
お
ち
Ỵ
く
り
̘
̰
̵
̴
」
で
は
、
地
元
で
と

れ
た
お
஡
や
܀
の
ε
イ
ー
π
を
࢛
ສ
े
઒
の
ઈ
ܠ
を
؟
Լ

に
し
て
ָ
し
Ή
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
特
に
、
開
発
や
販
売
に
力
を
入
れ
て
き
た
࢛
ສ
े

地
܀
は
、
生
協
の
全
国
Χ
タ
ロ
グ
の
ද
ࢴ
を
০
っ
た
り
、

全
国
の
ඦ
՟
ళ
で
の
取
り
ѻ
い
や
࠵
事
販
売
が
で
き
る
΄

ど
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
࢛
ສ
े
地
܀
は
大
き
い
も

の
に
な
る
と
一
ཻ
70
ₓ
୆
に
な
り
、
ৠ
し
た
ঢ়
ଶ
で
౶
度

20
度
に
な
る
と
い
う
、
大
き
く
て
؁
い
の
が
特
௃
で
す
。

し
か
し
、
ϐ
ー
Ϋ
時
に
は
࢛
ສ
े
઒
த
ྲྀ
域
で
໿
８
０

０
Ἁ
࠾
れ
た
܀
も
、
一
時
期
øÿ
Ἁ
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ド
ラ
Ϛ
は
、
地
域
に
あ
る
ૉ
材
を

࢖
い
、
Ճ
޻
・
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ݪ
ྉ

が
な
け
れ
ば
Ճ
޻
・
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
࢛

ສ
े
ド
ラ
Ϛ
は
「
࢛
ສ
े
の
܀
࠶
生
Ｐ
̟
」
を
実
施
し
、

地
域
の
生
࢈
者
や
̟
̖
と
連
携
し
て
܀
を
１
ສ
ຊ
২
थ
す

る
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
を
行
い
、
ۙ
年
35
Ἁ
、
50
Ἁ
と
生
࢈
ྔ

を
増
や
し
て
お
り
、
数
年
後
に
は
１
０
０
Ἁ
を
໨
ඪ
と
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
回
෮
し
て
き
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
人
材
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

「
複
合
経
営
農
家
」
を
目
指
す

生
࢈
ྔ
は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ

問
題
と
な
っ
た
の
が
後
継
者
不
足
で
し
た
。
܀
だ
け
に
ݶ

ら
ͣ
、
お
஡
や
野
ࡊ
な
ど
で
も
共
通
し
て
い
る
問
題
で
し

た
。そ

こ
で
৽
た
に
始
め
た
の
が
、「
し
ま
ん
と
お
ち
Ỵ
く

り
ෳ
合
経
営
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
」
で
す
。
த
ࢁ
間
地
域
の
೶

業
技
術
を
働
き
な
が
ら
学
べ
る
３
年
間
の
ݚ
修
プ
ロ
グ
ラ

◆◆◆

ߴ
஌
ݝ
࢛
ສ
े
ொ

Ổ
地
域
商
社
と
連
携

�

「
し
ま
ん
と
お
ち
Ỵ
く
り
ෳ
合
経
営
プ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
ト
」
Ổ

ܣ
஍
　
ཤ
ਖ਼

ג
ࣜ
ձ
ࣾ
࢛
ສ
े
υ
ϥ
Ϛ　

୅
ද
औ
క
໾

ෳ
߹
ܦ
Ӧ
で
த
ࢁ
ؒ
地
域
の

 

೶
ۀ
ޙ
ܧ
ऀ
を
育
成

shimanto おちゃくり cafe 外観。四万十川を一望できる

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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ム
で
、
೶
ྛ
த
ԝ
金
ݿ
か
ら
ڌ
出
し
た
「
೶
ྛ
ਫ
࢈
業
み

ら
い
ج
金
」
よ
り
助
成
を
受
け
̎
０
１
７
年
４
月
か
ら
は

͡
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
た
എ
ܠ
の
ͻ
と
つ
に
は
、

࢛
ສ
े
઒
த
ྲྀ
域
の
「
地
ܗ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域

は
「
த
ࢁ
間
地
域
」
と
ݺ
ば
れ
る
、
ࢁ
あ
い
の
܏
ࣼ
の
多

い
౔
地
で
、
೶
地
の
多
く
は
、
୨
ా
や
ஈ
々
ാ
、
܏
ࣼ
を

そ
の
ま
ま
利
用
し
た
Ռ
थ
ാ
で
す
。
お
஡
や
܀
、
ݪ
໦
し

い
た
け
、
༘
ࢠ
な
ど
が
こ
の
౔
地
の
地
ܗ
と
ؾ
ީ
に
ద
し

て
い
て
、
さ
か
ん
に
࡞
ら
れ
て
い
ま
す
。
޿
大
な
೶
地
を

࢖
っ
て
大
ن
໛
な
೶
業
が
で
き
る
平
地
に
ൺ
べ
る
と
、
ࢁ

間
部
で
は
ど
う
し
て
も
、
ͻ
と
つ
ͻ
と
つ
の
೶
࢈
෺
の
ऩ

֭
高
が
খ
さ
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
౔
地
で
は
ੲ

か
ら
、
य़
は
お
஡
、
ळ
は
܀
、
と
い
う
よ
う
に
、
ق
અ
͝

と
に
さ
ま
͟
ま
な
೶
࡞
෺
を
࡞
る
「
ෳ
合
経
営
೶
家
」
が

多
い
の
で
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
こ
の
࢛
ສ
े

の
౔
地
に
根
͟
し
た
「
ෳ
合
経
営
೶
家
」
と
な
る
べ
く
、

ق
અ
に
合
わ
せ
て
ෳ
数
の
೶
࢈
෺
を
組
み
合
わ
せ
て
࠿
ഓ

す
る
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
お
஡
、
܀
、
野
ࡊ
と
そ

れ
ͧ
れ
の
プ
ロ
೶
家
と
連
携
し
、
そ
れ
ͧ
れ
先
生
と
し
て

指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
、
ͻ
と
つ
ͻ
と
つ
し
っ
か
り
学

び
つ
つ
実
ફ
で
き
る
わ
け
で
す
。

ෳ
数
の
࡞
෺
を
育
て
る
「
ෳ
合
経
営
೶
業
」
が
で
き
る

೶
業
者
に
な
る
こ
と
を
໨
指
し
て
３
年
間
学
び
、
そ
の
後

は
高
知
・
࢛
ສ
े
で
೶
家
と
し
て
独
ཱ
す
る
こ
と
、
も
し

く
は
同
地
の
企
業
や
೶
家
へ
ब
業
す
る
こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ΰ
ー
ϧ
で
あ
り
、
現
在
３
人
の
ݚ
修
生
が
実
ࡍ
に
࢛

ສ
े
へ
Ҡ
住
し
て
ݚ
修
に
ྭ
ん
で
い
ま
す
。こ
の
３
人
は
、

य़
は
お
஡
、
Ն
は
ೋ
൪
஡
と
Ԃ
地
の
૲
מ
り
、
ळ
は
܀
、

ౙ
は
φ
バ
φ
や
ཬ
Ҷ
な
ど
、
実
ࡍ
に
ෳ
合
೶
家
と
し
て
そ

れ
ͧ
れ
の
先
生
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
１
年
を
過
͝

し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
連
携
し
た
人
材
育
成
を

地
元
の
特
࢈
品
を
活
か
し
た
商
品
づ
く
り
や
、
販
売
の

◆◆◆

お
手
ຊ
と
し
て
も
ޠ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
࢛
ສ
े

઒
த
ྲྀ
域
。
こ
こ
ま
で
地
域
生
࢈
者
と
ド
ラ
Ϛ
が
ೋ
人
三

٭
で
࡞
り
上
͛
て
き
た
商
品
と
販
路
で
す
が
、
ݪ
ྉ
と
な

る
生
࢈
෺
が
足
り
な
け
れ
ば
成
り
ཱ
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
地

域
も
、
国
಺
の
ଞ
の
地
域
同
༷
、
ୈ
一
次
࢈
業
の
後
継
者

が
ຫ
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
商
品
が
売
れ
て
い
る
の
に

生
࢈
が
௥
い
つ
い
て
い
な
い
ঢ়
ଶ
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

生
࢈
෺
を
地
域
商
社
に
Է
せ
る
し
く
み
が
ط
に
֬
ཱ
さ

れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
な
お
か
つ
生
࢈
が
଴
た
れ
て
い

る
ঢ়
ଶ
の
た
め
、
ब
೶
者
が
売
り
先
に
ࠔ
る
こ
と
な
く
、

経
ࡁ
的
に
҆
定
し
や
す
い
利
点
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
商
品
開
発
や
販
売
に
つ
い
て
も
、
࢛
ສ
े
ド
ラ
Ϛ
に

஝
ੵ
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
直
઀
見
て
、
ݚ
修
生
が
学
Ϳ
こ

と
も
Մ
ೳ
で
す
。

ド
ラ
Ϛ
だ
け
で
な
く
、
行
政
、
̟
̖
、
人
材
೿
ݣ
会
社
、

܀
生
࢈
技
術
者
、
お
஡
生
࢈
組
合
が
ν
ー
ム
と
な
り
担
い

手
の
֬
อ
・
育
成
を
地
域
͙
る
み
で
担
う
こ
と
も
ඇ
ৗ
に

ॏ
要
で
す
。
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
、
地
域
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
。
ඇ
ৗ
に
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
少
し
ͣ
つ
で
す
が
ܗ
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

足
も
と
に
あ
る
も
の
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
地
域

に
฻
ら
す
人
が
自
ら
そ
れ
に
ຏ
き
を
か
け
て
い
く
。

こ
れ
を
で
き
る
地
域
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
す
。
ま

だ
ま
だ
全
国
に
は
た
く
さ
ん
の
い
い
も
の
が
ຒ
も
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
ؾ
づ
い
て
な
い
だ
け
で
あ
り
、

必
ͣ
自
分
た
ち
の
足
も
と
に
あ
り
ま
す
。
地
域
外
に

出
て
い
っ
た
若
者
が
、
ক
དྷ
ؼ
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
し
た
い
で
す
し
、「
ؼ
っ
て
き
た
い
」「
฻

ら
し
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
場
所
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

研修風景。栗の選果をしているところ

大きくて甘い四万十地栗

しまんと地栗モンブラン。自社工場で手作りしている
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焼
酎
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
コ
ー
ス
と
は

ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
ཆ
成
コ
ー
ε
は
、
ম
ய
製
造
業
は
も

ち
ろ
ん
ञ
ྨ
販
売
や
ҿ
৯
業
に
携
わ
る
者
、
さ
ら
に
は
観

光
業
や
自
࣏
体
職
員
な
ど
、
ম
ய
を
通
͡
て
ࣛ
ࣇ
ౡ
の
魅

力
を
発
৴
す
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
ম
ய
業
ք
と
の

連
携
を
ਂ
め
、ম
ய
に
関
す
る
ਖ਼
し
い
৘
ใ
を
発
৴
で
き
、

か
つ
、
ম
ய
を
通
͡
て
ࣛ
ࣇ
ౡ
の
จ
化
を
国
಺
外
に
発
৴

で
き
る
人
材
を
ཆ
成
す
る
も
の
だ
。
平
成
2û
年
に
ε
タ
ー

ト
し
、
今
年
で
７
期
໨
を
ܴ
え
る
。

開
ߨ
に
あ
た
り
、
平
成
ø9
年
の
学
校
教
育
法
の
վ
ਖ਼
に

よ
り
創
設
さ
れ
た
「
ཤ
修
ূ
໌
制
度
」
を
導
入
し
た
。
こ

の
制
度
は
大
学
に
社
会
人
を
ੵ
ۃ
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
大
学
の
社
会
ߩ
ݙ
を
一
૚
進
め
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
、
１
̎
０
時
間
以
上
の
ߨ
श
が
ٛ
務
付
け

◆◆◆

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
利
点
と
し
て
ᶃ
大
学
の
学
Ґ

に
ൺ
べ
、
よ
り
୹
期
間
に
श
得
す
る
こ
と
が
Մ
ೳ
ᶄ
࠶
ब

職
や
Ω
Ỿ
Ϧ
ア
ア
ッ
プ
に
໾

ཱ
つ
社
会
人
向
け
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
ᶅ
修
了
者
に
は
学

校
教
育
法
に
ج
づ
く
学
௕
໊

の
ཤ
修
ূ
໌
ॻ
の
交
付
、
な

ど
が
ڍ
͛
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
ञ
造
組
合
会

௕
໊
で「
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
」

の
শ
߸
が
付
༩
さ
れ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

同
コ
ー
ε
で
は
、
地
域
࢈

業
ք
（
ম
ய
業
ք
）
と
ফ
費

◆◆◆

者
と
の
઀
点
に
Ґ
置
す
る
社
会
人
を
対
象
に
職
業
上
必
要

な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
Χ
Ϧ
Ω

ỿ
ラ
ム
を
ߏ
成
し
た
。
Պ
໨
は
、
ᶃ
ম
ய
学
の
ج
ૅ
ᶄ
ম

ய
製
造
の
実
ࡍ
ᶅ
ম
ய
の
商
品
知
識
ᶆ
ম
ய
จ
化
࿦
ᶇ
ম

ய
Ϛ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ᶈ
ম
ய
ݕ
定
ԋ
श
、
の
̒
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
ᶃ
で
は
発
߬
の
ج
ૅ
や
、
醸
造
ञ
と
ৠ
ཹ
ञ
、

߬
฼
と
߿
ە
の
໾
割
な
ど
、
ᶄ
で
は
ݪ
ྉ
α
π
Ϛ
イ
モ
や

製
造
法
、
޻
場
ࢹ
࡯
な
ど
、
ᶅ
で
は
ञ
税
法
や
、
㠴
ञ
な

ど
、
ᶆ
で
は
Ҷ
ম
ய
と
α
π
Ϛ
イ
モ
の
ྺ
࢙
や
ञ
と
݈
߁

な
ど
、
ᶇ
で
は
৯
品
の
҆
全
性
や
η
ー
ϧ
ε
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
、
観
光
と
地
域
ৼ
ڵ
、
઀
客
ޠ
学
（
த
国
ޠ
、
ؖ
国

ޠ
、
ӳ
ޠ
）
な
ど
、
ᶈ
で
は
テ
ε
ト
ܗ
ࣜ
で
要
点
の
෮
श

な
ど
を
そ
れ
ͧ
れ
行
っ
て
い
る
。

講
義

ߨ
ٛ
は
、社
会
人
と
し
て
多
๩
な
８
月
と
ø2
月
を
আ
き
、

◆◆◆

ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ

Ổ
ম
ய
Ԧ
国
な
ら
で
は
の
社
会
人
教
育

�

「
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
ཆ
成
コ
ー
ε
」
Ổ

ম
ய
の
ޠ
り
෦
ʹ
ͳ
ỳ
ͯ

 

ࣛ
ࣇ
ౡ
の
ັ
ྗ
を
ൃ
৴ 

意見交換会

焼酎工場視察

地
域
の
担
い
手
を
育
む

∁
็
　
࿨
ଇ

ࣛ
ࣇ
ౡ
େ
ֶ
೶
ֶ
෦
ෟ
ଐ
ম
ய
・�

ൃ
߬
ֶ
ڭ
ҭ
ݚ
ڀ
η
ϯ
λ
ồ　

ڭ
त
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̑
月
か
ら
ཌ
年
̎
月
ま
で
ຖ
ि
౔
༵
日
に
̎
Ỗ
３
コ
Ϛ
行

い
、
年
間
ÿ0
コ
Ϛ
（
１
̎
０
時
間
）
を
実
施
し
て
い
る
。

ߨ
ٛ
は
Ϗ
デ
Φ
ࡱ
Ө
し
、
Ｄ
̫
Ｄ
で
の
ࢹ
ௌ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
一
定
期
間
公
開
し
Կ
度
で
も
෮
श
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

受
ߨ
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
、
Ｄ
̫
Ｄ
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
ߨ
す
る
こ
と
を
ٛ
務
付
け
て
い
る
。
最

終
的
に
は
全
て
の
Պ
໨
を
受
ߨ
し
、
か
つ
、
Ϩ
ϙ
ー
ト
ఏ

出
を
Պ
し
た
Պ
໨
の
Ϩ
ϙ
ー
ト
が
全
て
ఏ
出
さ
れ
た
者
が

最
終
テ
ε
ト
を
受
験
で
き
、
そ
の
成
績
で
合
൱
の
൑
定
を

行
い
೶
学
部
教
授
会
の
ঝ
ೝ
を
得
て
、
ཤ
修
ূ
໌
ॻ
の
授

༩
と
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
の
শ
߸
が
付
༩
さ
れ
る
。

受
講
生

現
在
７
期
໨
を
ܴ
え
て
い
る
が
、
受
ߨ
者
は
౰
ॳ
定
員

◆◆◆

を
30
໊
と
し
、
１
、
̎
期
は
定
員
を
ຬ
た
し
た
が
、
３
、

４
期
は
定
員
を
Լ
回
っ
た
。
こ
の
ݪ
Ҽ
を
୳
っ
た
と
こ
ろ
、

प
知
不
足
で
あ
る
こ
と
が
൑
໌
し
、
৽
ฉ
や
ラ
δ
Φ
・
テ

Ϩ
Ϗ
൪
組
出
ԋ
な
ど
の
޿
ใ
活
動
を
ੵ
ۃ
的
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、
定
員
の
̎
ഒ
ۙ
い
Ԡ
ื
者
と
な
り
̑
、
̒
、
７
期
と

定
員
を
増
Ճ
し
対
Ԡ
す
る
う
れ
し
い
൵
໐
を
上
͛
て
い
る
。

受
ߨ
生
は
、
̨
̣
̨
を
活
用
し
た
৘
ใ
交
׵
や
、
ߨ
ٛ

が
終
わ
っ
た
後
に
ډ
ञ
԰
で
ア
Ϋ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
χ
ン
グ�

と

শ
し
た
ҿ
み
会
な
ど
で
職
छ
を
௒
え
、
ੈ
୅
を
௒
え
た
交

ྲྀ
が
ਂ
ま
っ
て
い
る
。

受
講
生
の
活
躍

ຊ
コ
ー
ε
を
修
了
し
、
੖
れ
て
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
の
শ

߸
を
取
得
し
た
受
ߨ
生
の
う
ち
、
ञ
造
ϝ
ー
Χ
ー
や
ञ
ྨ

販
売
業
者
、
ҿ
৯
ళ
の
方
々
は
、
得
ら
れ
た
知
識
を
活
用

し
、
ম
ய
の
魅
力
を
ੵ
ۃ
的
に

紹
介
し
て
い
る
。
テ
Ϩ
Ϗ
会
社

の
デ
ィ
Ϩ
Ϋ
タ
ー
で
あ
る
受
ߨ

生
は
ຊ
ߨ
࠲
の
特
別
൪
組
を
̎

回
に
わ
た
り
製
࡞
、์
ө
し
た
。

ア
φ
ウ
ン
α
ー
の
受
ߨ
生
は
ম

ய
に
ま
つ
わ
る
࿩
を
൪
組
಺
で

ੵ
ۃ
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

̛
Ｍ
ہ
に
ۈ
務
す
る
ঁ
性
は
ম

ய
特
ू
を
組
み
、
あ
る
い
は
ϑ

Ϧ
ー
で
活
躍
す
る
ঁ
性
は
ম
ய

の
ト
ー
Ϋ
シ
ョ
ー
の
進
行
໾
を

務
め
る
な
ど
、
ߨ
࠲
の
成
Ռ
を

生
か
し
た
取
り
組
み
が
多
く
み

ら
れ
る
。
ワ
イ
ン
ι
ム
Ϧ
Τ
は

◆◆◆

ワ
イ
ン
の
会
に
ম
ய
を
Ճ
え
る
な
ど
し
て
盛
り
上
͛
て
く

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
受
ߨ
生
同
࢜
の
連
携
も
ਂ
ま
り
、
共
通
の
ম

ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
の
バ
ッ
δ
を
࡞
り
、
平
成
29
年
９
月
に
は

೦
ئ
の
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
ζ
Ϋ
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
た
。
こ

れ
は
、
受
ߨ
者
の
த
で
最
も
多
く
を
઎
め
て
い
る
一
ൠ
の

方
々
が
、
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
場
が
΄
と

ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
受
け
ࡼ
と
も
な
る
組
織
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
ຊ
֨
ম
ய
を
通
͡
て
ࣛ
ࣇ
ౡ
の
魅
力
を

ݝ
಺
外
へ
と
発
৴
し
、
ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
の
࢈
業
及
び
観
光
へ
の

ߩ
ݙ
や
ম
ய
จ
化
の
఻
ঝ
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
、
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
の
お
よ
そ
൒
数
が
Ճ
入
し
、
各

छ
イ
ϕ
ン
ト
や
ম
ய
ి
ं
で
の
ৼ
る
෣
い
ञ
な
ど
を
通
͡

て
ফ
費
者
に
ম
ய
の
魅
力
を
発
৴
し
て
い
る
。
ま
た
、
ম

ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
と
し
て
の
ε
Ω
ϧ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の

ษ
強
会
や
޻
場
ࢹ
࡯
な
ど
の
ݚ
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

̨
̣
̨
を
活
用
し
た
৘
ใ
発
৴
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

課
題

今
期
ま
で
、
運
営
経
費
の
一
部
は
学
௕
ࡋ
ྔ
経
費
で
࿫

っ
て
き
た
が
、
དྷ
年
度
か
ら
自
ݾ
ऩ
入
の
み
で
運
営
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
受
ߨ
生
の
定
員
の
ҡ
持
・
拡

大
が
必
ਢ
と
な
る
が
、
ম
ய
の
ध
要
が
௿
໎
す
る
த
、
ম

ய
を
盛
り
上
͛
た
い
、
ম
ய
の
こ
と
を
も
っ
と
学
び
た
い

と
い
う
受
ߨ
者
が
ど
の
ఔ
度
見
ࠐ
め
る
の
か
不
ಁ
໌
で
あ

る
。
一
方
で
、
ম
ய
Ϛ
イ
ε
タ
ー
ζ
Ϋ
ラ
ブ
会
員
や
修
了

生
、
受
ߨ
生
か
ら
は
今
後
も
継
ଓ
し
て
΄
し
い
と
の
要
๬

は
強
い
。
受
ߨ
者
が
減
少
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
受
ߨ
ྉ

の
値
上
͛
な
ど
も
ݕ
౼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◆◆◆

受講者の男女比と年代

受講者の職種
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人
材
力
を
݁
ू
し
て
い
く
こ
と
が
ॏ
要

と
、
さ
れ
て
い
る
。

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
要
Ҽ
と
し
て
「
ڀ
ۃ
的
に
は
人

材
力
の
要
ૉ
が
大
き
い
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

の
施
策
の
ల
開
と
し
て
、「
人
材
力
の
強
化
」
に
向
け
た

次
の
３
つ
の
ப
を
ཱ
て
、
そ
れ
に
ج
づ
く
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ୈ
１
の
ப
「
ݸ
々
の
人
材
力
の
育
成
強
化
」
と
し
て
、

༷
々
な
場
に
お
い
て
ੈ
୅
や
分
野
を
ӽ
え
た
多
༷
な
ݸ
人

が
人
材
力
を
਎
に
つ
け
る
ػ
会
を
ఏ
ڙ
す
る
こ
と
。

ୈ
̎
の
ப
「
人
材
力
の
૬
ޓ
交
ྲྀ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
Ϋ
の

強
化
」
と
し
て
、
公
務
員
、
̣
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
༷
々
な
バ
ッ

Ϋ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
༷
々
な
ܗ
で
૬
ޓ
に
交
ྲྀ

す
る
ػ
会
を
設
け
る
こ
と
。

ୈ
３
の
ப
「
人
材
力
を
ิ
׬
す
る
た
め
の
外
部
人
材
活

用
に
対
す
る
支
援
」
と
し
て
、
地
域
の
人
材
力
を
ิ
׬
す

る
た
め
、
外
部
の
人
材
を
೿
ݣ
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
。

ま
た
、「
地
域
ݻ
有
の
資
ݯ
を
活
用
し
た
地
域
力
の
高

め
方
」
と
し
て
、
次
の
３
つ
の
ࢹ
点
を
ܝ
͛
て
い
る
。

ୈ
１
の
ࢹ
点
「
地
域
資
ݯ
の
発
۷
、
࠶
生
、
อ
全
、
ॆ

実
」
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
地
域
資

ݯ
が
あ
る
か
つ
Ϳ
さ
に
೺
Ѳ
し
、
客
観
的
に
೺
Ѳ
す
る
こ

と
が
ॏ
要
で
あ
る
こ
と
。

ୈ
̎
の
ࢹ
点
「
地
域
資
ݯ
を
活
か
し
た
࢈
業
と
人
材
力

と
の
݁
合
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
と
し
て
、
地
域
資
ݯ
に

ద
合
し
た
࢈
業
を
ৼ
ڵ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
地

域
に
お
け
る
大
学
と
ੵ
ۃ
的
に
連
携
・
協
働
を
す
べ
き
こ

と
。ୈ

３
の
ࢹ
点
「
地
域
づ
く
り
の
ධ
価
ࢹ
点
」
と
し
て
、

地
域
力
を
ଌ
る
バ
ロ
ϝ
ー
タ
ー
と
し
て
は
、人
ޱ
、経
ࡁ
・

三
宅
　
啓
之

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
人
材
力
活
性
化
・�

連
携
交
流
室
　
地
域
支
援
専
門
官

は
じ
め
に

地
域
活
性
化
に
お
い
て
は
、
༷
々
な
知
識
・
経
験
を

持
っ
た
人
が
、そ
の
ೳ
力
と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
༷
々
な
活
動
が
ల
開
さ
れ
る

こ
と
が
大
੾
で
あ
る
。

総
務
省
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
生
み
出
す
た
め
に
必

要
と
な
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
自
ら
の
手
で
企
ը
し
、
実

ફ
で
き
る
人
材
（
人
財
）、
す
な
わ
ち
「
地
域
づ
く
り
人
」

の
育
成
を
図
る
た
め
、「
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
」
を

開
࠵
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
や
「
地

域
お
こ
し
企
業
人
」「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
等
、

外
部
人
材
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ຊ
ߘ
で
は
ओ
に
、「
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
」
に
関

わ
る
こ
と
に
つ
い
て
ه
ࡌ
す
る
。

な
お
、
จ
த
ҙ
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
ࢲ
見
で
あ
る
。

地
域
力
と
は

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ϧ
ー
プ
の
発
足
後
ま
も
な
く
の

平
成
20
年
øø
月
、「
地
域
力
創
造
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

が
設
置
さ
れ
、
平
成
22
年
̒
月
ま
で
、
さ
ら
に
地
域
力
を

高
め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

よ
い
か
に
つ
い
て
議
࿦
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
の
「
最
終
取
り
ま
と
め
」
の
த
で
、「
地
域

力
と
は
」、

・
地
域
力
に
は
地
域
資
ݯ
や
人
的
要
ૉ
、
社
会
的
要
ૉ
、

経
ࡁ
的
要
ૉ
な
ど
多
༷
な
要
ૉŋ

಺
༰
が
ؚ
ま
れ
て
い

る
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
要
Ҽ
と
し
て
は
、
ڀ
ۃ
的

に
は
人
材
力
の
要
ૉ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

・
自
ら
の
地
域
の
魅
力
、
資
ݯ
に
ؾ
づ
き
、
そ
れ
を
ຏ
い

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
資
ݯ
の
発
۷
、
࠶
生
、
૝
૾
に

Ổ
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

�

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
Ổ

地
域
づ
く
り
活
動
を
自
ら
の
手
で
企
画
し
、

 

実
践
で
き
る
人
財
の
育
成

地
域
の
担
い
手
を
育
む
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࢈
業
に
関
す
る
指
ඪ
が
࠾
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一

人
ͻ
と
り
が
元
ؾ
に
い
き
い
き
と
過
͝
せ
る
と
い
う
こ
と

も
地
域
の
力
と
な
り
う
る
。
྆
者
の
バ
ラ
ン
ε
が
取
れ
た

地
域
づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

人
材
力
活
性
化
研
究
会

「
地
域
力
と
は
」
で
述
べ
た
「
最
終
取
り
ま
と
め
」
を

受
け
、
地
域
活
性
化
の
ج
ຊ
的
な
要
ૉ
で
あ
る
人
材
力
の

強
化
を
図
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
を
実
ફŋ

ݚ
ڀ
さ
れ
て

い
る
有
識
者
で
ߏ
成
さ
れ
、
ܚ
ጯ
ٛ
塾
大
学
総
合
政
策
学

部
の
飯
盛
।
教
授
（
౰
時
。
現
教
授
（
学
部
௕
ิ
ࠤ
））

を
࠲
௕
と
す
る
「
人
材
力
活
性
化
ݚ
ڀ
会
」（
以
Լ
、
ݚ

ڀ
会
）
を
平
成
22
年
̒
月
に
発
足
さ
せ
た
。

ݚ
ڀ
会
で
は
、
自
࣏
会
・
町
಺
会
、
̣
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域

活
性
化
に
܎
る
団
体
や
自
࣏
体
関
܎
者
の
方
々
に
と
っ
て

地
域
や
人
材
力
の
活
性
化
に
取
り
組
Ή
ࡍ
の
ࢀ
考
と
な
る

先
進
的
な
事
例
を
ऩ
ू
し
、
特
に
༷
々
な
活
動
を
通
͡
て

人
材
力
活
性
化
に
取
り
組
Ή
方
々
の
活
動
಺
༰
や
、
そ
れ

ͧ
れ
の
場
໘
か
ら
生
ま
れ
た
発
言
等
を
੔
ཧ
分
ੳ
し
た

「
人
材
力
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
࡞
成
し
た
。

ま
た
、
活
動
の
大
খ
に
関
わ
ら
ͣ
、
自
਎
で
考
え
た
地

域
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い
く
力
を
も
っ
た
人
材
を

「
Ϧ
ー
μ
ー
」
と
Ґ
置
づ
け
、
Ϧ
ー
μ
ー
と
し
て
地
域
づ

く
り
活
動
を
自
ら
が
考
え
、
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
実

ફ
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
ج
ຊ
的
な
知
識
・

技
術
と
、
そ
の
学
श
಺
༰
に
つ
い
て
੔
ཧ
し
た
、「
地
域

づ
く
り
活
動
の
Ϧ
ー
μ
ー
育
成
の
た
め
の
Χ
Ϧ
Ω
ỿ
ラ

ム
」
も
࡞
成
し
た
。

さ
ら
に
、「
地
域
づ
く
り
人
の
育
成
に
関
す
る
手
Ҿ
き
」

を
࡞
成
し
、
平
成
2û
年
度
に
は
、「
地
域
づ
く
り
人
育
成

の
考
え
方
」「
地
域
づ
く
り
人
が
学
Ϳ
べ
き
こ
と
」「
地
域

づ
く
り
人
を
育
て
る
ݚ
修
」
の
３
ষ
か
ら
な
る
「
地
域
づ

く
り
人
育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
Ϋ
」
を
発
行
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
平
成
23
年
度
に
ݚ
修
事
業
と
し
て
、
ݚ
ڀ

会
ߏ
成
員
自
ら
が
ओ
な
ߨ
ࢣ
と
し
て
開
࠵
さ
れ
る
「
全
国

地
域
づ
く
り
人
財
塾
」（
平
成
23
、
2û
年
度
は
、
地
域
づ

く
り
人
育
成
ߨ
࠲
）
を
ε
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾

地
域
活
性
化
に
お
い
て
は
、
༷
々
な
知
識ŋ
経
験
を

持
っ
た
人
が
、
そ
の
ೳ
力
と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
な
が
ら

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
༷
々
な
活
動
が
ల
開
さ
れ
る

こ
と
が
大
੾
で
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動
を
生
み
出
す
た
め

に
必
要
と
な
る
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
自
ら
の
手
で
企
ը

し
、
実
ફ
で
き
る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
を
図
る
た
め
、

総
務
省
で
は
、「
全
国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
」（
以
Լ
、
人

財
塾
）
を
開
࠵
し
て
い
る
。

現
在
、
ॳ
ڃ
ฤ
と
し
て
、
࠲
学
を
த
৺
と
す
る
人
財
塾

に
つ
い
て
、
地
方
開
࠵
を
ؚ
め
、
年
に
４
回
開
࠵
す
る
と

と
も
に
、
த
ڃ
ฤ
に
Ґ
置
づ
け
る
課
題
ղ
ܾ
ฤ
（
ϑ
ィ
ー

ϧ
ド
ワ
ー
Ϋ
型
）
を
開
࠵
し
て
い
る
。

人
財
塾
で
は
、
地
方
公
共
団
体
職
員
や
地
域
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
Ή
̣
Ｐ
Ｏ
関
܎
者
な
ど
を
対
象
と
し
、
ߨ
ࢣ

と
し
て
、
ݚ
ڀ
会
ߏ
成
員
の
΄
か
、
全
国
各
地
で
地
域
づ

く
り
活
動
を
実
ફ
し
実
績
の
あ
る
方
に
ߨ
ٛ
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

࠲
学
で
の
ߨ
ٛ
に
Ճ
え
て
、
少
人
数
の
受
ߨ
者
と
ߨ
ࢣ

と
の
૒
方
向
の
対
࿩
の
時
間
を
「
直
઀
対
࿩
」
と
し
て
設

け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、地
域
づ
く
り
活
動
等
に
つ
い
て
、

受
ߨ
者
自
ら
が
ر
๬
し
た
ߨ
ࢣ
に
、
直
઀
、
࿩
を
ฉ
け
る

ػ
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ଞ
の
受
ߨ
者
の
地
域
づ
く
り

に
お
け
る
೰
み
や
経
験
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
ߨ
者
同
࢜
が
、
と
も
に
学
び
合
う
こ
と
を
ॏ
要
な
テ
ー

Ϛ
と
し
て
い
る
。

現
在
、
人
財
塾
で
は
、
１
つ
の
テ
ー
Ϛ
を
ܾ
め
た
ߨ
ԋ

会
的
な
ߏ
成
と
し
て
い
な
い
。
多
༷
な
地
域
づ
く
り
を
実

ફ
し
て
こ
ら
れ
た
ߨ
ࢣ
ਞ
の
༷
々
な
੾
り
ޱ
に
よ
る
ߨ
ٛ

を
受
け
て
、
༷
々
な
地
域
か
ら
ू
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
課

題
を
持
っ
た
受
ߨ
生
自
ら
が
、
課
題
ղ
ܾ
の
ࢳ
ޱ
に
つ
い

て
、
ؾ
づ
きŋ

発
見
す
る
こ
と
に
大
き
な
ҙ
ٛ
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

こ
れ
が
、
ୈ
１
の
ப
「
ݸ
々
の
人
材
力
の
育
成
強
化
」

と
し
て
、
༷
々
な
場
に
お
い
て
ੈ
୅
や
分
野
を
ӽ
え
た
多

特 集
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༷
な
ݸ
人
が
人
材
力
を
਎
に
つ
け
る
ػ
会
の
ఏ
ڙ
で
あ
る
。

ま
た
、
人
財
塾
に
は
、
市
町
村
職
員
の
方
を
த
৺
と
し

て
、༷
々
な
ཱ
場
の
受
ߨ
者
が
ू
ま
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
৘
ใ
交
׵
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
Ϋ
づ
く
り
の
ॏ
要
な
場
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。人
財
塾
を
き
っ
か
け
と
し
、

̨
̣
̨
等
で
多
༷
な
人
材
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ͧ
れ
の
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
೰
み
や
、
手
法
な
ど
に

つ
い
て
、
૬
ஊ
、
৘
ใ
交
׵
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

த
で
も
、都
಺
の
修
了
生
の
発
Ҋ
に
よ
り
発
足
し
た「
人

財
塾
・
౦
日
ຊ
支
部
」
で
は
、
ࢀ
Ճ
す
る
者
が
૬
ޓ
に
学

び
合
い
教
え
合
う
「
ޓ
学
ޓ
श
」
を
ܝ
͛
、
修
了
生
を
த

৺
と
し
た
自
ओ
的
な
ษ
強
会
と
し
て
、平
成
25
年
度
か
ら
、

３
Χ
月
に
１
回
の
ϖ
ー
ε
で
「
ϑ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ݚ
修
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ຖ
回
、
開
࠵
地
に
お
け
る
課
題
ղ
ܾ

や
、
०
な
࿩
題
な
ど
を
テ
ー
Ϛ
に
開
࠵
し
な
が
ら
、
ط
に

22
回
を
数
え
て
お
り
、
ઋ
୆
市
、
෱
Ԭ
市
、
ࡳ
ຈ
市
で
の

人
財
塾
地
方
開
࠵
を
ػ
に
発
足
し
た
、
各
地
域
の
修
了
生

の
自
ओ
ษ
強
会
等
の
モ
デ
ϧ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
ୈ
̎
の
ப
「
人
材
力
の
૬
ޓ
交
ྲྀ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
Ϋ
の
強
化
」
と
し
て
、
༷
々
な
バ
ッ
Ϋ
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
人
々
が
༷
々
な
ܗ
で
૬
ޓ
に
交
ྲྀ
す
る
ػ
会
の
設

定
で
あ
る
。

人
財
塾
の
修
了
生
と
そ
の
活
動

人
財
塾
は
、
平
成
23
年
度
以
དྷ
、
̎
１
̎
̒
人
（
平
成

30
年
９
月
2ø
日
現
在
）
の
修
了
生
を
数
え
て
お
り
、
受
ߨ

後
、
業
務
に
そ
の
経
験
を
活
か
し
た
り
、
そ
こ
で
拡
͛
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
Ϋ
を
活
か
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
始
め

た
り
し
て
い
る
方
が
数
多
く
い
る
。

少
々
ݹ
い
デ
ー
タ
で
ڪ
ॖ
だ
が
、
平
成
27
年
度
に
行
っ

た
ௐ
ࠪ
で
は
、
修
了
生
の
5ø
・
̎
ˋ
が
業
務
಺
で
Ҡ
住
ଅ

進
や
地
域
経
営
な
ど
、
ûÿ
・
８
ˋ
が
業
務
外
で
社
会
教
育

や
地
域
࠶
生
な
ど
の
地
域
活
動
を
そ
れ
ͧ
れ
行
っ
て
い
る

と
ใ
ࠂ
さ
れ
て
い
る
。

修
了
生
の
活
動
事
例
を
̎
つ
΄
ど
あ
͛
て
お
く
。

̨
市
の
図
ॻ
ؗ
職
員
の
̨
さ
ん
は
、
人
財
塾
受
ߨ
後
、

「
໷
の
図
ॻ
ؗ
た
ん
け
ん
」
や
「
ϑ
Ỽ
ト
コ
ン
テ
ε
ト
࡞

品
ల
」
な
ど
を
企
ը
し
、
図
ॻ
ؗ
と
図
ॻ
ؗ
職
員
が
、
市

民
を
つ
な
͙
ഔ
体
に
な
る
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。̨

村
の
職
員
で
あ
る
̮
さ
ん
は
、「
若
者
定
住
ଅ
進
」

と
の
職
務
໋
ྩ
を
受
け
て
、
人
財
塾
を
受
ߨ
し
た
後
、
ۭ

き
家
を
活
用
し
た
Ҡ
住
支
援
を
行
い
、
村
の
人
ޱ
の
７
年

Ϳ
り
の
社
会
増
に
ߩ
ݙ
し
て
い
る
。

外
部
人
材
の
活
用

「
最
終
取
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
地
域
಺
に
お
い
て

人
材
力
が
必
ͣ
し
も
े
分
に
֬
อ
、
発
ش
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
部
の
人
材
力
が
こ
れ
を
ิ
׬
し
、

地
元
住
民
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
地
域
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
఻
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
౰
֘
地
域
の
જ

在
的
な
人
材
力
が
ਅ
価
を
発
ش
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

外
部
人
材
を
活
用
し
た
総
務
省
の
施
策
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

（
̍
）
地
域
お
こ
し
ڠ
力
ୂ

都
市
地
域
か
ら
過
ૄ
地
域
な
ど
の
条
件
不
利
地
域
に
Ҡ

住
し
た
者
を
地
方
公
共
団
体
が
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
と
し
て
ҕ
৤
し
、֓
ね
１
年
以
上
３
年
以
Լ
の
期
間
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
࢈
品
の
開
発
・
販
売
ҕ
ୗ
・
Ｐ
Ｒ

な
ど
の
地
域
お
こ
し
へ
の
支
援
や
、
೶
ྛ
ਫ
࢈
業
へ
の
従

事
等
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
に
定
住
・

定
着
を
図
る
取
り
組
み
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
ø0
年
໨
を
ܴ

え
た
。

平
成
29
年
度
の
隊
員
数
は
、
໿
̑
０
０
０
人
の
ن
໛
と

な
り
、೚
期
終
了
後
の
定
住
཰
も
໿
̒
割
を
௒
え
て
い
る
。

全国地域づくり人財塾（直接対話）

全国地域づくり人財塾（全体講義）
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地域の担い手を育む

北海道更別村（p８-９）
大人の社会塾「熱中小学校」の入学式。現在第３期生として10代
から80代まで153人が在籍

2
北海道石狩市（p６-７）

クラウドソーシング石狩チーム研修の様子
1

●1
●2

●3

●5

●4

山形県遊佐町（p12-13）
第2回少年議会（一般質問・政策提言）の様子
4

宮城県石巻市（p10-11）
TRITON SCHOOLでは漁師になるために必
要な基礎スキル「ロープワーク」を教わります

3

福井県鯖江市（p16-17）
さばえカニロボットを組み立てる小学生たち
6 埼玉県草加市（p14-15）

地区社会福祉協議会で福祉SOSゲームを実施（出前講座）
5

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
（
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

総
務
省
で
は
、
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
民
間
専
門
家
や
先
進
市
町
村
で
活
躍

し
て
い
る
職
員
な
ど
を
外
部
専
門
家
（
地
域
力
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
登
録
し
、
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
と
し
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
、
一
定
期
間
、
登
録
さ

れ
た
専
門
家
を
招
へ
い
し
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
助
言
を

得
た
場
合
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
の
対

象
と
な
る
、
外
部
専
門
家
制
度
を
設
け
、
地
域
に
お
け
る

外
部
人
材
の
活
用
を
支
援
し
て
い
る
。

地
域
人
材
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
登
録
を
開
始

し
、
平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
で
計
３
７
０
人
・
組
織
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
３
８
４
団
体
に
お

い
て
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

▽
市
直
営
の
ワ
イ
ン
製
造
施
設
運
営
に
関
し
、
製
造
す
る

ワ
イ
ン
の
品
質
向
上
及
び
販
売
増
進
を
図
る
た
め
に
、
醸

造
技
術
や
商
品
開
発
指
導
に
活
用
し
た
事
例
▽
地
元
高
等

学
校
の
魅
力
向
上
に
お
い
て
、
実
績
の
あ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
た
事
例
▽
地
域
運
営
組
織
が
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

し
、
営
業
の
専
門
知
識
や
人
脈
と
経
験
を
い
か
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
大
都
市
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、
販
路
を
拡
大
し
た
事

例
、
な
ど
が
あ
る
。

課
題

か
つ
て
、
人
財
塾
修
了
生
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
・

問
題
点
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
多
く
寄

（
２
）
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

条
件
不
利
地
域
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
三

大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間
企
業
等
の
社
員
を
一
定
期
間

受
け
入
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
、
地
域
独

自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ
な
が
る
業
務
に
従
事
し

て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
平
成
29
年
度
に
は
、
50
市
町

村
に
お
い
て
57
人
の
地
域
お
こ
し
企
業
人
が
、従
事
し
た
。

観
光
分
野
の
専
門
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
観
光
連
携

組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
観
光
協
会
等
）
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
、
閑
散
期
の

誘
客
対
策
な
ど
、
観
光
分
野
で
の
活
動
事
例
や
、
営
業
の

専
門
知
識
や
人
脈
と
経
験
を
い
か
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
大
都
市
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
、販
路
を
拡
大
す
る
な
ど
シ
テ
ィ
ー

せ
ら
れ
た
。

「
地
域
づ
く
り
活
動
に
割
く
時
間
が
な
い
」「
業
務
以
外

で
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
余
裕
が
な
い
」「
活

動
に
か
け
る
資
金
が
な
い
」「
一
緒
に
活
動
す
る
人
が
年
々

減
少
し
て
い
る
」「
後
継
者
が
い
な
い
・
若
手
の
人
材
不

足
」「
専
門
的
知
識
の
不
足
」「
地
域
づ
く
り
活
動
の
手
法

が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
、
地
域
づ
く
り
活
動
に
関
わ
る
方
々

の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
、
地
域
の
担
い
手
を
育

成
す
る
上
で
、
対
策
を
考
え
て
お
く
必
要
の
あ
る
課
題
で

も
あ
る
。

お
わ
り
に

「
地
域
力
創
造
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
よ
る
「
最

終
取
り
ま
と
め
」
が
出
さ
れ
て
８
年
、「
全
国
地
域
づ
く

り
人
財
塾
」
が
始
ま
っ
て
７
年
が
経
過
し
た
。
一
定
数
の

地
域
づ
く
り
に
志
を
持
つ
人
財
を
育
成
し
、
地
域
の
担
い

手
と
な
る
「
地
域
づ
く
り
人
」
が
、
全
国
各
地
域
に
根
付

い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

飯
盛
教
授
の
言
葉
を
お
借
り
す
る
と
、「
地
域
づ
く
り

は
人
づ
く
り
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
最
終
取
り
ま
と
め
」

に
お
い
て
も
、「
地
域
の
活
性
化
に
は
、
人
材
力
の
強
化
」

と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、「
人
財
塾
」
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
担
い

手
育
成
、
人
材
力
の
強
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
各
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
か
れ
て
も
、
地
域
住
民

の
方
々
は
も
と
よ
り
、
人
財
塾
修
了
生
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
方
な
ど
と
の
協
力
の
も
と

に
、
次
の
地
域
の
担
い
手
、「
地
域
づ
く
り
人
」
を
育
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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